
        
            
                
            
        

    













































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ④






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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四月十四日
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四月十四日
 （ＰＭ０：15
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 ）（同教室）





同日
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五月四日
 （ＰＭ１：00
 ）（聖リリアナ学園・学生寮）





五月九日
 （ＰＭ７：30
 ）（学生寮・食堂兼会議室）





五月十日
 （ＰＭ０：30
 ）（学生寮・管理人室）





同日
 （ＰＭ１：00
 ）（学生寮・管理人室）（那須原さんのターン）





同日
 （ＰＭ４：00
 ）（学生寮・管理人室）（銀兵衛のターン）





同日
 （ＰＭ７：00
 ）（学生寮・管理人室）（秋子のターン）





五月十一日
 （ＰＭ１：00
 ）（学生寮・管理人室）（会長さんのターン）





五月十四日
 （ＰＭ７：00
 ）（学生寮・食堂兼会議室）







四月十四日（ＡＭ６：00
 ）（聖リリアナ学園・学生寮）









「お前さんとお前さんの妹だけどよ。実は血が繋つながってないんだって？」





　生徒会の面々による引っ越しが終わり、すったもんだの騒ぎを経た後に、僕と妹が別々の部屋で暮らすことになった翌日の朝。

　生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしの投げかけた言葉は、油断しきっていた僕の脳みそに、それはそれは痛烈な一撃を叩たたき込むことに成功して。

　僕はものの見事に、そしておそらくは会長さんの思い通りに。激しく動揺している。

（──なんでこの人がそれを知っている？）

　有あり栖す川がわや鷹たかノの宮みやでさえ気づいてないのに？

　妹を初めとする身内でさえ知らず、この世に片手で足りるほどの少人数しか関知しておらず、僕の父と母が徹底した隠いん蔽ぺい工作を図った事実を。

　なぜ、どうして、よりにもよって、二階堂嵐が知っているというのか？

　カマを掛けられたのか？　いや、そういう感じじゃない。確かに会長さんのニヤニヤ笑いは、秘事を暴かれた僕が無様に動揺するのを期待してるのだろうけど、虚偽をダシにして相手をハメようとしている雰囲気はない。

　では狙ねらいは何だ？　というかなぜ今このタイミングなのか？　確かに二人きりのシチュエーションではあるし、僕が隙すきだらけだったのも事実だけど、もっといくらでもやりようがあったんじゃないのか？　口頭で面と向かって伝える以外の方法をなぜ取らなかったのか？　成り行きの行き当たりばったりか？　そもそもいつから知っていた？　彼女の他ほかにもこの情報を知っている人間は存在するのか？　存在するとして、その個人あるいは集団は二に階かい堂どう嵐あらしと連携を取っているのか否か──

　まばたきひとつの合間に様々な思考が浮いては消え、だけど僕の決断はそれなりに素早いものだったと思う。

　しばしの間を置いてから僕が示した反応は、こうだった。





「な、な、な、ナンダッテー!?
 」





　大口を開け、目を皿みたいにして、背中を大きくのけぞらせ。

　さらにはふた昔前のホラーまんがみたいに、両手を顔のあたりにまで上げる。

　……まあ要するに。

　絵に描いたような、そして絵に描くとひどくマヌケなポーズで、僕はリアクションを示したのだった。

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

　渾こん身しんのリアクションに対して、会長さんはまったくの無反応。趣味の悪いニヤニヤ笑いをずっと維持し続けている。

　いや、ひょっとしてこれはアレなのか？　あまりに寒いギャグを見せられた時みたいに表情が固まってるのか？　それってなんか地味にショックというか、別の意味で僕は僕をフォローしなくちゃいけない流れだよね？　これって。

「……あー。ええとですね。つまりこういうリアクションを取っておいた方がいいのかな、という判断でして。いやだって、会長さんの前フリがこう、ちょっとあまりに唐突すぎたものですから」

「…………
 」

「いやいや。いやいやいや、勘違いしないでくださいよ？　最初からそのつもりであれば、僕だってもうちょっと別の反応ができるんです。なんせ僕は、那な須す原はらさんから上方漫才協会に誘われるほどの逸いつ材ざいですからねっ」

「…………
 」

「あー……はい、すいません。もう黙ります。一度スベった人間が下へ手たにフォローに走ろうとすると、確かにロクなことになりませんよね。いや、でもやっぱここは言い訳させてください。会長さんにだって今回は責任あると思いますよ？　ボケが斜め上すぎて、あれじゃ僕だけじゃなくてお客さんの方がついてこれません。もっとこう、パスを出すならやさしいスルーパスをですね」

「…………
 」

「……あー」

　それでもなお、会長さんは無言のまま、ニヤニヤ笑いで僕を舐なめ回なわしている。

　ええい何ていやらしいひとだ。この人は性的な意味だけでなく、性格的な意味でもいやらしいひとだったんだな。スベった芸人が舞台上であたふたする姿を楽しむ、もっともタチの悪いタイプの観客だ。こんなひどい話が他ほかにあるか？　いや、ない。断じてないし、あってはならない。

「そのへんで終わりかい？」

　不ふ貞て腐くされた無言で抗議の意を示す僕へ、会長さんはようやく口を開く。

「いや、大したもんだ。なかなかのタヌキっぷりだねえお前さん。あのタイミングでそこまでアドリブを利かせられるヤツは、そうザラにはいねえよ」

　握った木刀の峰で肩を叩たたくような仕草をしながら、

「ガードの固そうなお前さんの隙すきを、こちとら最大限に衝ついたつもりだったんだが。表情が変わったのは本当に一瞬だったな。何も事情を知らねえヤツならぜったいに気づかなかったろうぜ？」

「は、はあ」

「あたしゃ目を皿のようにして、お前さんが尻尾しつぽを出す瞬間を狙ねらってたのにねェ。お前さん、その化かしっぷりをどこで身につけたんだい？　ん？」

「えーとまあ、テレビとかを見て、ですかね？　いちおう関西に住んでたもんで。あっちはお笑いの本場ですから」

「あーいや、いいんだ。知恵を絞ってごまかし方を考えなくても」

　苦笑いしながら会長さんは首を振る。

「お前さんと妹が赤の他人だからといって、別にそれをどうこうしようってつもりはねえ。バラすつもりもなけりゃ脅おどすつもりもねえ。安心してくんな」

「はあ」

「あ、でもこれをネタにしてお前さんに肉体関係を迫る、ってのはアリかな？」

「ナシです」

「なんでえ。相変わらずつれねえな」

　即答する僕に、会長さんはかかかと笑って、

「つーかよ。気持ちは分からんでもないが、そう警戒しなさんな」

「いやまあ。会長さんの性欲は、十分すぎるほど警戒すべきだと思いますけど？」

「実際のところよ、お前さんたち兄妹きようだいの本当の関係がバレずに済んでるのは、心理的にそういう状況が作り出されているから、というだけに過ぎねえ」

　すっとぼける僕には構わず、会長さんは続ける。

「誰だれかがその気になってＤＮＡ鑑定のひとつもすりゃ、一発でバレるこった。でもって、お前さんとひとつ屋根の下に暮らす時間が一日もあれば、髪の毛やら何やらを集めるのなんざ余裕なわけだ、あたしにしてみりゃ」

「……相変わらず大概ですよね、会長さんの発言は」

「もちろん、証拠品としてチョイスするのはお前さんの陰毛だけどよ」

「大概というか、もはや犯罪者のにおいしかしません」

「あ、もちろん陰毛ってのは股こ間かんに生えてる方のな？　脇わきとかじゃなくて」

「そしてたった今、あなたは僕の中で性犯罪者に格下げされました」

「かかか。やっぱりお前さんはつれないねえ。でもってつれない以上に、お前さんは頑固で曲がらねえやつだ。扱いづらいには違いねえが……あたしゃそういうタイプは嫌いじゃないぜ？」

　言って会長さんは肩をすくめ、

「オーケー分かった。じゃあ仮定の話をしよう」

「仮定の話？」

「もしもお前さんと姫ひめの小路こうじ秋あき子こが本当の兄妹じゃなかったら、って話だ。これからするのはあくまでも空想の、あるいは妄想の話ってことだわな。ま、先輩の道楽ってことでちょっくら付き合え」

「はあ、まあそういうことでしたら」

　このままシラを切り通すつもりなのは規定路線だけど、会長さんがなぜ極秘事項を知っているのか、あるいはなぜその結論に行き着いたのか、ということには興味がある。今後の僕の行く末を占う上でも重要だし。

「んで、なんであたしがその事実を──もちろん仮定の話だが──知ることになったのか、っていうとだな。実のところ答えはけっこうシンプルでな。お前さんは答えが分かるかい？」

「さあ一向に。なんせ仮定の話なもんで」

「そう言わずにちょっと考えてみねェ。知りません分かりませんじゃ話が終わっちまう。もうちっと会話のキャッチボールを楽しもうや」

「はいはい分かりましたよ……ええとじゃあ、さっきも会長さんが言ってたことですけど、実際にＤＮＡ鑑定をしてみたとか」

「確かにシンプルな答えだが、あたしゃ別にお前さんたちの血縁関係のあるなしには興味なかったんだよな。ＤＮＡ鑑定なんてもんは、その証明に利害関係が絡んでなけりゃ、そもそも試そうとは思わねえもんだろ？　もっと言えば、あたしゃお前さんたちが兄妹きようだい同士だってことを、まったく疑ってもいなかったぜ？」

　ふむ、なるほど。

　確かに会長さんの言うことには納得だ。実際に僕の両親は、まさにそういう心理的な隙すきをついて秘密を隠し通したわけで。人間ってやつは都合の悪いものは見たがらないし、興味のないことについてはどこまでも無関心なんだよな。

「さて。それ以外に何か答えの持ち合わせはあるかい？」

「うーんそうですね……じゃあ、何か偶然の要素が絡んだ結果、みたいな感じでどうでしょう？」

「そいつはお前さん、ひとつの解答欄に複数の回答を書き込むのと一緒だぜ。この世の中、大抵はどんなことだって何かしら偶然の要素が絡むもんだろ？」

「あー。確かにそうですね」

「でもまあ当たらずとも遠からず、ってやつだな。あたしがお前さんたちの秘密──あ、もちろんそういう秘密があったとして、の話な？──に気づいたのは、基本的に偶然の産物なんだよ」

「じゃ、もうそれが答えでいいじゃないですか」

「そういうわけにはいかねえ。『１２３×４５６の答えは？』って聞かれて『自然数です』って答えてるようなもんだよ、そいつは」

「そりゃそうかもしれませんけど」

「ま、ヒントは出してやったんだからさ。もうちっと考えてみな」

「……まあいいですけど。でもなんで朝っぱらからこんな問答を……僕だってそんなヒマでもないのに……」

「そう嫌そうな顔をすんねェ。もし答えを言い当てられたら、ごほうびにあたしの身体からだを一日好きにする権利をくれてやるからよ」

「それ、むしろ会長さんにとってのごほうびですよね？」

　どちらかと言うと僕にとっちゃ罰ゲームだ。

「さあほれ、考えてみな。ほれほれ」

　僕の苦情には聞く耳持たず、なおも会長さんは促うながしてくる。

　いやでも正直、他ほかにこれといった答えは思いつかないんだけど。というか僕としては、できるだけ早くこの時間を終わらせたいんだよなあ。シラを切り通すのってけっこうカロリーを食うし──

「あたしの弟おとうとなんだよお前さんは」

「…………
 。え？」

「あたしの弟だ、って言ったんだよ。お前さんが」

「はあ」

　完全に寝耳に水の発言に、僕はキョトン顔。

「……いや、ていうかアナタ。人に考えさせておいて、その考え中に答えを言っちゃいますか普通？」

「その方が意外性があっていいかなー、って思ってよ。あたしゃ人を驚かせるのが大好きな性分なもんで」

「迷惑だから止やめてください。というか、え？　冗談ですよね？」

「ＤＮＡ鑑定でもしてみるかい？」

「…………
 」

　飄ひよう々ひようとした態度の会長さんの言葉は、その真しん偽ぎのほどがひどく掴つかみづらい。

　もちろんこんな荒こう唐とう無む稽けいな話、普通なら一笑に付すところだ。真面目まじめに検討するような話じゃないし、そもそも事実だとすればこんなシチュエーションで明かすようなことでもない。いや、でも彼女が相手であればその限りではないのか？　このあからさまなトリックスター、人を驚かすのが趣味とか嘯うそぶいている二に階かい堂どう嵐あらしであれば。

「ま、お前さんの反応も当然さ。ぶっちゃけあたしもお前さんと同じ反応をしたからな。なんせそのことを知らされたのは、ここへ引っ越してくる前の日だったからよ」

　絶句している僕の反応を存分に楽しみつつ、それでも会長さんは至って真面目そうな口調で言う。

　確かに僕はこれまで、自分の血縁上の両親が誰だれなのか、ついぞ知ることなく今日まで生きてきた。それゆえ、たとえ誰が親しん戚せき兄弟であっても、理屈の上では何ら不思議ではないのだけど……。

「まあもっとも、お前さんはいわゆる義理の弟ってやつだけどな」

「あ。そうなんですか。じゃあ血の繋つながりはない、と？」

「いや、血縁的にはあたしの従い姉と弟こにあたるな。ウチの一族の間で養子縁組やら何やらを色々やってるもんで、ちょいとそのへんは複雑なんだけどよ」

「そうなんですか。へえ」

「つまり従姉弟同士ってことは、お前さんと肉体関係を持つぶんには何の問題もない、ってこった。だからそんなにショックを受けなくてもいいんだぜ？」

「別にそこでショックを受けてるわけじゃありません」

　というか僕はあなたと肉体関係を持つ気もありません。

　いや、でもそうか。

　二に階かい堂どう嵐あらしの義理の弟おとうとなのか僕は。

　それならまあ、少しはショックも和やわらぐけど……いや、会長さんと血の繋つながりがあるってだけでも十分にショックだけど。いや、ていうかそれ以前に、彼女の言ってることは本当に事実なのか？

「ま、そのあたりは何かと難しいのさ」

　僕の内心を読み取ったのか、会長さんは肩をすくめて、

「あたしの親父おやじ殿どのやお袋殿も、今回の件については──鷹たかノの宮みやとか有あり栖す川がわとかお前さんの絡みのことな？──何かと含むところがあるらしいからよ。ま、あたしゃお家騒動なんかにゃサッパリ興味がねえし、あたしの迷惑にならない範囲で好き勝手にやってくれ、ってなもんだけど、ともあれ事実は事実だ。信じられねえなら、それこそＤＮＡ鑑定でも何でもやってみりゃいい」

「…………
 」

「なんであたしら二階堂のモンがいろいろ知ってるのかって？　そりゃ当然だわな。二階堂はお前さんを実際に生んだ母親の実家だし、そもそもお前さんのご両親が企たくらんだ悪戯いたずらに一役買ったのも二階堂なんだからよ」

「…………
 」

「しかしアレだ、鷹ノ宮は貧乏くじ引いたよな。姫ひめの小路こうじの嫡ちやく男なんだと思ってお前さんを引き取ったら、その実は二階堂の血筋だってんだから。今はまだバレてないからいいけど、バレたら色々コトになるだろうさ」

「…………
 」

「ふむ、さすがにタヌキっぷりが剥はげ落おちてきたかい？　いいぜ、お前さんのそういう呆ほうけた顔も、中々そそるもんがあるからよ」

「……まあ、確かに驚きましたけど。でもいま言ったことは、ぜんぶ仮定の話でしたよね？　会長さんの妄想と空想が生んだ与よ太た話ばなしだ、って」

「おうよ。その通り」

　二階堂嵐は大きく頷うなずき、

「この場限りの与太話だから、誰だれかに言いふらしたりするつもりもねえ。あたしとお前さんの関係だってこれまで通りさ。何も変わることはありゃしねえよ。今日のコレはあくまでもレクリエーションの一環だ。……さて、ちょっと身体からだが冷えてきたな」

　くるりと踵きびすを返し、玄関の方へと歩いていきながら、

「春とはいえまだまだ肌寒いからよ、汗を拭ぬぐって着替えてくらあ。悪かったな姫小路秋あき人と、無駄話に付き合わせちまって」

「……いえ。お気づかいなく」

「心配すんな。あたしゃお前さんの味方だよ、少なくとも今のうちはさ。お家同士のアレコレは別にして、あたしゃお前さんという人間が好きだからな」

「ありがとうございます。僕も会長さんが好きですよ？　何かと肉体関係を仄ほのめかす発言さえしなければ、ですけど」

「かかか、そいつぁ無理だ。あたし性欲めちゃくちゃ強いし。──ああそうだ、ひとつ言い忘れてた」

　と言って、会長さんはこちらを振り返る。

　その顔がまた、隠しようもなく開けっぴろげなニヤニヤ笑いで。

　僕はまた全力で嫌な予感に囚とらわれて、たとえ彼女から何を言われようと笑って受け流せるよう心の準備を始めて。

　そして二に階かい堂どう嵐あらしは、猛もう禽きん類るいよりも爬は虫ちゆう類るいのそれに近い嫌らしさで、またしても僕の虚を衝つく発言を口にしたのだった。





「聞いたぜ？　お前さん、婚約者がいるんだってな？」

[image: ]






四月十四日（ＰＭ０：15
 ）（聖リリアナ学園・生徒会室）









「──お兄ちゃん。お兄ちゃんってば」

「…………
 」

「お兄ちゃーん。おーい。やっほー。聞こえてますかー？」

「……え？　ああうん。聞こえてるよ」

　所変わって、ここは聖リリアナ学園の生徒会室。お昼休憩の時間。

　物思いにふけっていた僕は、妹の呼び声で現実に引き戻された。

「どうしたんですか、ボーッとしちゃって。何か考え事でもしてたんですか？」

「あーいや。別に大したことじゃないよ」

　心配顔をする秋あき子こへ僕は笑いかけて、

「ちょっと寝不足気味で意識が飛んでただけだからさ。ほら、昨日は夜遅くまでいろいろドタバタしてたからね」

「そうなんですか？　でもお兄ちゃん、何だか憂ゆう鬱うつげというか、テンションが低い感じなので。秋子はちょっと心配です」

「いやいや。心配されるようなことじゃないって」

「ひょっとしてあれですか？　お弁当が美お味いしくなかったとか」

「お前と銀ぎん兵べ衛えがふたりして作ってくれた弁当だろ？　美味しくないわけないよ」

「じゃあどこか体調が悪いとか」

「別にそういうこともないかな」

「ま、まさかとは思いますが、妻であるわたしを差し置いて他ほかの女の人のことを考えていたとか!?
 」

「はい、今また不適切な単語が出ました」

「ま、姫ひめの小路こうじ秋あき人とにもたまにはそういう日があらァな」

　食後のお茶をすすりながら、会長さんがそこで割って入る。

「食えねえツラしてるけど、こいつだってまだ十六歳、悩み多き年とし頃ごろの青少年さ。理由もなくアンニュイになる時があってもおかしくはねえ。まして今の季節は春真っ盛りだからねェ。なあ、そうだろお前さん？」

「ええまあ。そうですよね」

　ニヤニヤ笑ってくる会長さんに、僕はなるべく平静に受け答えするけど。もちろん内心は穏やかでも何でもない。

　ほんと性格悪いよ、二に階かい堂どう嵐あらしって人は。今朝あれだけでっかい爆弾を放り投げておいて、こちとら何の影響もなしってわけにはいかないんだっつの。ていうかあのニヤニヤ笑いは、僕の反応を見て楽しんでる以外の何物でもないよな？　性格だけじゃなくて趣味まで悪いとは、ちょっと手に負えないよもう。

　それにしてもまあ、計算ちがいもいいところである。僕と秋あき子ことの血縁関係だけじゃなく、婚あ約り者さのことまで知られてるとは……今後は何かとやりにくくなりそうだ。いちおう会長さんは、そのことを盾にしてどうこうするつもりはない、と言ってたし、聖リリアナ学園生徒会長の言葉がそれほど軽いものとは思わないけど。とにかく良からぬことを企たくらんでそうなところがイヤなんだよな、あの人の場合は。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　うん。

　元気にやってるかな、ありさのやつ。

　僕が鷹たかノの宮みやの家を出ると知って、ひどくショックを受けてたし、それ以来連絡も取ってないけど。身勝手ながら元気でやってるといいな、と思う。

　というか玲れい一いち朗ろうさんと鏡きよう子こさんが悪いんだ。僕の意志なんてお構いなしに、勝手に婚約だの何だのと盛り上がって、その盛り上がりがありさにまで移っちゃった感じがあるもんな。僕はもちろん、彼女だって被害者のひとりだ。鷹ノ宮の人間の中では、彼女がいちばん僕によくしてくれたし、彼女の動向だけは今も気がかりなんだけど──

「お兄ちゃん。また良からぬことを考えてますね？」

　物思いに沈んでいた僕を、妹がジト目で睨にらみつけてくる。

「その目つき、その呼吸、その口元。いずれもお兄ちゃんがわたし以外の女の人のことを考えている証拠として採用できます。せっかくこうしていっしょにお弁当を食べてるんですから、もっとわたしのことを考えてください」

「……確かに言ってることは当たってるけど、お前はそんな細かい仕草で僕の考えてることが分かるのか……？」

「伊だ達てにお兄ちゃんの妹を十六年やってるわけじゃありません。お兄ちゃんのことであれば、睫まつ毛げの動きひとつからでも色んなことを読み取ることが可能です。いわばわたしはお兄ちゃんマイスターですからね。えっへん」

「大してありもしない胸を張って偉そうに言ってるけど、やってることは悪質で偏へん執しつ的てきなストーカーと大差ないわね」

　と横から口を挟んだのは、那な須す原はらアナスタシア。

「だけど発言の内容には興味があるわ。いったい誰だれをオカズにしていかがわしい妄想にふけっていたのか、今すぐ白状しなさい、あっきー」

「いや誤解だよ。別にそういうわけじゃないって」

「まあ何て汚らわしい。いかがわいい妄想にふけるどころか、机の下でとっくにコトを済ませていたというのね」

「いや済ませてないよ何言ってんの君」

「だけど飽くなき性的欲求に突き動かされるその大胆さは、いっそ清すが々すがしいとさえ言えるかもしれないわ。ふふ、どうやらわたくしは姫ひめの小路こうじ秋あき人とという男を、少々見くびっていたようね」

「だから誤解だっつのに……」

　濡ぬれ衣ぎぬを畳みかける手腕に関しては、相変わらずプロ級の那な須す原はらさんだった。なんか下ネタが絡んでくると妙に生き生きとしてくるよな、彼女って。

「興味があるのは僕も同感だね」

　と今度は銀ぎん兵べ衛えまでそんなことを言ってきた。

「ストーカー一歩手前なことはさしあたり脇わきに置いておくとして、妹くんの発言には一定以上の信頼がおけるだろう。十六年ものあいだ伊だ達てに妹をやっていないという主張には同意できるし、何より彼女は極めて重度かつ致命的なブラコンだ。目つきとか呼吸とか口元で分かるなんてのは、本来なら言いがかりに等しい主張であり、一笑に付すところだけど、こと今回に限っては確度の高い情報として捉とらえるべきだ。だいじょうぶ、僕は君の味方だよ妹くん。僕は君の意見を全力で支持する」

「はあ、どうもありがとうございます銀兵衛さん。……というか、笑顔で『支持する』と言われたからにはお礼のひとつも言うべきかと思うんですが、なぜかまったくそういう気になれないのは一体どうしてなんでしょうか……」

　それはアレだよ秋あき子こ。

　褒ほめてるように見せかけて実際にはディスってるから、じゃないかな。

「そういうわけで秋人。どんな女性のことについて考えていたのか、大人しくここで白状したまえ」

「いやいや。何でそうなるの？」

「むしろ僕は、君から『何で？』と問い返されたことに首を傾かしげるよ。僕は君の親友なんだから、君の交友関係を把握しておきたいと思うのは当然だろう？」

「いやまあ、そりゃそうかもしれないけど」

「それとも何だい？　まさか本当に、何かやましいことを隠しているとか？」

「いやまさか。そんなわけないって」

「だったら言ってくれたまえよ、誰だれのことを考えていたのかを。ここにいる誰かのことかい？　それともここにはいない誰かのことかな？」

「あーいや……」

　何だ何だ？

　何で僕はこの場でこんな風に詰め寄られてるんだ？　まるで異端審問会にでもかけられてるみたいな……秋あき子こはもとより、無表情の那な須す原はらさんからも、至って冷静な銀ぎん兵べ衛えからも、何やら反論を許さない迫力を感じるような、感じないような。

　もちろん『婚約者のことを考えてました』なんて素直に言おうものなら、またぞろ面倒なことになるのは分かりきっている。ここは何かしら上手に話題を流せるような受け答えをしたいところだけど、

「あたしのことだぜ、きっと」

　僕が三人に迫られる中、会長さんが不意に一石を投じた。

「姫ひめの小路こうじ秋あき人とはあたしのことを考えてたんだよ。生徒会メンバーの結束を深めるためにこうしていっしょに昼飯を食ってる中、心ここにあらずの顔して、この男はあたしとラブラブする妄想にふけっていたのさ」

「それはありません」

　間髪入れずに秋子が否定する。

「三度の食事よりもいやらしいことが大好きで、パソコンでアルファベットのＨを入力すると真っ先に『ＨＥＮＴＡＩ』が候補に出てくる生徒会長のことを、お兄ちゃんがわざわざ時間を割いて考えるわけがありません。可愛かわいい妹であるわたしにいつまでたっても手を出してくれないお兄ちゃんですけど、女の人を見る目はちゃんと持っていますから」

「珍しく意見が合ったわね」

　と今度は那須原さんが頷うなずいて、

「女性からのアプローチにとことん無関心なこの男に対してそんな妄想を抱くなんて、自意識過剰もいいところだわ。見た目も中身も大概な生徒会長だけど、自分を客観的に評価できる能力はあると思ってたのに。どうやら数少ない貴重な長所までをも失ってしまったようね」

「僕も彼女たちの意見を支持するよ」

　さらには銀兵衛までもが参戦する。

「というよりむしろ、僕はこう思ってさえいるんだよ。会長さんは何も本気で言ってるわけじゃない、荒こう唐とう無む稽けいなホラ話をあえてすることによって、お昼を食べているこの時間を和なごませようとしてくれたのだと。ありもしない、空想するのさえ愚かしい、口にすれば間違いなく白い目で見られるであろう意見を、ここまで堂々と発言し、自ら進んで道化になってくれたのだと──ね」

「おいおいひでえなお前さんたち。仮にもあたしゃ聖リリアナ学園の生徒会長だぜ？　全国から選抜されたエリートたちに選ばれてこのポジションに立ってるんだぜ？　もうちょい尊敬なり何なりしてくれてもいいんじゃないのかい？　ん？」

「聞く耳持ちません」

「聞く耳持たないわ」

「聞く耳持たないね」

「かっかっか。手厳しい部下ばっかりだねえ、こりゃどうも」

　大笑しつつ、会長さんは僕の方に目を向けて、

「お前さんの意見もこいつらみたいに手厳しいのかい？　姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「ええと──」

　この場に居る全員が注目する中、僕は言いよどむ。

　ここでの返答がけっこう重要なポイントになることは、僕にもおぼろげながら理解できる。ここはできるだけ当たり障りのない答えでお茶を濁したいのだけど、

「ん？　どうした？　答えに迷うようなこっちゃねえだろ？」

　ニヤニヤと余裕の表情で、僕を促うながしてくる会長さん。

　その顔はことさら特定の答えを要求しているとか、そういう感じではない。たとえここで彼女の意に反した答えを口にしたところで、会長さんは別に気を悪くするでもなく、いつも通り大笑して済ませることだろう。

　そう、そのはず、なのだけど。

「はい。会長さんのことを考えてました」

　にっこり笑って出した僕の答えは、チキン呼ばわりされても仕方のないものだった。

　いや、でも実際無理な話だろ？　弱よわ味みと言っていいものを握られた状況で、なおかつ会長さんの意図が読みきれないという条件つきで、彼女の意に背く可能性のある行動を取るなんてさ。

「ええ会長さんのことを考えてましたよ、だってそうでしょう？　むしろ当然のことですよ。取っ付きにくいキャラで通してますけど、会長さんってすっごい美人だし。おまけにこの聖リリアナ学園のトップに立って、強大な権限を持つ生徒会を掌握してるんですから。ついつい会長さんのことばかり考えてしまうのも、これはしょうがないことですよ」

　むしろここは徹底するべきだろう。

　いっそ太鼓持ちに徹し、褒ほめ殺し寸前にまで二に階かい堂どう嵐あらしを持ち上げる。たぶん、その方がナンボか被害は少ないはずだ。

「でもさすがですね会長さん。どうして僕があなたのことを考えていたって分かったんです？　これでも顔に出ないようにしてたんですけど」

「なあに簡単なことさ。あたしがいつもお前さんのことばかり見ているからだよ」

　会長さんは満足げにうんうん頷うなずき、

「年上で包容力もあり、床上手で有名なあたしのことをつい考えちまうのは、精力の有り余った若い男にしてみりゃ当然のことさ。そしてまた、そんな若い男の考えを見抜けるのもあたしならでは、ってことにならァな。一日中兄貴のことばかり考えてるはずのどっかの誰だれかさんとちがって、あたしの目は節穴じゃねえからよ」

「むうっ!?
 　それは聞き捨てなりませんよっ！」

　そこへ秋あき子こがすぐさま反応する。

「わたしはお兄ちゃんにとってたったひとりの妹であり、たったひとりの家族なんです。だからお兄ちゃんは誰よりもわたしのことを考えてくれてるはずですし、わたしだって誰よりもお兄ちゃんのことを考えています。ことお兄ちゃんに関しては、わたしは世界ナンバーワンの専門家……そのわたしより生徒会長の方がお兄ちゃんをよく知ってるなんて、そしてお兄ちゃんがわたしのことより生徒会長のことをたくさん考えてるなんて、ぜったいにあり得ないことです」

「お前さんが何と言おうと、事実は変わらねえぜ姫ひめの小路こうじ秋子。お前さんの兄貴がさっき口にしたセリフ、お前さんもちゃんと聞いてたよな？」

「むむ」

「でもって、そのセリフを姫小路秋あき人とが撤回する気がないのも、あいつの顔を見てりゃわかるよな？　ニコニコ愛想よく笑ってるけどぜったいに引かねえ、どっかの腕利き営業マンみたいなツラしてやがるもんな、いまのアイツは」

「むむむ」

「ま、どっかの誰かさんたちがまごついてる間に、あたしゃきっちりヤるべきことをヤっていた、ってことさ。捕食者プレデターの二つ名は伊だ達てじゃねえってことよ。お前さんたちもせいぜいあたしを見習うがいいぜ？」

「見習う？　ご冗談を」

「冗談だと思いたい気持ちは分かるけどな、でも現実ってやつをもっと見つめなきゃな？　気に入らないからといって、都合の悪い現実から目を逸そらすようなヤツにゃ、この学園の生徒会は務まらねえからよ」

「むむむむむ
 ……」

　ほっぺたをふくらませて会長さんを睨にらみつける秋子だけど、如何いかんせんここは分が悪い。

　対する会長さんは、小憎らしいほど余裕の表情。ぐうの音も出ない部下を見下ろし、ニヤニヤと悦に入っている。

「──ちょっとタイム！　タイムもらっていいですか!?
 」

　と、そこで妹が急に手を挙げて、

「那な須す原はらさん銀ぎん兵べ衛えさん！　ちょっとこちらへ！」

　残りの生徒会メンバーふたりに声を掛け、部屋の片隅に集まって、






「聞きましたか皆さん？　会長のあの態度はいったい何事でしょう？」



「そうね。自信満々で上から目線なのはいつものことだけど、今日の会長はいつにも増して大概な感じになってるわ」



「いずれにせよあの尊大さは、十分な根拠に裏打ちされているもの、と見るべきだろう。ブラフを駆使して僕らを牽けん制せいしている、という雰囲気ではないからね」



「じゃあ、お兄ちゃんと会長との間に何かがあった、と？　ほんの昨日までは何もなかったのに？」



「あり得ない話ではないわ。なにせ油断も隙すきもない人だから」



「僕も那な須す原はらくんの意見に賛成だ。それにしても中々どうして、手を打ってくるのが早いね彼女は。確かに捕食者プレデターの二つ名は伊だ達てではないよ」






　何やら内緒話の相談を始めた。

　……というかこの光景、なんか前にも見たことあるなあ。ひょっとしてこれ、生徒会の伝統か何かだったりするんだろうか？






「とにかく、お兄ちゃんと会長の間に何かあったのは確実です」



「そうね。その『何か』が大変よくない影響を及ぼしているのも確かでしょうね」



「問題はこれから先、僕たちがどんな対応を取っていくのか、だけど」



「協力を要請します。この三人で手を組みましょう。生徒会長の独走を、このまま黙って見ているわけにはいきません」



「お断りよ。会長より誰だれより、あなたこそがもっとも危険な人物であることを、あなた自身は自覚していないのかしら？　猫を追って虎とらを呼び込むような真ま似ねはごめん被るわ」


[image: ]



「那な須す原はらくんの意見に賛成だね。僕の価値観からすれば、秋あき子こくんが秋あき人とといちゃいちゃするよりも、会長さんが秋人と乳繰り合ってるほうがいくらかマシだ。秋子くんを秋人から引き離すのにも成功したことだし、できれば秋子くんにはこのままレースから脱落してもらいたいところだね」



「ちょっと待ってください。明日や明後日あさつてのことよりも、今は目の前で起こっている問題に一致団結して取り組むべき──というか、わたしとお兄ちゃんが一緒の部屋で住めない方向に持っていったのは、やっぱりそういうことだったんですね!?
 　抗議します、厳重に抗議します！」



「とはいえ、生徒会長の脅威を無視できないのは確かだわ」



「そうだね。やはりここは僕と那須原くんのふたりで手を組んで、会長さんの暴挙を牽けん制せいしていくべきだろう」



「ぎんぎんには何かアイデアがあるかしら？」



「難しいね。何しろまず、会長さんがどんなアドバンテージを掴つかんだのかが分からないのだから。原因が分からなければ対策の施ほどこしようもない。現状としては、その場その場で対応していくしか──」



「ちょっとふたりとも！　わたしを無視して話を進めないで！」






　……うーん。

　何を話しているのかよく分からないけど、とにかく揉もめているのは確かなようだ。『お互いに協力し合って』とか何とか言ってるようだけど、あの様子だと交渉決裂、ケンカ別れに終わりそうだなあ。

「かかか。若いやつらは威勢が良くていいねェ」

　部下たちが右往左往するそんな姿を眺めながら、会長さんは相変わらず余裕の表情。

　至って機嫌よさそうに食後のお茶をすすりつつ、

「でもよ、やっぱり若い連中はああじゃなきゃいけねえ。小器用だけど小さく纏まとまっちまう小役人タイプより、ああいうやつらの方が見込みがある、ってもんだ」

「はあ。そういうもんですか」

　ずいぶん上から目線な感じで評論してるけど……会長さんって、僕らとほとんど歳としは変わらないはずだよね？

「聖リリアナ学園の生徒会ってのはよ、伝統的にアクの強い連中が集まるもんでな」

「まあそうでしょうね。そもそもこの学園に入ってくる人たちって、個性のカタマリみたいな人が多そうだし」

「おうよ。どいつもこいつもひとクセふたクセあるやつらばかりで、しかもそういうヤツらに限って使えるのが揃そろってたりするんだよな。おかげで纏める側に立つ人間は一苦労ってもんよ」

「……この生徒会なんかはそのいい見本、だと？」

「その通り」

　眼帯のない方の目でウインクする会長さん。

「衝突も対立も当たり前、ケンカなんざ日常茶飯事だろうけどよ。それでもああやってやいのやいのやってるうちに、連帯感ってもんがいつの間にか出来上がっていくもんさ。もともと能力の高いやつらだから、いったん纏まとまりさえすればいいパフォーマンスを発揮できるはずだ。そうだろ？」

「ええまあ。確かに」

　間近でそのスペックを見てきた銀ぎん兵べ衛えは言うに及ばず、この学園では秋あき子こや那な須す原はらさんもちょっとした顔らしいし。みんなが上う手まく力を合わせれば、きっと過去に例がないほどいい生徒会になれるだろう。

「今のところ大した仕事はないですけど、そのうち僕ら生徒会が本領を発揮するべき時はやってきますよね。体育祭とか文化祭とか」

「おうよ。そうともさ」

「でもそういう肝心な時に身内同士で揉もめてたりすると、けっこう悲惨なことになりそうですよね」

「まったくだ。そういう事態になるのは避けたいわな」

　言って、ふたたび会長さんは『身内同士で揉めている現場』に目を戻し、

「雨降って地固まる、っていうけどよ。コントロールできる範囲においてなら、いっそ毎日のように雨が降ってくれた方がありがたいわけだ」

「はあ。まあそうですかね」

「新学期が始まったばかりで、まだ学園全体がどっか浮ついてる。そういう時期においちゃ、まずはあたしら生徒会がビシッと腰を据えねえことには、他ほかの生徒たちに示しがつかねえ。いがみ合いながらで構わねえ、変に言いたいことを燻くすぶらせるよりはよっぽどその方がいい。多少無理のある突貫工事でも、まずはひとつの形を作る方が先決だ。そうは思わねえかい？　ん？」

「…………
 」

　何か引っ掛かる口ぶりである。

　上から目線──と言えばそうなんだけど、もっとこう、ごくシンプルに、何もかも見越しているような。

　ひょっとしてこの人、ぜんぶ計算ずくでやってるのか？

　あえて火種を投じて対立を煽あおり、それでいてこの生徒会を御していく自信と見込みがある、とでも？

「そんなことより姫ひめの小路こうじ秋あき人と。ちょいと肩を揉んでくれねえか？　近ごろは激務が祟たたって、どうにも肩が凝こっちまってよ」

「……激務、っていうほど仕事してるようには、僕の目には見えないんですけど」

「上のモンには下の連中に分からない苦労があるもんだ。そうだろ？」

「そりゃまあそうでしょうけど」

「それに努力とか苦労ってもんはな、他人には知られないようにやるのが粋いきってもんだ。お前さんたちの見てないところで、あたしも色々やってんのよ」

　確かに事実だろう。

　僕と妹がふたりだけで借り受ける契約だった、取り壊しの決まっていた学生寮を、いつの間にか歴れつきとした学生寮として復活させてしまったのは会長さんだし。

　理事会に予算を承認させ、寮の運営方針を示し、各種リフォームの手続きを進めているのもまた彼女である。

　それらすべてを僕らに知られることなく、ひとりでこなしてしまう──それも学業や剣の修行、生徒会の仕事などをおろそかにすることなく、だ。

　そう考えればなるほど、あれだけ大概な言動ばかりしてるにもかかわらず、二に階かい堂どう嵐あらしがこの学園で生徒会長の座についているのも納得──

「それにあたしゃ人一倍おっぱいがデカいもんで、肩が凝こるのも早いんだなこれが」

「はあ」

「つーわけであたしとしては、肩よりも胸の方を揉もんでもらいたいんだけどよ」

「その申し出を僕が受けるとでも？」

「お前さんの生徒会における肩書きを覚えてるかい？」

「『書記代理副補佐』でしょ。会長さんが適当にでっちあげた役職」

「実はこれまで秘密にしてたけどよ、『書記代理副補佐』の主な仕事は、生徒会長の性欲処理なんだわ。お前さんもいったん役目を引き受けたからには、ちゃんと務めを果たしてもらわなきゃ困るぜ」

「役職だけじゃなくて仕事の内容まででっちあげる気ですか。とにかく絶対やりませんから僕は」

「なんでえ、相変わらずつれないねェ。……んでもまあいいか、おっぱいを揉んだらまたデカくなっちまうし。これ以上デカくなると、今よりもっと肩が凝ることになっちまうもんなあ、かっかっか」

　そう言って、品性とは対極にある大笑を放つ会長さんであった。

　……なんというか、やっぱりこの人。どうにも読み切れない。

　隙すきをみて僕と妹の血縁関係についてほのめかしたり、僕の婚約者問題にまで触れてきたかと思えば、今日はまたこうしていつも通りのキャラに立ち返り、それでいて見るべきところには目を光らせている。

　ただの色ボケか、もしくはただの敏腕であれば、こっちも対処がもっと楽なんだろうけど。その両方を併せ持つ上に、要所要所で上手にキャラを切り替えてくるから、読みづらくて仕方がない。精度の高い制球力を持ちつつも、時に荒れ球を散らしてくる野球のピッチャーみたいだ。

　ともあれ。

　いまだ内緒話が紛糾している女子三人に呆あきれつつ、僕は生徒会長と最初に出会った際に感じたことを、ふたたび強く思う次第なのだった。





　二に階かい堂どう嵐あらし──たぶん味方だけど、要注意。





四月二十六日（ＡＭ９：00
 ）（聖リリアナ学園・二年Ａ組教室）









　さて。これまであまり触れることのできなかった学園生活について、ここらで少し触れておこうと思う。

　私立聖リリアナ学園。

　すでに何度も紹介した通り、幼稚舎から大学院まで一貫した質の高い教育で知られる、全国的に名の通った学校法人だ。山手やまのて線内の一角に建つ僕らの高等部もまた、その名に恥じないだけの設備と教員をそろえた屈指の学舎である。

　生徒数はざっと二千。一学年あたり七百人弱、平均して三十五人のクラスが二十もある計算だから、今どきかなりのマンモス校と言えるだろう。

　僕が在籍するのは、二年のＡ組。

　アルファベット順ではちょうど筆頭に位置するわけだけど、これは別に僕の成績がトップクラスで優秀だから、ではない。この学園のクラス分けに関しては、成績はおろか性別や志望進路にすら左右されず、完全なランダムで決定される。家柄や国籍がどうであろうと関係ないし、もちろん保護者からの口利きも受け入れられない。このあたりの徹底した公平性は、聖リリアナ学園の主たる特徴として数えられるだろう。

　そのＡ組において、僕は窓側のいちばん後ろという、絵に描いたような特等席を確保している。グラウンドで行われている体育の授業は見放題だし、教壇からは死角になりやすいから居眠りにも最適。小説業や生徒会の雑用に追われる機会が多く、もともと学業にはあまり身の入らない性た質ちの僕にとってうってつけの席だ。

　まして今現在は、朝一番の一限目。

　おまけに授業の科目は現代国語。

　曲がりなりにもプロの物書きとしてメシを食っている僕にとって、この世でもっとも集中力の途切れる時間帯であることは、これはもうやむを得ないところだろう。

　窓から差す、穏やかな春の日差しをたっぷり浴びつつ、僕はかろうじて睡魔の大侵攻を食い止とめている真っ最中だ。

「──であるからして、この場面における主人公の心情は、極めて複雑かつ微妙なものになっている。一昼夜をかけて密室を脱出できたその直後に、すでにパートナーと呼んで差し支えないほど打ち解けていた女性が、自分の母親と縁のある人物だと知ったのだ。主人公が受けた衝撃は想像に難くないだろう」

　教壇では国語教師でもあり、二年Ａ組の副担任でもある冴さえ木き静しず香か女じよ史しが、淡々と教きよう鞭べんを揮ふるっている。

　切れ長の瞳ひとみに細いフレームのメガネ、それにビシッと決まったスーツ姿が凛り々りしい女性教諭で、確か僕の担当編集である神じん野の薫かおる子こさんと同い年だったはずだ。まだキャリアは浅いながら堂々とした授業っぷりと、実は天然ボケで運動音痴だったりするギャップが持ち味で、生徒たちからの人気も高いそうである。

　なお冴木先生は、運動音痴のくせにチョーク投げの技術だけは高いらしく、居眠りを発見すると遠慮なくそのスキルを発揮するとのことだから、いささかも気を抜けない。末席ながら生徒会の一員として、また名だたるエリート校の生徒として、チョークをおでこに食らう失態だけは避けたいところだ。

「……そして物語の終盤に差し掛かるこのパートで、これまで張られていた伏線が生きてくる。すでに死に別れた自らの母親と、一昼夜を共に過ごした女性との関係、それを知った主人公が物語の最後で『がんばれ。がんばれ』と口にするシーン。『がんばれ』と他人から言われることを嫌っていた主人公が、なぜここでその言葉をあえて口にするのか。……吉よし岡おか、お前の思うところを言ってみろ」

　冴木先生の授業を頭の片隅で聞き流しつつ、もう片方の頭の隅っこをフル回転させて、僕は眠気と闘っている。まあ闘いながらノートを取るフリをしつつ、その実は小説のアイデアを練っているのだけど。

　ハイリスク＆ハイリターンかつ、エリート校にあるまじき振る舞いをしながら、僕は少しでもこの時間を有効に使おうと奮闘しているのだ。

　そうすること数十分。

　つつがなく、無事に一限目が終わった。

「──よし。今日の授業はここまで」

　チャイムが鳴る前にキリのいいところまで授業を進めた冴さえ木き先生は、教科書や資料を片付けつつ、

「何か質問のある者は？」

　先生が促うながすと、何人かの生徒が先を争うようにして教壇へ向かい、それを見た僕は毎度のことながら感心する。何が感心するって、教壇へ向かった生徒たちは別に成績優秀というわけじゃなく、むしろその逆だということだろう。この学園においては、授業についていけない者は落らく伍ごするのではなく、ああして人一倍の努力をしながら意地でも食らいついていこうとするのだ。

　一方、教壇に向かわなかった生徒たちが何をしているかと言えば、お手洗いに向かう人、あるいは友人同士で談笑する人がほとんどであり、予習や復習に時間を当てている生徒は数えるほどしかいない。授業の内容に無理なくついていける生徒については、休憩時間はきちんと休憩に当てる、というのがこの学園の流儀なのだ。全国屈指の学力を誇る高等学校でありながら、受験至上主義のガリ勉は皆無であるという、聖リリアナ学園の特色がよく出ている光景と言えるだろう。

　ちなみにかく言う僕が何をしているのか、といえば。

　二限目の世界史の用意を終えた後、自分の机で手持ちぶさたにボーッと座っているだけである。小説の仕事は内緒にしてるし、こんな人目のある中では、プロットのメモをノートに取ったりできないからね。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　いや。

　ちがうのだ。誤解されては困る。

　僕は別にこのクラスからイジメを受けてるとか、ハブにされてるとか、そういうわけじゃないんです。

　ただちょっと、ほんのちょっとだけ、クラスから浮いているという、それだけのことなんです。冷たい仕打ちを受けるのが嫌で誰だれにも話しかけないとか、あるいは煙たがられて誰にも話しかけられないとか、そういうわけじゃないんです。

　だってしょうがないよね？　僕は転校してきてまだ日も浅くて、その一方で二年Ａ組の大多数は、一年の時とそのまま同じメンバーで進級していて。だから他ほかのクラスメイトたちと僕との間に温度差があるのは当然のことで。

　おまけに僕の場合、お昼を食べる時は生徒会の同僚たちと一緒になるのが常で、クラスメイトの誰だれかと食卓を囲む機会もなかったし。

　そもそも転校したての生徒が生徒会に入るってことが、異例中の異例らしいし。

　というか入学初日から、大勢の生徒たちの前で派手な騒動を起こしているし。

　ついでに生徒会のメンバーが同じ学生寮で暮らし始めた情報も、どうやらもう広まってるようだし。

　ここまで目立つことをしちゃったら、そりゃまあ、ねえ？　ちょっとばかり浮いちゃうのは当然かな、と思うわけで。

　いや、もちろん僕だって、このままクラスの誰とも交流を持てない状況に甘んじるつもりはないし、何かと機会を見つけては誰かしらに話しかけたりもしてるんだけど。どうにも今のところ成果は芳かんばしくないというか。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　というかまあ、ぶっちゃけ分かってはいるんだけどね。僕がここまでクラスで浮いてしまった理由は──

「姫ひめの小路こうじ」

　そんなことを考えていると、いつの間にか目の前に冴さえ木き先生が立っていた。質問タイムがどうやら終わったらしい。

「どうだ。この学園には慣れてきたか」

「あ、はい。おかげさまで」

「そうか」

　頷うなずき、ぐるりと教室中を見渡す冴木先生。

　まあ『おかげさまで』と言ったものの、現状が芳しくないことはバレちゃってるはずである。我関せずの顔で、それでいて視界の端で僕と先生の様子をチラ見しているクラスメイトたちを見れば、僕が浮いてることは一目瞭りよう然ぜんだ。

「慣れてきたならそれでいい。が、何か困ったことがあれば私に言え。解決できるかどうかはともかく、相談には乗る」

「はい。ありがとうございます」

「私としても、お前の立場は理解してるつもりだ」

　じろりと僕を睨にらみつつ、先生は淡々と言う。

「転校してきたばかりというだけでなく、一家の大黒柱として家計を支え、生徒会でも仕事を任され、なおかつ学生寮では寮長も務めていると聞く。何かと苦労が多いのは想像に難くない」

「いやー。分かります？」

「分かるさ。今日もお前は寝不足のようだしな。よくよく見ればうっすらと目元に隈くまが浮いている。それに顔色もよくない」

「え。ほんとですか？」

　朝起きた時にチラッと見た限りではそうでもなかったのになあ。やっぱアレか、会長との例の一件が影響してるのかな、自覚がないところで。

「うーん、自分では気づかなかったですけど。やっぱ疲れてるんですかね」

「まあ居眠りしなかっただけマシとは思うが、無理はせんようにな。生徒に倒れられては私も困る」

「どうも、ご心配おかけします」

「お前の立場を鑑かんがみて、私もそれなりに便宜を図るつもりではいるが。健康管理はどこまでいっても最終的には個人の問題だからな、くれぐれも気をつけるよう」

「どうもです。そう言ってもらえると助かります」

「とはいえ内職はほどほどにしておけよ？　お前のことだから、まさか現代国語の能力が他ほかに劣るとも思えんが……少しでもテストの点数が奮わなければ容赦はせん」

　……あちゃー。

　なんだ、バレちゃってたのか。これはとんだご無礼をしてしまった。

「いや、ほんとすいません。次の仕事の納期も迫ってるもんで、つい……担当さんにも毎度のように迷惑かけてるし、今度こそは、みたいな感じで……」

「分かっている。いつも泣かされてるお前の担当からも、私のところに苦情が来ていることだしな」

「え？　神じん野のさんから？」

　神野薫かおる子こ、二十五歳。

　年齢に似合わぬ童顔で、ほんわり笑顔とたれ目がちの瞳ひとみがトレードマークな、僕の担当編集さんだけど──まさか冴さえ木き先生にまでクレームが回っているとは。いや、これはまずいなあ。デビュー間もないペーペーの分際で『原稿の取れない作家』みたいな評判がつくのは非常にまずい。いよいよ今回の締め切りは厳守しないと……。

「それはどうも、重ね重ね申し訳ないというか何というか。いや、面目ないです、ほんとうに」

「私に頭を下げても仕方あるまい。……まあさっきも言った通り、お前の立場は理解しているつもりだから、多少のことは目を瞑つぶる。ほどほどであれば内職に励むのもいいだろう。若いころの苦労は買ってでもしろ、と言うし、あふれるほど仕事を抱え込むのもいい。だが無理もするな」

「……なんかこう、相反するふたつのことを申しつけられてる気がするんですけど。歩きながら走れ、みたいな」

「だが、それがお前の選んだ道だろう？」

「ですよねー」

　おっしゃる通り。ぐうの音も出ない。

　いやでも、僕の背負ってる苦労のいくつかは、僕の自業自得ではない気もするんだけどなあ……まあ言い訳してもしょうがないけど。

「選んだ道であれば最後までやりとげろ。ただでさえお前は、編入試験を経ずに一芸をもってこの場にいる身だ。それだけの価値がお前にあることを、お前はここを卒業するまで証明し続けなければならん。分かるな？」

「はい。心に刻んでおきますその言葉」

「それともうひとつ」

「はい？」

「うむ。これはまあ、私からとやかく言うことではないかもしれんが──」

「やっほー！　お兄ちゃ────
 ん！」

　とその時。

　廊下の方から聞きなじんだ声が。

「毎度すいません、ちょっとお邪魔しますねみなさん」

　Ａ組の人たちに愛想よくお辞儀をしながら、秋あき子こが教室の中に入ってきて、

「お兄ちゃんお兄ちゃん。秋子です。お兄ちゃんが世界でいちばん愛している可愛かわいい妹が、今日もやって参りましたよっ」

「……ああ。また来たんだね秋子」

「はい、また来たんです。──あ、冴さえ木き先生おはようございますっ」

「……ああ。おはよう」

　無邪気にあいさつする秋子に対し、冴木先生はちょっと渋い顔をして、

「姫ひめの小路こうじ。お前のクラスは確かＢ組だったはずだが」

「はい、Ｂ組ですよっ」

「そのＢ組のお前がこのＡ組に何をしにきた？」

「はい、お兄ちゃんに会いに来ましたっ」

「……姫小路。何か用があるならともかく」

「あ、間違えました。お兄ちゃんに愛されに来ましたっ」

「…………
 」

　はあ、とため息をつきつつ、

「いいか姫小路。大した用事もないのに他ほかのクラスへ顔を出すな。双子の兄妹きようだいだからといって、いつも一緒にいなきゃいけない法はあるまい？」

「でも、お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんですから」

「……お前は生徒会の一員であり、他ほかの生徒たちに模範を示すべき立場だろう？　だったらもう少し良識や常識というものをわきまえてだな」

「それはわたしにじゃなくて、生徒会長や副会長に言ってあげた方がいいのでは？」

「まあ確かにそうなんだが」

「それにお兄ちゃんとわたしは相思相愛の間柄ですから。恋人同士がいつも一緒にいるのは当然のことだし、それが双子の兄妹きようだい同士とあればなおさらです。だからわたしが休み時間のたびにこの教室に来るのは当然のことというか、むしろわたしとお兄ちゃんがどうして別々のクラスなのか、ということの方が重大な問題です。この問題についてはいずれ理事会で審議にかけてもらって、わたしは近い将来必ず、お兄ちゃんと一緒のクラスで学園生活を送る権利を勝ち取る所存です」

「…………
 。そうか」

　鼻息も荒く力説する秋あき子こに、冴さえ木き先生はそっとため息をついて、

「お前だけが生徒会の良心だったんだがなあ。いやまあ、生徒会の運営自体は今も昔も何の問題もないんだが……」

「はい？　何かおっしゃいましたか先生？」

「いや何でもない。とにかく仲がいいのは結構だが、何事もほどほどにな」

「はいっ！　がんばります！」

「その元気のよさがまた不安……いや、いい」

　首を振りながらそう言って、冴木先生は教室を出て行った。

「さあお兄ちゃん。これでわたしたちのイチャラブな時間を邪魔する人はいなくなりました。休み時間が終わるまで、心置きなくイチャイチャしましょうねっ」

「……あのねえ秋子」

　ご主人様にエサをねだるワンコみたいな顔をする妹へ、僕はため息をつきつつ、

「お前は休み時間になるたびに僕のところへ顔を出してるけど、そういうのは止やめにしないか？　それかせめて回数を減らすとかさ」

「？　なぜです？」

「なんでって、さっきも見てたろ？　冴木先生が困った顔してたし、それにあの人だけじゃなくて他の先生方もさ」

　ついでに言うと、こうして話してる僕らに聞き耳を立てているＡ組のみなさんも──いやいや、おそらくはリリアナに籍を置くほとんど誰だれもかもが、姫ひめの小路こうじ秋子の変へん貌ぼうっぷりに困惑しているのだ。

　僕が転入してくる前までは、妹は聖リリアナ学園の中にあってすら模範的な生徒であり、その才色兼備っぷりと明るい笑顔は全校生徒のあこがれであったと聞く。

　それが今となっては、誰だれ憚はばかりなく非倫理的な趣味嗜し好こう──極度のブラコン──を公言し、まさに現在もこうしてその変態っぷりを発揮しているわけで。

　そしてもちろん秋あき子この行動は、僕がこうしてクラスから浮いている最大の原因にもなっているわけで。

「大丈夫ですお兄ちゃん。何の問題もありません」

「何の問題もないって、何がだよ」

「周りの人たちが困った顔をするのは、まだわたしとお兄ちゃんの関係に慣れていないからです。あと一ヶか月げつもすれば、きっとみなさん慣れてくれます」

「いや慣れの問題じゃないから。というか慣れちゃいけないからそれ」

「わたしはですね、むしろ中途半端だと思うんです」

「中途半端って何が」

「つまりですね、わたしがお兄ちゃんを恋愛の対象として見ていることは広く知られていますけど、その一方でお兄ちゃんはいまだにわたしに対する態度を表明していません。きっとそれがよくないと思うんです」

「いや表明してるよちゃんと。妹が恋愛の対象になるのはありえない、って」

「またまたお兄ちゃんってば、照れくさがっちゃって。知ってますか？　そうやって素直になれない人のことを、世間ではツンデレっていうんですよ？」

「いや別にツンデレのことは知ってるけどさ、お前は前提を間違えてるんだよ。そもそも僕はお前にデレてないんだって」

「あはは。お兄ちゃんって、相変わらず冗談が上う手まいですねえ」

　手をぱたぱた振りつつ、僕の発言を一笑に付す秋子。

　相変わらずタフというか鈍感というか、めげるということを知らないやつだ。

「さあお兄ちゃん。下へ手たな演技はそのあたりにして、ぼちぼち正直になりましょう」

「いや。僕はさっきからずっと素なんだけど？」

「今ここでお兄ちゃんが『愛してるよ秋子。結婚しよう』と言ってくれれば、周りのみなさんも誤解を解いてくれると思うんです」

「何だよ誤解って」

「わたしとお兄ちゃんが相思相愛のラブラブではないという、大いなる誤解です」

「それ、誤解じゃなくて百パーセント正しい理解じゃないか」

「ふふ、いいですよお兄ちゃん、ジト目で秋子を見つめてくるその感じ。いかにもツンデレっぽくて、秋子はぞくぞくしてしまいます」

「そういう言い方はやめなさい。クラスのみなさんが本当に誤解するから」

「どうせならお兄ちゃん、もっと分かりやすくツンデレしてくれませんか？」

「分かりやすくって、どうやってさ」

「そこはわたしにお任せを。ツンデレマイスターたるこのわたしにかかれば、お兄ちゃんを真のツンデレに仕立て上げるのなんて造作もないことです」

「はあ」

「さ、それじゃわたしのあとに続いて言ってみましょう。『ふんっ。秋あき子このことなんて、ぜんぜん好きじゃないんだからね！』……はい、どうぞご一緒に」

「…………
 」

「ほらほら恥ずかしがってないで。『ふんっ。秋子のことなんて、ぜんぜん好きじゃないんだからね！』……はい、どうぞ。リピート・アフター・ミー」

「『秋子のことなんて、ぜんぜん恋愛対象としてみてないよ』」

「ぐはっ!?
 　ぜんぜんツンデレっぽくない白い目で言われた!?
 　あとセリフの中身もさりげなく変えられた！」

　身もだえする妹を僕はジト目で見ながら、

「ほれ、そろそろ満足しただろ？　もう次の授業が始まるから、早く自分の教室にもどりなさい」

「むうううう
 っ！　相も変わらずつれないお兄ちゃんの態度に、秋子はたいへん傷つきました！　謝罪と賠償を要求します！」

「やだよ」

「じゃあ謝罪はけっこうですので賠償だけでも！」

「キスはしないし頭も撫なでないし、抱っこもしてあげないよ」

「むうっ!?
 　先回りしてわたしのしてほしいことをことごとく潰つぶしていくなんて！　お兄ちゃんはひどい人です！」

「あーもーいいから。ほら早く行きなさい」

「ふん、そんな態度を取れるのも今のうちです。次の休み時間こそ、お兄ちゃんにもっとツンデレっぽいセリフを言わせてみせますから」

「はいはい、分かった分かった」

「あ、でも勘違いしないでくださいよっ!?
 　わたしはお兄ちゃんのことなんて、ぜんぜん好きじゃないんですからねっ！」

　そう捨てゼリフを吐きつつ、妹はそそくさと教室を出て行った。

　あとにはため息をつく僕と、ちらちら微妙な視線を向けてくるクラスメイトたちが残される。

　……やれやれ。ほんと相変わらずだなあいつは。

　いやでも、僕の方も相手になってやりすぎなのかな？　そりゃ休み時間のたびに兄妹きようだいでこんな漫才をやってたら、変な目で見られるのも、クラスから浮くのも当たり前か。

　うん。今後はもうちょっといろいろ考えていくとしよう。うん。





同日（ＡＭ10
 ：45
 ）（同教室）









　そして迎えた次の休憩時間。

「あっきー。話があるわ」

　やってきたのは妹ではなく、金髪＆無表情がトレードマークの生徒会副会長だった（あとで聞いたところ、妹の次の授業は体育であったらしい。そりゃまあさすがに遊びに来る暇はないよな）。

「ええと。話って何？　那な須す原はらさん」

「この学園へ至るルートの途中に、伊い藤とう商しよう店てんというお店があるのだけど。そのお店はお菓子やお弁当、ちょっとした文房具までそろっている、リリアナの生徒たちがよく使う古い雑貨店なのよ。で、そこを切り盛りしている夫婦というのが、毎日のように口げんかをしているのだけど。どうやら彼らは今日もいつものように言い争いをしていたらしいわ。この件についてあっきーはどう思うか、率直な意見を聞かせて頂ちよう戴だい」

「……けんかは良くないな、って率直に思うよ」

「そうね。けんかは良くないわ」

「もっと言うと、ものすごくどうでもいい話題だな、って率直に思うよ」

「まあ何てことを言うのかしら。リリアナ学園で今もっともホットな話題を持ち込んできたわたくしに対して、あまりにも感謝と尊敬の気持ちに欠ける態度だわ」

「いやー。だって、ほんとにどうでもいい話だったからさ。ジャマイカの外務大臣の浮気が奥さんにバレてけんかになった、って話と同じぐらいのレベルで」

「そんな事実があったのかしら」

「いやたとえ話だけど。そのくらい君の話はどうでもよかった、ってこと」

「あなたにとってどうでもいい話でも、当人たちにとっては深刻な問題でしょう」

「いや、そりゃそうだけどさー」

「ちなみにその伊藤商店の奥さん。今回ばかりはとうとう堪忍袋の緒が切れたらしくて、店の実印と有り金すべてを持ち去って行方をくらましたそうよ」

「あれ？　それはけっこう大おお事ごとだね」

「で、それを知った旦だん那なさんの方も頭にきてしまったみたいで、店と土地の権利証を持ち去って、こちらもどこかへ行方をくらませたとか何とか」

「……それってもう、裁判沙ざ汰たは避けられない状態まできちゃってるよね」

「おまけにその夫婦には、まだ幼稚園に上がったばかりの子供がいたのだけど。その子供は今、ひとりで店に取り残されているそうよ。両親はどちらも養育権を放棄したみたいだし、身寄りらしい身寄りも他ほかにいないみたいね」

「それはほんとに大おお事ごとだな！」

　大丈夫なのかその状態!?


　警察とか児童相談所とかはちゃんと動いてるんだろうな!?


「ええと、それでその子はどうなっちゃったの？　これから先ちゃんとひとりで生きていけそうなの？」

「さあ。どうなのかしら」

「どうなのかしらって、その先は知らないの君？」

「いいえ。知ってるわ」

「知ってるなら教えてよ」

「気になる？」

「気になるよそりゃ。そんな話を中途半端に聞かされたら」

「そう。じゃあ今後はこのわたくしに絶対的な忠誠を誓い、決して逆らわないと約束するなら、まあ教えてあげなくもないわ」

「……ゴシップ話を教えてもらう見返りとしては、ちょっと高すぎるんじゃない？　それって」

「もしくはわたくしと正式に婚約してくれるというなら、考えてあげなくもないわ」

「それ、むしろ条件がキツくなってるけど」

「相変わらず注文の多い男ね。分かったわ、だったらあなたがわたくしの性的な奴隷になってくれるということで手を打ちましょう」

「うんごめん。同意するのは無理です」

「譲歩できるのはここまでよ。これ以上はわたくしも譲れないわ」

「え？　今の交渉のどのへんに譲歩があったの……？」

「とまあ、そんな話はどうでもよくて」

　僕の控えめな抗議を聞き入れた様子もなく、那な須す原はらさんは僕の前の席に腰を下ろした。

　ひどく自然な流れでそうしてるけど、もちろんそこは彼女の席ではなく、僕のクラスメイトの某なにがしさんの席である。

「ご機嫌はいかがかしら？　あっきー」

「いやまあ普通だけど。というか、そっちの方がよっぽど『どうでもいい話』のような気がするよ？」

「大して関かかわりもないゴシップ話よりも、あなたのコンディションを把握しておくことの方がぜんぜん大事だわ」

「……なんか、さっきまでと言ってることが逆な気がするんだけど」

「それにしても今日はいい天気ね」

　と言って目線を窓の外に向け、さらに話題を変える那須原さんだった。

　ちなみに今日の天気は曇りのち雨。降水確率六十パーセント、見間違うことなき曇天模様である。

「こんな天気のいい日は、どこかへピクニックでも行きたくなるわね」

「あくまでいい天気と言い張るか……まあいいや、じゃあそういうことにしておくとして。うんそうだね、確かにピクニックもいいかもね。桜の季節も終わってぼちぼち暖かくなってきたし、なかなかタイムリーなイベントだよね」

「じゃ、さっそく行きましょうか」

「え？」

「ピクニック。タイムリーなイベントなのでしょう？」

「いやいやいや。無む茶ちや言わないでよ。まだ学校があるでしょ」

　確かに僕はそこまで優等生な方じゃないけど、学校をエスケープしてどこかへ遊びに行くほどロックンロールな人間じゃない。というかそれ以前に、今日の天気はこれから下り坂である。

「あっきーはそう言うけれど、『思い立ったが吉日』という言葉もあるわ。また『ひょうたんから駒こま』という言葉もある通り、物事はえてして何気なく口にした言葉が現実になるものなのよ」

「いや、そりゃそうかもだけど。それにしたって学校をサボって行くのはどうかと思うよ。僕らは一応、生徒会のメンバーでもあるわけだし、その僕らが率先してそういうのはちょっと、ねえ？」

[image: ]


「あなたは『大事の前の小事』という言葉を知らないのかしら」

「いや知ってるけどさ。でもそれって、学校をサボってピクニックに行く時に使う言葉じゃないよね？　というかほら、周りを見てみ？　僕らがこうして話してるのを、クラスのみなさんが聞いてるわけだし。あまりそういうこと言うのはどうかと思うな」

「ちなみに『嘘うそから出た真実まこと』という言葉もあるわね」

「だめじゃんそれ！」

　ピクニックの話も行き当たりばったりで口にしてる、ってことじゃないか。

　というか彼女、何か話題がありげな様子でここにやってきたけど、さては大した話のネタを持ち合わせてないんじゃ？

「きっかけなんてどうでもいいのよ」

　白い目をする僕に動じた風もなく、那な須す原はらさんは相変わらずの無表情で、

「この流れでピクニックに行かないなんて、もはや天地がひっくり返ってもありえないことだわ。大人しく観念して今すぐピクニックに出かけなさい」

「……なんかもう、かなり強引な論理になってきたなあ」

「そうね。ちょっと説得するのが面倒になってきたから」

「面倒になったなら大人しく諦あきらめればいいのに」

「そういうわけにはいかないわ。こういう話の流れになった原因の半分は、あっきーにあるのだから。男ならきちんとその責任を取るべきよ」

「いやあ……どう考えても百パーセント君に原因があると思うけどな」

「ピクニックに行ってくれないと、あなたには死んでもらうことになるわ」

「いきなり脅迫!?
 」

　相変わらず突拍子もない子である。

　まるで『お菓子を買ってくれなきゃ死刑！』とか言い出す子供みたいだ。

「だって、説得するのが面倒になったんだもの」

「面倒だからって、そういう物騒なこと言うのはやめてよ……君の無表情で言われると、けっこう怖いものがあるんだからさ」

「じゃあピクニックに行ってくれないなら、あなたの持っているすべての教科書に落書きをするわよ」

「一転してスケールが小さくなったなあ」

「歴史の教科書に載っている偉い人の写真には、例外なくおでこに『肉』の字を書くわ」

「スケールが小さい上にけっこうベタだよね」

「じゃあこうしましょう。あなたの持っているすべての教科書に、あなたの名前を書くわ。フルネームで」

「教科書をなくした時、すぐに見つかりそうだよね」

　それはむしろ親切というべきだろう。僕は教科書に名前を書かない派だし。

　ちなみに僕の妹は、自分の持ち物にはなんでも名前を書く派。

「とにかく、行かないと言ったら行かないよ。僕はまだこの学園に転校してきたばかりだし、何かと肩身が狭い身なんだから。ほら見てよ、こうして僕らが意味のない話をしてるのを、教室の人たちがみんな変な目で見てるでしょ？　これだって、僕にとっちゃけっこう痛いことなんだからさ」

「そう。どうあってもわたくしとピクニックに行くのは嫌だと言うのね」

「どうあっても、とまでは言わないけど。学校をサボって行くのは絶対だめ」

「べ、別にわたくしだって、あなたと一緒にピクニックへ行きたいわけじゃないんだからねっ!?
 」

「のわっ!?
 　ちょっと、いきなり感情豊かな大声を出さないでよ、普段の君のキャラから離れすぎてて急にはついていけないよ」

「べ、別にわたくしだって、あなたと一緒にピクニックへ行きたいわけじゃないんだからねっ!?
 」

「いや、同じこと二度言わなくていいから。ていうか、行きたくないなら別にいいじゃん。何の問題もないじゃん」

「分かってないわねあっきー。これはいわゆるツンデレというものよ」

「はあ。ツンデレっすか」

「そうよ。本当はピクニックに行きたくてたまらないのに、その気持ちを素直に表現できない。そんなキャラを演じてみたわ」

「はあ」

　ていうかタイムリーだな。秋あき子こも何か似たようなことやってたし。

　ひょっとして生徒会のメンバーの中で密ひそかなブームなのか？　ツンデレ。

「自分の感情に素直になれない人間って、思ったよりたくさんいるものなのよ」

　と那な須す原はらさんは言う。

「自分の主張を前面に押し出すのが苦手で、周りの空気を必要以上に読んでしまう──そんな国民性をもっている日本人にとって、ツンデレは一種の国民病とでもいうべきものなのだわ」

「そこまで大げさな話じゃないと思うけどなあ……」

「そして病気の人がいるのであれば、周りの人がその病気を理解し、助けてあげるのが優しさというものよ。ツンデレな人についてもそれは同じ。なのであっきーは、もっとツンデレというものについて理解すべきだと思うわ」

「うーんそうかな？　まあできるだけ努力してみるけど」

「ちなみにわたくしは、あなたの妹のことがぜんぜん好きではないわ」

「うん。それがツンデレじゃないことは僕にも分かる」

「わ、わたくしは別に、あなたの妹のことなんてぜんぜん好きじゃないんだからねっ!?
 」

「うん。ツンデレ風に言い直してもぜんぜん好意が感じられないね」

「ちなみにわたくしは、ぎんぎんのことを本当に可愛かわいいと思ってるわ」

「うん。それは端から見てても分かる」

「わ、わたくしはぎんぎんの頭を撫なでたいと思ってるし、いつも地味めな服ばかり着てるからもっと可愛い服を着てもらいたいと思ってるし、たまには夜中にふたりでパジャマパーティーとかするのもいいな、とか思ってるわよっ!?
 」

「それ、欲望がだだ漏れになってるだけじゃん」

「ちなみにわたくしは、生徒会長のことを心の底から尊敬しているわ」

「それ、単に心にもないこと言ってるだけでしょ」

「せ、生徒会長のことなんて、本当に心の底から最低だと思ってるんだからねっ!?
 」

「うん。ただの本音だよねそれ」

　次から次へとネタを振ってくる那な須す原はらさんと、それにいちいち反応する僕。

　というか、付き合う僕も人がいいというか何というか……これが僕じゃなくて生徒会長だったら適当にあしらってるだろうし、銀ぎん兵べ衛えだったらさっさと逃げ出してるところだろう。秋あき子こにはまあ……那須原さんはそもそもこんな話をしたりしないか。

「ふう。まあこんなところね」

　そんな風に僕が内心呆あきれていると、那須原さんは何やら満足げに頷うなずいて、

「いいわ。オーディションは合格よ」

「へ？　何の話？」

「わたくしとあなたが結成する、新コンビのオーディションよ」

「コンビ結成？　いや、ぜんぜん話が見えないんだけど」

「わたくしは今日、あなたに対してしつこいほどの無む茶ちやぶりをしたわ。でもそれらはすべて、あなたの突っ込みのセンスを確認するための壮大な伏線だったということを、ここに告白するわ」

「え？　君の無茶ぶりがメーター振り切れてるのは、割といつものことじゃない？」

「ねえあっきー。わたくし考えたのよ」

　僕の指摘を意に介さず、那須原さんはしきりに頷いて、

「あなたのお笑いセンスをわたくしが認めていたことは知っているわね？」

「うんまあ。そういう発言はあったね確かに」

「そこでわたくしは、あなたを上方漫才協会に紹介しようと思ったのだけど、あなたはあまり乗り気じゃなさそうだったわ」

「うんまあ。お笑いで食べていく気はないからね」

　そもそもにおいて、紹介うんぬんの話自体が彼女のネタだと思っていた。

　那な須す原はら重工のご令嬢と、上方漫才協会。普通に考えれば接点のない取り合わせだもんな。

「だけどわたくしは思うのよ。あなたほどの才能をこのまま埋もれさせておくのはあまりにも惜しい。どうにかしてあなたの才能を世界に知らしめたい……そのためにはどうすればいいのか、わたくしは来る日も来る日も考えていたわ」

「いや、褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど。買いかぶりじゃないかな、それって」

「買いかぶりではないわ」

「そうかなあ？」

「そうよ。あなたには才能があるわ。間違いなく」

「うーん……できればさ、もうちょっと具体的に教えてくれると助かるんだけど。僕のどのあたりに才能を感じるのか」

「わたくしがあると言ったらあるのよ。とにかくそういうことにしておかないと話が進まないから、そういうことにしておいて頂ちよう戴だい」

　うわ。

　投げちゃったよこの子。

「とにかくそういうわけで、わたくしはいろいろ考えた末、ひとつの結論に達したわ。あなたをピン芸人として売り出すのではなく、わたくしとコンビを組むことでお互いの才能を磨き合うべきだと。そういう話であれば、きっとあなたは喜んで話を受けてくれるでしょうし」

「……素朴な疑問なんだけど、なんで君とコンビを組む条件であれば、僕がお笑い芸人の道を目指すと思ったの？」

「そんなの決まってるわ。わたくしほどの才能とコンビを組むというのは、少しでもお笑いを理解する人間にとって、極めて魅力的な提案よ。この条件であなたが断るなんてことはありえないわ」

「ちなみに僕は、君にそこまでの才能があるとは思ってないけど？」

「失礼ね。息の根を止とめるわよ」

「……今日の君は沸点が低いなあ」

　まったく表情を変えずに言うから、冗談が冗談に聞こえないし。

「とにかくそういうわけで、今からわたくしとあなたでコンビ結成よ」

「そんなまた強引な……」

「コンビの名前も考えてあるわ。『アナとあっきー』でどうかしら」

「そのネーミングセンスはさすがにひどくない？」

　ぜんぜん語ご呂ろも良くないし、これといって上う手まく言えてるわけでもないし。そんなんでよくお笑い業界を目指すなんて言えるもんだ。

「まあコンビの名前については、あっきーにもいろいろ考えがあるでしょうから。その意見を聞いてからでも決めるのは遅くないと思うわ」

「いや、別に何もアイデアはないけどね？　というかそもそもコンビを組むことに納得もしてないけどね？」

「じゃ、そろそろ行くわ」

　僕の苦情を聞こえないフリして流しつつ、那な須す原はらさんは立ち上がって、

「あなたとわたくしの才能をもってすれば、関西お笑い界をふたりで牛ぎゆう耳じることも可能だわ。これからお互いに頑張っていきましょう」

「……なんかもう、いちいち否定するのが面倒になってきたよ」

「あ。ところでピクニックに行くのは来週の週末でいいかしら」

「まだ引っ張ってたんかいその話!?
 　というか、僕のオーディションをするためのネタ振りじゃなかったのかそれは！」

「ふふ。いい反応ね」

　思わず席を立って突っ込んでしまった僕に、那須原さんはうっすら笑って、

「それでこそわたくしが見込んだ男だわ。その突っ込みを磨いていけば、わたくしたちがお茶の間を席せつ巻けんする日もそう遠くないでしょう」

「……あーいや。今のはそういうつもりじゃなくて」

「無理をして自分の本当の姿を隠すことはないわ。あなたの身体からだに刻み込まれたＤＮＡは、明らかにお笑いを求めている……わたくしにはそれが分かるのよ。あなたは生まれついての突っ込み気き質しつであり、その運命から逃れることなどできないのだと」

「むう……っ」

　そんなわけないだろ、とは思いつつも、彼女の思惑どおりの反応をしてしまった以上は反論しづらい。

　うーん。意外と那須原さんの手のひらの上で踊っちゃってるのかな？　僕。

「さて。それじゃ今度こそ行くわ」

　と言って、那須原さんはふたたび踵きびすを返す。

　と思ったらまたこちらを振り返って、

「ところでちょっと聞きたいのだけど」

「……まだ何かあるの？」

「わたくしの名前って、何と言ったかしら」

「え？　那須原さんでしょ？　那須原アナスタシア」

「わたくしのことはアナと呼んでほしいと、何度も何度も涙ながらにお願いしてるにもかかわらず、未いまだにあなたは聞き入れてくれないのかしら。いい加減にしておかないと、あなたの下着をすべてトランクスからブリーフに取り替えるわよ」

「……僕はトランクス派だけど、ブリーフもいけない口じゃないから。そのくらいならまあ、別にいいけどさ」

「そのブリーフに使う布地はすべて、わたくしの下着のお古をリサイクルするけど」

「それはかなり止やめてほしいかな！」

　そんなことされたら、なんかずっと股こ間かんがモゾモゾしそうじゃないか。僕だって一応、思春期の男子高校生なので。

「ふふ、まずまずのリアクションだったわ。今のままでも決して悪くはないけど……もうひとつ上に行くためには突っ込みの技術だけでなく、もっとシンプルに感情へ訴えかけるノウハウも学んでおくことね」

　そう言って那な須す原はらさんは満足げに頷うなずき、今度こそ本当に教室を出ていく。

　ほんと、相変わらずやりたい放題の彼女だった。

　でもってこういう出来事が積み重なっていくごとに、クラスにおける僕がよりいっそう浮いてしまうことは言うまでもない。





　それと後日談。

　那須原さんがネタ振りとして話題に出した、雑貨店の件。

　あとで調べてみたところ、両親に見捨てられてひとり家に残された子供というのが、どうやらとてもできた子であるらしく。幼いながら自力でツテをいろいろ辿たどって両親を捜し当て、連れ戻して仲直りさせ、さらには養育義務を放棄しようとしたことに対して土下座させたそうで。

　子は親を見て育つ、というけれど、必ずしも親に似るわけじゃないんだよな──と思いつつ、グッドエンドかどうかはともかくバッドエンドにはならなくてよかった、とホッとした次第である。





同日（ＡＭ11
 ：45
 ）（同教室）









　で、そのまた次の休憩時間。

「やあ秋あき人と。元気そうだね」

　僕のクラスに顔を出したのは、銀髪に緑色の目をした親友だった。

「忙しいところすまないが、少し時間いいかな？」

「ああ、うん。いいよもちろん。うん」

「いいよ、と言う割には何だか微妙な顔をしてるように見えるね。何なら出直してきても構わないんだけど」

「あーいや。ひょっとして君もツンデレたりするのかな、と思ってさ」

「？　何の話だい？」

「いやいやこっちの話だよ。それで？　今日はどうしたの？」

「うん。秋人にこれを渡したくてね」

　と言って、銀ぎん兵べ衛えはきれいにラッピングされた包みを取り出した。

「今日は調理実習でクッキーを作ったんだ。受け取ってくれるかい？」

「お、そうなの？　そりゃもちろん喜んで」

「ありがとう。それじゃさっそく味見してもらってもいいかい？　できるだけ早いうちに感想を聞いておきたいのでね」

　というわけで場所を移動。

　教室を出て、自販機とベンチが並ぶ休憩スペースに向かう。

　生徒たちの息抜きの場として利用されているこの場所は、リリアナ学園でも指折りの人口密度を誇っている。授業の合間の短い休憩時間ながら、今もまた大勢の生徒たちでごった返していた。

「ささ、早く開けてごらん」

　適当なベンチに腰かけ、銀兵衛に促うながされて包みを開けると、こんがり焼けたバターや砂糖の甘い香りが漂ってくる。

「おおー。これはかなり出来がいいんじゃない？」

「ふふ、僕もそう思うよ。もちろん見た目だけじゃなく味も保証付きだ」

「自信満々だねえ。そんじゃいただきまーす」

　ハート型に切り抜かれたクッキーをつまみ、ひょいと口に入れる。

「どうだい？」

「うん。こりゃうまい」

　バターをしっかり練り込んだ、やや柔らかめの生地。

　焼き上げ具合もちょうどいいし、甘さが控えめなあたりも僕好み。焼き立てゆえにまだ冷え切っていないあたりも、市販のクッキーなどと違って手作りの温かみに満ちているというか。

　これはあれだな、いくらでも食べちゃえる系の味だな。

「ふふ。気に入ってもらえて何よりだよ」

　銀ぎん兵べ衛えは満足げに笑って、

「秋あき人との味の好みはしっかり把握してるからね。君が喜ぶようなクッキーを作ることなんてお手のものさ。何せ僕は君の親友であり、六年もの長きにわたる付き合いなんだから」

「うん、そうだね。……というか、何で『親友』とか『六年』のあたりを妙に強調して言ったの？」

「気のせいだろう。僕と君との間にある絆きずなは、とうの昔に確固たるものになっている。今になってことさら君との親密さをアピールする必要がどこにあるんだい？」

「ふむ、それもそうか。いや、それにしても美お味いしいねこれ」

「どんどん食べてくれたまえ。もとよりそれは君のために作ったものなんだから」

「そう？　じゃあ遠慮なく」

　許可を得て、僕はさらに二個三個とクッキーをつまんでいく。

　もぐもぐ。
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　もぐもぐもぐ。

　物を食べてる時は口数の減る傾向がある僕だから、ついつい無言の時間が長くなってしまうのだけど。この友人といっしょに居る時はそれがぜんぜん気にならない。

　もし仮に、彼女と同じクラスになれていたなら。いま僕が味わっているクラスからの浮きっぷりも、ほとんど無視できるレベルになってたんじゃないかと思う。

「そういやギン」

「ん？　なんだい？」

「君も僕といっしょで、この学園に転校してきたばかりだけど。ちゃんと上う手まくやれてるの？」

「上手くやれてる、というのは？」

「つまりまあ、クラスに馴な染じめてるのかどうか、ってことなんだけどさ」

「僕の方は特に問題ないさ、おしなべてクラスの人たちは親切だし。もっとも転校してきて日が浅いから、友人と呼べるほど仲のいい人はまだいないけどね。それもまあ時間の問題だろう」

「そっか。うん、それならいいんだけどさ」

「むしろどうやら僕は、クラスの中でちょっと特別あつかいされているようだよ」

「あー。まあそうだよなー」

　北ほく欧おう系けいの髪と目の色で、見た目の年齢は小学生なみ。

　その上しゃべり方が男の子みたいとくれば、注目を集めるのは当然である。実際彼女と僕が通っていた高校でも、猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみという少女は一種別格だった。理知的な振る舞いや、その家柄の良さとも相まって、彼女はちょっとしたアイドルみたいな立ち位置にあったのである。当人はそのことを迷惑がっていたけど。

「ああそうそう。生徒会に入ってる、というのも大きいかな。僕が比較的すんなりクラスに馴染めたのは」

「え。そうなの？」

「うん。この学園ではどうやら、生徒会に籍を置くのは特別なことであるらしいよ。何の実績も経験もない僕が生徒会に入ったことは、反発をもって受け止とめられるんじゃないかと思ってたんだけど……まったくそんなことはなかったね。同い年の僕に対して、むしろクラスの人たちはある種の尊敬をもって接してくれてる」

「なんと。そうだったのか」

　いや、確かにこの学園の生徒会が特別なのは知ってたけど。なんせ生徒会長を筆頭に大概な面子めんつばかり揃そろってるから、どうしてもそういうイメージに結びつかないというか何というか。

「まあ秋あき人とが抱いているであろう感想を、僕も抱いているけどね。僕らが生徒会に入った成り行きも、ずいぶんいい加減なものだったし」

「だよなあ。選挙で票をもらったわけでもないしね」

「どうやら理由の如何いかんを問わず、生徒会に所属していることそれ自体が重要な価値を持つらしいよ。これは生徒会という組織がよほどの信頼を得ている証拠だろうね」

　ふうむ。

　そう言われてもいまいち実感が湧わかない。生徒会においては、僕に任されてる仕事なんて無いに等しいし。

　……ん？

　というか待てよ？

　この僕、姫ひめの小路こうじ秋あき人ともまた生徒会の一員なわけで。

　なのに、同じ生徒会に所属する銀ぎん兵べ衛えはクラスに溶け込んでいて、一方の僕はクラスから浮いているというこの状況は一体？

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　うん。

　まあ当然の話だよね。銀兵衛は生徒会会計で、僕は生徒会書記代理副補佐で、なんせ生徒会におけるランクが違うもんね、ランクが。コミュニケーション能力とか人望とか、そういうのは関係ないよね、うん。

「ところで秋人」

「ん？　なに？」

「そんな話を持ち出すということはつまり、君は今のクラスに馴な染じめてないということだね？」

「あー……うん、まあ。分かる？」

「分かるさ。なにせ六年の付き合いになる親友なんだから。……しかしそうか、馴染めていないのか」

「ま、いいんだけどね。幸いにして僕には銀兵衛がいてくれてるし。秋あき子こや那な須す原はらさん、それに生徒会長もいるし」

「ひょっとしていじめられているのかい？」

「いやあ、さすがにそれはないと思うなあ。無視されてるってわけじゃないし、下げ駄た箱ばこから靴がなくなったりもしないし」

「ふむ。じゃ一体どんな理由があるんだろうね。秋人のコミュニケーション能力は、そこまで低いものじゃないはずなんだけど……」

　小首を傾かしげて考え込む銀兵衛だけど、聡そう明めいで頭の回転の速い彼女でも気づかないことはあるみたいだ。

　もちろん僕もわざわざ口にするつもりはない。銀ぎん兵べ衛えをはじめとする生徒会のメンバーがひっきりなしに訪ねてくるから、余計にクラスメイトと交流を持つ機会も減るし、なんとなく遠慮されたり敬遠されてしまうのだ──なんてことは。親しい人が訪ねてきてくれるのはとても嬉うれしいことだしね。

　いや、しかしどうしたものかな。

　コミュニティというものは、いったん入りそびれてしまうと、その後もずるずると入るタイミングを失ってしまうもので。今後も僕は、割と友達の少ない学校生活を送ることになってしまいそうである。仕事に時間を取られてしまうというのもあるし……いやはや、今後の学園生活が灰色にならないことを祈るばかりだ。

「いずれにしても秋あき人との現状を黙って見ているわけにはいかないね。分かった、ここは僕が一肌脱ごう」

「え？　どういうこと？」

「つまり秋人がクラスに馴な染じめるべく、僕が力を貸そうということさ」

「銀兵衛が？　いや、いいよ別に。そんな気を使ってくれなくても」

「遠慮しないでくれたまえ。親友が良くない状況に陥っているのに助けてやらないなんて、そんな薄情なこと僕はしたくない」

「大丈夫だよそんな心配しなくたって、こんなのは時間の問題なんだからさ。銀兵衛だって言ってくれただろう？　僕は決してコミュニケーション能力が低い方じゃないんだから、ちゃんと何とかするって」

「どうしてそんな意地を張るんだい？」

　銀兵衛は少しほっぺたを膨らませて、

「クラスに馴染めないことがなんとなく気恥ずかしい、それは理解できるさ。僕だってこんな見た目としゃべり方をしてるからね、似たような経験がないわけじゃない。だからこそ分かるんだよ、こういうのは決して時間の問題ではない、ということが。秋人、君は自分がいま置かれている状況をもっと重く受け止とめるべきだよ。そして僕と力を合わせて状況を打開すべく、最大限の努力をするべきだ」

「大げさだなあ。大丈夫だって、君が思ってるほど深刻な状況じゃないんだから。僕だってなるべくクラスの人たちに話しかけるようにしてるし、時間の問題だよ本当」

「不可解だね。そして不可解である上に不愉快だ。僕は君の力になりたいと思ってるだけなのに、なぜそれを嫌がるんだい？」

　まずいなあ、と僕は思う。

　どうやら銀兵衛のやつ、持ち前の頑固さが顔を出してきたようだ。こうなるとなかなか収まらないんだよな、彼女って。

「これは重大な問題だよ。僕と君との間にある友情の、根幹に関かかわる問題だ。秋あき人と、君は僕のことを信頼してくれないのかい？」

「まさか。信頼してるよもちろん」

「本当に？」

「疑うたぐり深ぶかいなあ。僕と銀ぎん兵べ衛えとのこれまでの関係を考えたら、そんなの当たり前じゃないか。考えるまでもないよ」

「だったら僕の提案を受け入れたまえ」

「それとこれとは話が別だろ」

「まだそんな水くさいことを言うのかい？　ひょっとして君、何か僕に隠し事をしてるんじゃないだろうね？」

「何だよ隠し事って。してないよそんなの別に」

　これはまあ半分うそだけど、彼女に明かすつもりはない。

　銀兵衛をはじめとする親しい人たちが訪ねてきてくれるのは、僕にとって歓迎すべきことなのだ。たとえその結果クラスから浮くことになったとしても。

「いつも言ってるけど秋人、君の悪い癖だよ」

「悪い癖って、何がさ」

「何でもかんでもひとりでやりたがること、そしてそれを周りに隠したがることさ。実際に僕は、君のその悪い癖によって被害を受けたばかりだからね。君が黙って僕の元を去ったと知った時、僕がどんな気持ちになったか」

「あ～……うん。ごめん。それは本当に」

「ふん。今さら謝ったって遅いよ。とにかく僕としては、またあの二の舞になるのはごめんなんだ。もし秋人が僕に何か隠し事をしてるなら、何としてでもそれを聞き出させてもらうよ」

「いや、だから別に隠し事をしてるわけじゃないんだって。……ていうか、黙って転校した件については、もう水に流してくれたんじゃなかったっけ？」

「うるさい黙れ。この頑固者め」

「むっ。君には言われたくないよその言葉は」

「ふん、頑固者に頑固者と言って何が悪い。僕はいまだかつて、秋人ほど頑固で意固地で曲がらない男を見たことがないよ。確かに君のその性格は有利に働くこともあるけれど、悪い方に働くことはその何倍もあるんだから」

「銀兵衛、君はいま鏡に向かってそのセリフを吐いてるのか？　君の言葉はまったくもって、僕がそのまま君に言ってやりたい言葉だよ。君だって大人しく折れておけばいいところを、変に意固地になって失敗することが何度もあっただろ」

「いいんだよ、僕の頑固さは見た目通りだから。それに引き替え秋人の頑固さはよくない。君はパッと見の印象は物腰やわらかかったりするから、なおさら始末に悪いのさ。それに騙だまされて泣かされる人間のなんと多いことか」

「そんなのほとんど言いがかりじゃないか。見た目にまで口を出し始めたらあとは何でもアリになっちゃうだろ」

「僕はただ事実をそのまま言ってるだけだ。言いがかりじゃないか、と言うことこそ言いがかりだよ。そもそも秋あき人と、君という男は──」

　と。

　そこで銀ぎん兵べ衛えは口をつぐむ。

「ん？　どうした？」

「…………
 」

　だけでなく、顔をうつむけて縮こまり、白いほっぺたが見る間に赤くなっていく。

「……？」

　どうしたのかな、と不思議に思ってると、ほどなくして理由が判明した。

　ここは学園内で最も人口密度の高い場所。おまけに今は休憩時間であり、多くの生徒がひっきりなしに出入りしている真っ最中で。

　そんな中、僕たち二人はいつの間にか、ばっちり注目の的になってしまっていた。

　おまけに、





『なに？　あそこの二人。なにか揉もめ事ごと？』

『あれだよね、二年の転校生だよね』

『へえ？　いきなり生徒会に入ったっていう？』

『揉め事っていうか、痴話ゲンカ？』

『なんだ。あの二人って付き合ってたのか』

『そりゃそうだろ。わざわざ京都から追っかけてきたとか聞いたし』

『というか痴話ゲンカっていうより、むしろ夫婦ゲンカ？』





　よくよく耳を澄ませてみると、そんな囁ささやき声があちこちから聞こえていたり。

「あ～……なんか目立っちゃってるね、僕ら」

「……秋人が悪い」

「いや人のせいにするなよ、銀兵衛だって悪いだろ？　というかむしろ銀兵衛の方が悪いだろ今のは」

「そんなことはない。ケンカの原因は秋人にあるんだから、秋人により多くの責任があることは自明の理だよ」

「そんなわけあるか。そもそも突っ掛かってきたのは銀兵衛の方だろ」

　やれやれ。

　しかしまあ、ただでさえ僕らは目立つ立場なのに、これでいよいよ悪目立ちしちゃいそうだよな。出る杭くいは打たれるの法則にしたがって、できるだけ大人しく過ごしていきたいと思ってたんだけど……完全に真逆の状況になっちゃったな、こりゃ。

「──ま、責任の擦なすり付け合いをしててもしょうがないか」

「……だね。その点については僕も同意するよ」

　現実を受け入れた僕に、銀ぎん兵べ衛えも苦笑混じりに頷うなずいてくれる。

「こんな人目のあるところで口論を始めてしまった、これは僕たち二人の落ち度だ。失敗の教訓は今後に生かすとしよう」

「だよなあ。あらぬ誤解を受けてしまうのも、あの流れじゃ自業自得だし。今回のことは、僕と銀兵衛がお互いに責任を持つ、ってことで。まあ人のウワサも七十五日っていうし、放っておいても誤解は解けると思うけどさ」

「うんまあ。僕としては、その誤解については強いて解く必要もないというかなんというか。そういう扱いをされることを、別に不愉快に思ってるわけじゃないのだけどね、うん僕としては」

「ん？　どういうこと？」

「い、いや何でもないよ。今の発言は忘れてくれたまえ」

「なに言ってんだよ。二人で責任を持つ、って言ったばかりだろ？　そういうのもちゃんと話してくれよ」

「いや言わない。今のは僕らしからぬ失言だった。ゆえに万難を排して、全身全霊をもって、君は忘れるべきだ」

「それはちょっとあんまりじゃないか？　僕と君は親友同士なんだろ？　水臭いのはよくない、ってこともさっき言ってたじゃないか」

「どうして君はこういう時に限って深く突っ込んでくるんだ。とにかく僕は言わないと言ったら言わない。この話はもうこれで終わりだ」

「いいやそんな身勝手は許されないね。そもそも銀兵衛、君というやつはそういうところがあるから良くないんだよ。僕のことを秘密主義だとか何とか言うけど、君だってけっこうなものじゃんか。話の途中で勝手にひとりで納得して、僕を置いてけぼりにすることもしょっちゅうだし」

「うるさいなこの鈍感男め。君のそういうデリカシーのないところに僕はいつだって迷惑して──」

　と。

　そこで再びうつむいてしまう銀兵衛。

　気づけば、さっきよりも大勢の生徒たちから注目されてしまっていた。

　おまけにそこかしこから生暖かい視線を向けられて、ところによってはくすくすと笑い声まで漏れてくる始末。

「……秋あき人と。君のせいでまた誤解を受けてしまったようだ」

「おいおいまた僕のせいか？　そりゃあんまりだよ、さっきのきっかけはどうみても銀ぎん兵べ衛えだったじゃないか。僕にも責任がないとは言わないけど、ここはお互いに責任を分け合うのが筋ってもんだろ？　一方的に僕をどうこう言うのは明らかに筋違いだし、ちょっと横暴がすぎるってもんだよ」

「…………
 。えい」

「うわ痛っ!?
 　すねを蹴けるなよ、すねを！」

「うるさい黙れ。そんな正論なんか聞きたくないんだ僕は」

「正論を言っちゃいけないなら、いったい何を言えばいいんだよ」

「ああもう、とにかくこの話はこれでお終しまいだ。そろそろ授業が始まるから、僕はもう行かせてもらうよ」

　ぷりぷり怒りながら一方的に会話を打ち切ると、銀兵衛はベンチを立って踵きびすを返し、

「待てよギン」

「なんだい？　この話はもうお終いだと言っただろう？」

「クッキーありがとう。美お味いしかった。また作ることがあったら、ぜひ食べさせてほしいな」

「…………
 」

　足早に立ち去りかけていた親友が、その言葉で立ち止どまる。

「……そうかい。それはどうも」

「また食べさせてくれる？」

「まあ、また作る機会があれば、ね。考えておくよ」

「そっか。うん、楽しみにしてるよ」

「それと秋人」

「ん？」

　そう言って銀兵衛はこちらを振り返り、少しくちびるを尖とがらせて、

「君のそういう抜かりのないところが、僕は好きだけど嫌いだよ」

「はは……まあいいじゃんか。仲直りは早いに越したことないんだし、君と気まずい関係でいるのは精神的にキツいし」

「ふん。こういう時だけ素直なんだな秋人は。まったくもって気に入らない」

　憎まれ口を叩たたきつつ『あっかんべー』をして、親友は小走りに駆け去っていく。

　やれやれ。

　まあ一応は機嫌を直してくれたかな？

　基本的にはクールなくせに、けっこうウェットな性格をしてる彼女なので、ケンカの時はこちらが先に折れてしまうに限るのだ。僕が素直でいる分には、あいつは基本的に寛大で寛容だからね。





　──というわけで以上。

　僕が聖リリアナ学園においてどんな生活を送っているのか、という一例でした。

　ご覧の通り、この先どう転んでも、僕の学生生活はアクの強い生徒会メンバーたちとの関係を中心にして回っていきそうである。





五月四日（ＰＭ１：00
 ）（聖リリアナ学園・学生寮）









　さて、この日の学校はお休み。

　よい天気に恵まれた今日、僕は妹との約束を果たすため、とあるゲストを学生寮に招いていた。

「わあ。懐かしいなあ～」

　門の前で立ち止どまり、二階建ての学生寮をきらきらした瞳ひとみで見上げている女性は、神じん野の薫かおる子こさん。年齢に似合わぬ童顔で、ほんわり笑顔とたれ目がちの瞳がトレードマークな、僕の担当編集である。

「もっとボロボロになってるかと思ったけど、思ったよりはぜんぜんちゃんとしてますね。これなら学生寮としてまだまだ使えますね～」

「いやいや、けっこうガタがきてるところは多いですよ？　まあ、近いうちに業者さんを入れてあちこち直してもらうことになってるんで、今よりだいぶマシになる予定ではありますけど」

「人が住まなくなると、建物ってすぐに傷んじゃいますもんね～。あ、ところで秋あき人とくん、何だかちょっと顔色が悪くないですか？　ひょっとして体調が良くなかったり？」

「ん？　そうですか？　いえ、別にそんなこともないですけど」

「そうですか～、それならいいんですが。プロの作家のお仕事には、自分の体調管理も含まれているので、そこはちゃんと自覚を持っててくださいね。……あ、それであちらの方が？」

「はいそうです、妹です。……おーい秋あき子こ、こっちおいで」

　そう言って呼びかけると、玄関のところにいた妹がこちらにやってきて、

「……姫ひめの小路こうじ秋子です。初めまして」

「神じん野の薫かおる子こです。こちらこそ初めまして～」

　お互いに自己紹介。

　ぽやぽや笑顔の神野さんと、警戒も露あらわで表情の硬い秋子。なかなかもって噛かみ合あわなそうな取り合わせだ。

　というわけで、今日の成り行きを説明しよう。





　以前、神野さんからこの寮に電話が掛かってきた時、秋子が電話に出る

　↓

　神野さんが、あたかも僕との間に不適切な関係があるかのような発言をする

　↓

　秋子ご立腹。僕に釈明を求める

　↓

　後日、神野さんを紹介して身の潔白を証明するよう、約束させられる





　……そんなこんなで神野さんにお願いしたところ、本日ここに快くお越し頂けたという次第である。

「いや、でもホントすいません神野さん。せっかくの休みの日なのに」

「いえいえ、いいんですよ。むしろわたしの方こそちょうど良かったというか。前から来よう来ようとは思ってたんですけど、こういう機会でもないとなかなか時間を作れなかったといいますか～」

「はあ、どうもです。そう言ってもらえると助かります。……というか、さっきから気になってたんですけど」

「はい？」

「神野さんの発言が、どうもこの学生寮に縁のある人のそれのように聞こえるんですが。気のせいでしょうか？」

「いいえ、気のせいじゃありませんよ～」

　相変わらずのテンションでゆる～く微笑ほほえみながら、神野さんは頷うなずく。

「だってわたし、リリアナの卒業生ですもん」

「え？　そうなんですか？　それ初耳ですけど」

「そうですねえ、そういえば言ってなかったかもですねえ」

「なんだ、だったら言ってくださいよ。言ってくれればいろいろ話もできたのに」

「ちなみにわたし、この寮で三年間暮らしてました」

「マジで!?
 」

　だったらなおさらもっと早く言ってくれればいいじゃないか。

　ひょっとして、内緒にしておいて僕を驚かせようとしてたとか？　いや、そんな感じでもないよな。もしくはアレか、単に言うのを忘れていた……いや、そういうのとも違うよな、この感じは。

　うーん。相変わらずテンポのよく分からない人だ。

「というわけで、わたしは仕事先でも頼れるパートナーだし、それに同じ学校の先輩だし、おまけに学生寮の先輩でもあるわけです。なのでこれからはもっとビシバシ秋あき人とくんを鍛えていきたいと思うので、よろしくお願いしますね～？」

「はあ、ども。こちらこそよろしくお願いします」

　頭を下げる神じん野のさんに合わせて、僕も頭を下げる。

　ビシバシ鍛えるとか言ってるそばから、なんともユルいことだ。

「むうっ……」

　で、そんな神野さんを見た妹の反応は、というと。

「仕事でお世話になってる人で、学校の先輩で、学生寮の先輩でもある……しかもとっても可愛かわいらしい人……ここまで条件がそろえばどうみても危険人物……だけどものすごく天然でいい人っぽいし、ちょっとこれは判断に困る感じというか……」

　どうもいろいろ迷っているようである。

「あの、秋あき子こさん」

　と、そこで神野さんが進み出て、

「わたし、前々からあなたにお会いしたいと思ってたんです。今日はやっとその念願が叶かなって、とても嬉うれしいです」

「あ、はい。どうも」

「それでですね、秋子さんに会ったらどうしてもお話ししておきたいことがあって」

「？　なんでしょう？」

「はい。それはですね……」

　と言って。

　神野さんは大きく息を吸い、

「──秋人くんって、本当にひどい人だと思うんです～っ！」

　精一杯に声を張り上げて（と言っても通常の二割増し程度だけど）、僕を思いっきり罵ば倒とうした。

「ほんとに、ほんとーに、秋あき人とくんはひどいんです。わたしが『この日までにぜったい仕事を終わらせてくださいね』ってお願いしてても、ぜんぜん終わらせてくれないし。『大丈夫です、必ずその日までには終わらせます』って秋人くんが自信満々に言ってくれた日になっても、やっぱりぜんぜん仕事が終わってないし。じゃあどのあたりまで仕事が進んだのか確かめてみたら、ただの一ページも──じゃなかった、仕事をお願いしたその日からまったく仕事が進んでないし～！」

「は、はあ」

「そもそも秋人くんはまだぜんぜん新人──じゃなかった、お仕事のキャリアがまだぜんぜん短いので、今は取引先の信頼を得るための、とても大事な時期なんです。そのことは口を酸っぱくして何度も言い聞かせてるのに、秋人くんはちっとも言うことを聞いてくれなくて。本当、秋人くんがもっとしっかり育ってくれないと、わたしは社長に怒られっぱなしになっちゃうわけで。そのあたりどう思います!?
 　秋あき子こさん～！」

「あ、はい。ええと。とてもいけないことだと思います」

　神じん野の薫かおる子こさんは、怒ってもぜんぜん怖くないことで有名な人だから、こうして怒気を発散させていてもまったく迫力はないのだけど。それでも心の底から困っていることはちゃんと伝わるらしく、秋子はちょっと戸惑っているようだ。

　ちなみに僕の仕事（いちおう小説家）のことは、妹に内緒にしておいてほしいとお願いしてあるのだけど。今の神野さんの様子だと、うっかり漏らしてしまいそうな雰囲気がある（というか半分漏らしてる）。

　これはタイミングを見計らって間に入った方がいいかな？　でも興奮してる彼女を下へ手たに止とめるとかえって逆効果になりそうな気も……。

「というわけで秋子さん！」

「は、はい」

「あなたのお兄さんを、もっとしっかりさせてあげてください！　じゃないとわたし、そのうち仕事をクビになってしまいます～！」

「は、はあ。がんばります」

「お願いしますほんと！　秋人くんを真面目まじめな社会人に生まれ変わらせるためなら、何をしてもいいですから～！」

「何をしても？」

　きらーん。

　妹の瞳ひとみが妖あやしく光る。

「神野さんを困らせるお兄ちゃんを真人間として更生させるためなら、何をしても許される、と……そうおっしゃるんですね？」

「はい！」

「その目的のためなら何を優先してもいい、と？」

「その通りです！」

　おいおい、大丈夫かな神じん野のさん？　なんか勢いに任せて何でもアリな感じになっちゃってるけど……この人ってテンパるとけっこう後先みえなくなるからなあ。あんまり考えなしに言質を取られると、ろくなことにならなさそうな──

「わかりました。お任せください」

　ほら言わんこっちゃない。

　我が意を得たり、とばかりに秋あき子こが鼻息を荒くしてるよ？

「お兄ちゃんのお仕事先の人から頼まれたのであれば、是非もありません。不肖姫ひめの小路こうじ秋子、謹んでそのミッションをお受けします」

「わあ、ありがとうございます！　秋子さんが協力してくれるなら百人力です～！」

「大船に乗ったつもりでお任せください。お兄ちゃんを更生させるためのアイデアも、すでに考えてあります」

「ほんとですか!?
 　それはどういう!?
 」

「はい。名づけて『妹にメロメロなお兄ちゃんは、今日も秋子の言うことを何でも聞いてくれるやさしいお兄ちゃん作戦』です」

「……は、はい？」

「この作戦の狙ねらいはとてもシンプル。まずはお兄ちゃんに、今よりもっとわたしのことを大好きになってもらって、しかる後にわたしの言うことを聞いてもらうという、それだけのことですが──シンプル・イズ・ベストという言葉もある通り、あまり複雑なことは考えない方がいい結果を出せるでしょう」

「？　……？」

「そしてお兄ちゃんがわたしにメロメロになってくれるよう、今日からさまざまな試みに取り組んでいきます。まずはおはようのキスとおやすみのキスをはじめとする、各種愛情表現の徹底ですね。その次はわたしに対するスキンシップの徹底です。手をつなぐ、頭を撫なでる、抱っこする、添い寝してもらう、などのご褒美をたくさんしてもらうことにより、お兄ちゃんはよりいっそうわたしを大切にしてくれるでしょう。そしてそのことは、お兄ちゃんとわたしがいっしょに過ごす時間が増えることを意味しています。お兄ちゃんと四六時中離れずに暮らしていれば、お兄ちゃんが神野さんを困らせてないかどうか常にチェックできる、というわけですね。まさに完かん璧ぺきな計画……わたしはわたしの才能が恐ろしいです……」

「あー……ええと……」

　秋あき子この暴走に、すっかり面食らってしまっている神じん野のさんであった。

　うん、まあ。

　初対面でこれをやられたら、そういう反応になるのも当然だよな。

「というわけで、お兄ちゃん改造計画についてはわたしに任せてもらえますか、神野さん？」

「……ええと、つかぬことを伺うかがいますが」

「はいっ。なんでしょう？」

「秋子さんって、ひょっとしてものすごいブラコンですか？」

「はい、その通りです！」

　胸を張って即答する妹。

「ブラコンは個性であり、神さまからもらった贈り物ですから！　わたしは生まれてこのかたお兄ちゃん一筋で、お兄ちゃんだけを愛し続けてますから！」

「ええとつまり秋子さんは、秋あき人とくんのことをひとりの男性として見ている、と……？」

「もちろんです！」

「……あうう～」

　びたいち恥じ入った様子のない秋子に、神野さんはかなり引いている様子。

　うん。このあたりが潮時かな。

「こら秋子。神野さんが困ってらっしゃるだろ？　そのへんにしときなさい」

「あっ。はい、ごめんなさいお兄ちゃん。秋子、ついつい熱くなって、せっかく来てくれたお客さんに対して失礼してしまいました」

「うん、今後は気をつけるように。で、納得はできたのか？」

「はい？　何をですか？」

「僕と神野さんが変な関係じゃない、ってことだよ。もともとそのために神野さんに来てもらったんじゃないか」

「あ、それはもちろん！　神野さんはマイノリティに理解を示してくれる、とてもいい人でした！」

「そうか。そりゃよかった」

　なんかいろいろ都合よく解釈してるみたいだけど、まあいい。

　今は妹のことよりお客さんのことである。

「ええとすいません神野さん、立ち話が長くなっちゃって。とりあえず中に入りましょう。秋子がお茶とお菓子を用意してくれてるんで」


「……お兄さんがシスコンで、妹さんがブラコン……これは良くない……とても良くないことです……なんとかしないと……」


「神野さん？」

「あ、はいっ!?
 　何でしょう!?
 」

「ここじゃ何なんで、どうぞ中へ。この寮での思い出話とか、いろいろ聞かせてくれると嬉うれしいです」

「あ、はい。そうですね。じゃあせっかくですので、お言葉に甘えて」

　そう言って笑ってくれた神じん野のさんだけど、その表情はかなり硬いままだった。

　いきなり身内の印象が最底辺まで下がってしまった……まあこの不名誉は、この後の展開できっちり挽ばん回かいしていくとしよう。






　　　　＊







　そして僕の思惑どおり、神野さんの表情は次第に晴れていくこととなった。

「わあ！　ぜんぜん変わってない～！」

　寮に一歩入るや、たちまち神野さんのテンションはマックスになり、

「わ、これまだ残ってるんだ～」

「あ、でもここは壊れちゃってる！　悲しい～」

「あ、ほらほら、ここの傷！　これわたしがつけちゃったんですよ～。あの時はそれはもう、こっぴどく怒られちゃって……」

　みたいな感じで、かつての住すみ処かへの愛着をたっぷりに語ってくれた。この切り替えの早さと、あとに引きずらないさっぱりしたところが神野さんの真しん骨こつ頂ちようだ。

　まあ彼女ならずとも、テンションの上がるシチュエーションではあるだろう。この建物は本来なら、いずれ取り壊されることが決まっていたわけで。神野さんにしてみれば、なくしたと思って諦あきらめていた財布が、ひょっこりどこかから戻ってきたような感覚なんだろうな、きっと。

　そんな感じでひととおり寮の中を歩き回った後は、食堂兼会議室にてお茶会となった。

　今日の件をあらかじめ伝えていた寮生たちも同席である。

「いや、よくおいでなすった。生徒会長として、この寮の寮生として、先輩の来訪を心から歓迎しますぜ」

「美人な上に可愛かわいらしくて、あっきーにはもったいない女性よね」

「秋あき人とのそばには不思議と綺き麗れいどころが集まるのさ、昔からね。……まあそれはそれとして、せっかく訪ねてきてくれた先輩を邪険にする理由はない。今日は精一杯おもてなしさせてもらうとしよう」

　会長さん、那な須す原はらさん、それに銀ぎん兵べ衛え。

　反応はそれぞれながら、総じて神野さんに対する印象はいいようだ。まあ神野さんって、ひと目見て天然キャラとお人ひと好よしさが見抜けるタイプなので、よほどのことがなければ彼女に悪印象を持つ人はいないのだけど。

　ともあれお茶会は終始、なごやかな雰囲気で進んでいった。

　秋あき子こが焼いたチーズケーキも、銀ぎん兵べ衛えが出してくれたとっておきのアッサムも、素晴らしい味わいでお茶会に花を添えてくれたし。神じん野のさんが語る思い出話や、この寮の伝統とかしきたりとかも、とても興味深く聞くことができたし。総じて有意義な時間を過ごすことができたと言えるだろう。

　で、そろそろ今日はお開きかな、という頃ころ合あいのことである。それまでずっと笑顔でいた神野さんが、不意に表情を緊張させて話を切り出したのは。

「あの、すいません。ちょっといいでしょうか～？」

　そう前置きしてから後輩たちの顔を見渡し、こう言った。

「ええと、秋あき人とくんについて聞きたいことがあるんですけど」

「ほほー。姫ひめの小路こうじ秋人が何か？」

　こういう時はやはり年長者の出番──ということで、会長さんが率先して応対する。

「何やら暗くれェ顔というか、心配事があってたまらねえ、って顔してらっしゃいますが。ひょっとしてコイツが何かやらかしたんですかい？　だったらそいつァ生徒会長のあたしの責任だ、遠慮なく言っておくんなせえ」

「いえまあ、そういうわけでは。秋人くんが具体的に何か実害のあることをした、というわけじゃありませんし」

「いやいや神野さん、みなまで言わなくても分かりまさァ。なんせ神野さんはとびきりの美人さんだ、姫小路秋人が血迷うのも無理はねえ、ってもんで」

「はあ。血迷う、というのは？」

「そりゃ誰だれでも想像はつく、ってもんでさァ。神野さんみたいなキレイどころと、性欲を持て余した若い男……このふたつが組み合わされば、答えはひとつっきゃ出てこねえ。なあそうだろ？　姫小路秋人」

「何が『なあそうだろ？』ですか」

　ジト目で会長さんを見返す僕。

「何でもかんでも自分の価値観で物を考えないでくださいよ。そもそも性欲を持て余してるのは会長さんであって、僕じゃありませんからね？」

「おいおい、自分に嘘うそをつくのはよくねえな。神野さんほどの美人を前にしてムラムラしないなんて、そりゃむしろ失礼ってもんだぜ。現にあたしゃ、この人をひとめ見た途端に欲情しちまったからねェ……状況さえ許すなら、あたしゃとっくにこの人と一戦交えて、今ごろはベッドでピロートークでもしてたところだろうさ。ねえ神野さん？」

「えっ？　え、ええ、ええと、はい？」

「ちょっと会長さん。僕の大事な仕事相手に色目を使わないでください。……すいません神じん野のさん、ウチの会長はこういう人なんで。あまり気にせず」

「は、はあ」

「かっかっか。いやいや、神野さんの表情が硬かったもんだからよ、あたしのフランクなジョークで軽く緊張をほぐしてもらおうと思って、つい」

「どこがフランクなジョークですか。ただのセクハラでしょ」

「そう思ったなら当の本人に聞いてみねェ。あたしのトークで嫌な思いをしたのか、それともあたしの狙ねらい通りになったのかをサ」

「聞くまでもないでしょそんなの。あんな流れで緊張がほぐれるわけな──」

「あ。ほぐれましたよ？」

　予想に反し、神野さんからけろりとした答えが返ってきた。

「確かにびっくりはしましたけど、でもぜんぜん嫌な感じはしませんでしたし。まあお世辞にもお上品な話の内容じゃなかったですけど、でもむしろお茶ちや目めな感じだったというか。二に階かい堂どうさんって何だか不思議な人ですよね」

「……な？　言ったろ？」

「マジか……」

　ほわほわした笑顔が戻った神野さんと、勝ち誇る生徒会長。

　そして愕がく然ぜんとする僕である。

「二階堂さんって、わたしよりぜんぜん年下なのに、なんだか頼たより甲が斐いがあって落ち着いてて、すごいですよね。リリアナの生徒会長にとってもふさわしいと思います」

「お褒ほめに与あずかり重ちよう畳じようでさァな。よろしかったらどうです今夜？　貴女あなたの見込んだ伊だ達て女おんなと、しっぽり朝まで過ごしてみるのは」

「やだもー。わたし、そういう趣味はノーマルなので～」

「おっとこいつァ失敬。ですが神野さん、最初は誰だれもがそう言うもんでして。断られたからといって簡単に引き下がっちゃ、あたしも女がすたる。また日を改めて口説かせていただくんで、お覚悟のほどを」

「あらあら。こんなおばさんを口説いても何も得しませんよ～？」

　……うーむ。

　確かに神野さんは嫌がっていないというか、むしろお馬ば鹿かな会話を楽しんでる風情さえある。それも神野さんの方があしらっているというより、会長さんの方がそういう向きに話の流れをもっていってるような。

　なるほど、これが熟練の遊び人の技術、ってことか。おちゃらけていながら相手を決して不愉快にしないあたり、一流のホストにも通じるものがあるかもしれない。

「んで、けっきょく何だったんですかい？　貴女がお話ししたかったこと、ってのは」

「あ、そうそうそれです、それなんです。ええとですね……」

　コホンと咳せき払ばらいし、ふたたび神じん野のさんの肩に力が入る。

　はて、しかし何なんだろうな、一体？

　神野さんがここまで身構えてしまう話題……仕事のことなら今ここで話す必要はないし、たぶんプライベートに関することなんだろうけど。しかしこのシチュエーションであえて持ち出す話題となると、これといった心当たりが──

「あの、みなさんにお尋ねしたいんですけどっ」

　意を決した様子で目に力を入れ、ついに神野さんが切り出した。





「秋あき人とくんって、ものすごくシスコンだと思いませんかっ？」

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　しばしのあいだ場を満たす沈黙と、微妙な空気。

　ややあって会長さんが口を開き、

「何を言い出すかと思えば……そいつァ神野さん、言われるまでもねえ、ってやつでさあ。姫ひめの小路こうじ秋人＝シスコンってのは、熱力学の第一法則よりも疑いようがない、世界の理というやつですぜ？」
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「まあその通りよね」

　と那な須す原はらさんも同意して、

「彼って本当、妹以外の存在はまるで頭に入ってないもの。東に病気の妹がいれば行って看病してやり、西に疲れた妹がいれば行ってその荷物を背負ってやり、という始末……何事も妹を中心に世界が回っているのよね」

「シスコンというより、もはや妹バカとでも言うべきだろうさ」

　さらに銀ぎん兵べ衛えまでもが納得顔で頷うなずく。

「彼にとって、この世のあらゆる物事は二種類に分けられる。すなわち妹と、妹以外の何か、というわけだ。こんな単純な二元論で行動方針のすべてが決まるのだから、まあ楽な生き方といえば言えるだろうね」

　んん？

　あれれ？

　なんか僕、けっこう辛しん辣らつにディスられてない？

「で、ですよねっ!?
 　そうですよねっ!?
 」

　一方の神じん野のさんは、ついに我が意を得たりという顔で、

「もちろんわたしとしては、妹さんを大事にすること、それ自体には何も反対しないんです。むしろ兄妹きようだいの仲がいいのって、すごく素敵だと思います。でもその、詳しいことは言えませんけど、秋あき人とくんの場合はお仕事にもかなりシスコンの影響が出てて──といっても、仕事にはむしろいい影響が出てるんですけど、でもとにかく秋人くんって、ほんとものすごいシスコンで、ちょっと危ない一線を越えかけてますよねっ!?
 」

「いやホント。まったくその通りでさァ」

「そうよね。やはり誰だれが見たって同じ感想を持つわよね」

「うむ。実に厄介な趣味の持ち主だよ」

　……ふむ。

　何やら一部の人たちの間で意気投合してるみたいだ。『王様の耳はロバの耳！』と言いたくても言えなかった人が、一気にタガが外れて盛り上がってるような、そんな感じである。

　まあでもしかし、だ。

　何と言われようと僕の『公式見解』は変わりないのだけど。

「はっはっは。何を言ってるんですかみなさん。僕はぜんぜんシスコンなんかじゃないですよ？　やだなあ」

「……お前さんのそのツラの皮の厚さには感心するけどよ」

　僕の反応に、会長さんが呆あきれながら、

「いい加減認めたらどうでえ？　世間一般から見たら、お前さんはどう見たって超ちよう弩ど級きゆうのシスコンなんだ、ってことをよ」

「いやいや。そりゃもちろん、僕は妹のことを大事にしてますよ？　だって兄妹きようだいなんですから。しかもこの世でたったひとりの家族なんですから」

「家族を大事にするのは自然なこと、それは分かるわ」

　と、今度は那な須す原はらさんが白い目で、

「だけど世の中には限度というものが、もしくは程度というものがあるでしょう？　あっきーの場合はどう見ても行き過ぎてるのよ。あなた、自分では自覚してないのかもしれないし、赤の他人が周りから見てて気づかないかもしれないけど……あなたの人生って、妹以外のことはまったく眼中にないわよ？　あなたとひとつ屋根の下で暮らしてるわたくしたちからすれば、それは一目瞭りよう然ぜんのことだわ」

「いやいや。眼中にない、ってのはさすがに言いすぎだと思うなあ。それに僕、言うほど秋あき子こに対して甘い顔はしてないというか、むしろわりと厳しくあたってると思うんだけど？　この間だって、秋子と部屋を別々にして暮らすことにしたでしょ？　あの時の僕って、けっこう自分から賛成してたじゃん。それも秋子が泣いて喚わめいて反対したにもかかわらず、だよ？」

「確かにね、行動の上っ面だけ見ればそうだろうね」

　と、今度は銀ぎん兵べ衛えが攻撃してくる。

「僕らが知っている事実、あるいは僕らが観測しうる現象に限っていえば、せいぜい秋あき人とは『普通に妹好きの兄』という程度だろう。六年もの時間をかけて秋子くんを取り戻したことだって、まあ家族同士の愛情からくる行動と受け止とめられなくもないさ。だけどね秋人、君に近しい人間である僕らからすれば、やっぱり肌で感じるものなんだ──君のシスコンっぷりがどんなレベルのものかはね。外側をどれだけ取り繕っても、中身まではそうそうごまかしきれないものさ」

「ほら！　ほらほら～！」

　次から次へと援護射撃を受け、神じん野のさんは鬼の首を取ったような顔である。

「そうでしょう？　みなさんそう仰おつしやるでしょう？　やっぱりそうなんですよ秋人くん、あなたはやっぱりシスコンなんですよっ。いい加減そのことを認めて、ちゃんと真っ当な道に進んでくださいよ～。ねっ？　ねっ？」

　あんまり迫力のない童顔で、精いっぱいに威厳のある表情を作って譲歩を迫る神野さんだけど、残念ながら僕の心にはあまり響いてこない。

　しかし改めて思ったけど、この人ってやっぱいい人だよな。

　僕のシスコンを証明したいのであれば、あのこと
 を明かしてしまえばいいのだ──僕が妹の写真をラミネート加工して保存してることや、『妹日記』を作って毎日いろいろチェックしてることとかを。

　もとより神じん野のさんは口の堅い人だし、彼女が信頼に値する人だと判断したからこそ、僕もつい明かしちゃったことだけど（今にして思えば失敗だったかな、と思うけど）……それでも話すべきじゃないことを義理堅く黙っててくれるのは、素直に嬉うれしい。

　嬉しいし、何だかんだで担当作家である僕のことを気に掛けてくれるのは、望外にありがたいことだとも思う。神野さんが僕の担当編集になってくれたことは、僕にとって感謝すべき幸運といえるだろう。

　それに言い方は三者三様なれど、同僚たる僕を心配してくれてる生徒会メンバーたちにも感謝したい。彼女たちのおかげで、今後の僕の学生生活は、より実りの多いものになっていくだろうから。

　……が、しかし。

　それはそれ、これはこれ、である。

　さて、そろそろこの不毛な論争を終わらせるとしようか。

「じゃあみなさんこうしましょう」

「こうする、ってどうするんでぇ」

「簡単なことです。当の本人に聞いてみればいいんですよ」

　と言って、僕はそれまで口を挟む機会のなかった妹に声を掛ける。

「おーい秋あき子こ。お前はどう思う？」

「どう思うも何も──」

　指名を受けた妹は不思議そうな顔をして、

「お兄ちゃんって、ぜんぜんシスコンじゃないと思いますけど？」

「えええっ!?
 」

　真っ先にリアクションしたのは神野さんである。

「な、何でですか!?
 　あんなに秋あき人とくんはアレなのに、なのに当の秋子さんが否定するって!?
 　ええと……ええっ!?
 」

「そ、そんな驚かなくても……」

　激しい反応に戸惑いつつ、秋子は理由を説明する。

「それは確かに、お兄ちゃんはわたしのことを大切にしてくれてますけど。でもそれはあくまでも兄妹きようだいの間でのことであって、それ以上のことはないですから」

「そ、そんなこと──」

「というか『それ以上のこと』があったらわたし、ガッツポーズして大喜びしてますよ？　むしろ逆に、わたしはお兄ちゃんをそういうシスコンにするべく日夜努力を続けている、と言っても過言じゃありません」

「それはそうかもですけど、でも──」

「というか、ですよ？」

　妹は両手を腰に当て、ため息をつきながら、

「もし仮にお兄ちゃんがものすごいシスコンで、わたしのことを恋愛対象として見てくれてて、そのことをわたしが自分で自覚してるとしたら。わたしのお兄ちゃんへのアプローチは、今みたいに生なま易やさしいものじゃなくなるんでけど」

「……あ」

　神じん野のさんが絶句し、秋あき子こは肩をすくめてさらに続ける。

「わたしがアプローチを掛けすぎると、お兄ちゃんは引いてしまう。そのことが分かってるからこそ、わたしは今のレベルで我慢してるんです。でもそうですね、お兄ちゃんがシスコンで、わたしのことを恋愛対象として見てくれてる、かあ……それってとっても夢のある話ですよねえ。もしそうだったらわたし、学校なんて今すぐにでも辞めて、どこかお兄ちゃんと二人きりで暮らせる場所を探しますね。それで実の兄妹きようだいであるという事実も周りには隠して、どこにでもいる幸せな夫婦としての一生を送る……嗚あ呼あ、なんて素晴らしい人生なんでしょう。まあそれもこれも、仮にお兄ちゃんがシスコンだったら、の話ですけど」

　夢見る乙女の顔で語る秋子に、生徒会の面々はお互いに顔を見合わせつつ、語る言葉をなくしている様子。

　うん。

　どうやら勝負あったようだ。

「で、お兄ちゃん」

「ん？　なんだ秋子？」

「お兄ちゃんは実はシスコンで、わたしのことをひとりの女として見てくれてたりするんですか？」

「ううん。ぜんぜん」

「ハァ……ですよねえ、やっぱりそうですよねえ。いえ分かってたんです、分かってはいたんですけど、みなさんがそう言うから……」

「ちなみにみなさんは、僕のことを妹しか眼中にないとか、危ない一線を越えかけてるとか、いろいろ言ってたけど。秋子はどう思う？」

「どう思うも何も、ぜんぜんそんなことないと思います。お兄ちゃんはわたしのアプローチに対して冷たいし、わたし以外の女の人ともたくさんお話しするし……そんなことじゃ立派なシスコンとは言えません。お兄ちゃんはもっとがんばってシスコンになるべきだと思います」

「うんごめん。無理」

「わたしのことしか眼中にない人になって、危ない一線もどんどん越えてください」

「うんごめん。無理」

「ぶう……お兄ちゃんのいけず」

「ま、そうがっかりすることもないだろ？　あくまで妹として、ではあるけど、僕がお前を世界でいちばん愛してることには変わりないわけだし」

「ううう～……それはもちろん嬉うれしいことなんですけど、でもやっぱりわたしは、お兄ちゃんからちゃんと恋愛対象として見られたいです！」

「はいはい。無理無理」

「じゃあ恋愛対象として見てくれなくてもいいので、わたしと結婚してください！」

「それ、恋愛対象として見るよりハードル高いじゃん」

「じゃあ結婚してくれなくてもいいので、法務局の戸籍課へ行ってしかるべき書類にハンコを押して提出してください！」

「その手続きがつまり結婚ってことだろ。やらないよ」

「じゃあ、神さまの前で永遠の愛を誓ってください！」

「いい加減そこから離れてください」

「分かりました、それじゃあ」

「キスも抱っこも頭なでなでもしないよ」

「むきい！　すべて先回りして選択肢を潰つぶしていくなんて、お兄ちゃんはひどい人です！　罰として、今日はわたしの部屋に夜よ這ばいをかけてください！」

「うんわかった。そうしようか」

「え」

「昼のうちにたっぷり睡眠をとって、スタミナのつきそうなものをたっぷり食べて、栄養ドリンクも高いやつを飲んで。万全の態勢をもって秋あき子この部屋に忍び込もう。今夜は寝かさないよ？」

「えっ、わっ、でもあのその、いきなり言われても心の準備がというか何というか。それはもちろん、秋子としてはいつでもスタンバイＯＫな感じですけど、でもここまで急な展開だとさすがに困るというか何というか」

「何なら夜まで待たずに、今すぐここで、でもいいんだぜ？」

「えええっ!?
 　そ、そんな、いつになく積極的……あのでも、わたし初めてだし、お兄ちゃんの激しさに耐えられるかどうか……ああどうしよう、いざとなるとわたし、やり方とかよく分からないし、今から勉強して間に合うかな……あ、すいません、ちょっとその前にシャワー！　そのくらいの時間はありますよね!?
 」

「はっはっは。秋子は相変わらず可愛かわいいなあ」

「むうっ!?
 　その言い方から察するに、さてはわたしを騙だましましたね!?
 」

「あっはっは。まあまあ。はっはっは」

「Goddamn!　乙女の純情をもてあそぶなんて！　お兄ちゃんはひどい人です！　ひどい人です！」

「はっはっは」





　……とまあ、そんな感じで。

　胸板をぽかぽか叩たたいてくる妹を適当にあしらいつつ、今回のことは一件落着である。

　神じん野のさんをはじめ、会長さんも那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも、視界の片隅で深々とため息をついてたように見えるけど。それはまあ見なかったことにしておこう。

『どっからどう見てもバカップル……』

『草くさ津つの湯でも治らない、というのはあの二人のこと……』

『あの二人のアレっぷりはもう諦あきらめるしか……』

　というような声も聞こえた気がするけど、これまた気にしないことにする。

　僕と妹はもちろん、周りの人たちも含めてみんな平和。

　うん。そういうことにしておくのが一番だよな。うん。
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五月九日（ＰＭ７：30
 ）（学生寮・食堂兼会議室）









　さて。

　僭せん越えつながら学生寮の寮長を務めている僕が、いったい日々どんな仕事をこなしているのか。ここらでいくつか紹介していこう。





　例その一。

「お兄ちゃんお兄ちゃん。ちょっといいですか？」

「ん？　なに？」

「わたしの部屋の蛍光灯ですけど、なんかチカチカ点滅してて、そろそろ寿命っぽいので。交換してもらっていいですか？」

「そっか分かった。じゃあ寮の予算で買っておくから、蛍光灯のサイズとか後で教えて。明日までにはなんとかするよ」

「ありがとうございます。ところで蛍光灯を交換するのは、お兄ちゃんがやってくれるんでしょうか？」

「ん？　別にひとりでやれるだろ？　この建物ってそこまで天井高くないし、倉庫に行けば脚立とかも置いてあるし」

「確かにそうなんですけど、ここはやっぱり男の人の出番かなー、と。お兄ちゃんの方がわたしより背も高いですし」

「そりゃまあそうだろうけど」

「何よりわたしは、お兄ちゃんが頼りになる男の人であることを、自分の目で確かめたいです。蛍光灯の交換をさくっと楽勝でやってしまって、キラリと白い歯を輝かせて笑ってくれるお兄ちゃんを見て『お兄ちゃん格かつ好こいい！』って思いたいです」

「蛍光灯の交換をするだけでそんなことになるかな……まあいいや、分かったよ。じゃあ僕がやることにするよ」

「わあい！　ありがとうございます！」

「ちなみに確認だけど。脚立に乗ろうとしている僕に対して、何か小細工とか考えたりしてる？　脚立を揺らして僕が転んだところに、すかさずお前も倒れ込んできて、そのまま僕を手込めにしよう──みたいなこととか」

「あははまさかー。そんなことしませんよー」

「本当か？」

「もちろん本当です。だってそんなの危ないじゃないですか。高いところから落ちて転んで、それでお兄ちゃんにもしものことがあったらどうするんです？　わたしそんなの耐えられません」

「そっか。まあそうだよな」

「わたしはお兄ちゃんのことを最優先にしています。お兄ちゃんのことが世界でいちばん大事だから、お兄ちゃんにとってマイナスになるようなことはしません。その点を信じてもらえないのは……わたしにとって、とても悲しいことです」

「うん、そっか。いや悪かった、疑うようなこと言って。考えてみればそうだよな、お前がそんなことするはずないもんな」

「ええそうです、そんなことするはずないんです。わたしが考えていたのはですね、わたしの部屋の床に何か滑りやすいものを塗っておいて、そこにお兄ちゃんを誘い込んで、お兄ちゃんが転んだところを押し倒してそのまま一気に──という計画でした。これなら脚立から落っこちるのと違って、ケガをする可能性も小さいですし、床にはなるべく柔らかい絨じゆう毯たんとかを敷いておくつもりなので、安全対策もばっちりです。どうですお兄ちゃん、わたしのこの細かい気配りは？　お兄ちゃんを愛しているからこそ可能な、この優しいトラップに対して、寛大な心をもって引っ掛かってくれるべきだと思──」

「蛍光灯は明日にでもどっかで買って、お前の部屋の前に置いておくから。あとはひとりでなんとかしなさい」

「わっ、ちょ、待ってくださいお兄ちゃん！　今のはほんの冗談、冗談ですから！　押し倒すだけでそれ以上のことは誓ってやりませんから、だからちゃんとわたしの部屋に来て蛍光灯を交換してくださいってば！　お願いしますううううう
 ！」






　　　　＊







　例その二。

「あっきー。ちょっといいかしら」

「ん？　なに？」

「今日の夕方のことだけど。何だかよく分からないものを売りつけにきた怪しい訪問販売の人が、懲こりずにまたやってきたわ」

「え、また？　何か多いね最近」

「きっとそういう時期なんでしょう。ひとり暮らしを始めたばかりで、右も左も分からない人が多いでしょうから」

「あーなるほどね。確かにそうか」

「で、その訪問販売の人に勧められて、この掃除機を買ったのだけど」

「え!?
 　買っちゃったの!?
 」

「ええ。この掃除機よ」

「うわ、見るからに普通の掃除機……で、これを買うのにいくら払ったわけ？」

「ざっと百万円ほど」

「高っ！　どうみても騙だまされてる値段だよねそれ!?
 」

「この掃除機さえあれば、どんな素人でも簡単に、どんな場所でも掃除できると聞いたわ。スイッチを入れて放っておくだけで、床の掃除はもちろん、窓の汚れを取ったり庭の草刈りをしたり、台所の洗い物をするのも楽勝だそうよ」

「そんなスペックの高い掃除機、百万円じゃ買えないよ普通。というかそもそも、そんな掃除機はまだこの世界に存在しないよ。常識で考えてよ常識で」

「わたくしの実家の会社では、そういう掃除機を開発していたわ」

「ああ、君の実家って那な須す原はら重工だっけ……いやでもさ、それはもう掃除機っていうか、むしろ万能のメイドロボか何かだよね？」

「ふうん、そうなの。てっきりもう実用化しているのかと思ったわ。わたくしの家ではだいぶ前からプロトタイプの試作品が動いていたし」

「マジか……なかなかやるね、君んとこの会社。いやでも、普通に考えてそんな便利なものはまだ売ってないから。ましてや怪しい訪問販売の人から気軽に買えるようなものじゃないから。ほんと、右も左も分からない人だな君は」

「そう言うけどあっきー。これはあなたにも責任があることだわ」

「僕の？　なんで？」

「あなた覚えてないの？　わたくしが家事や掃除をまったくできない女だと知ったあなたは以前、確かにこう言ったはずだわ。そういうわたくしのためになるべく便宜を図るようにする、わたくしが使いものになるまでちゃんと面倒をみてくれる──と」

「あー……まあ確かに言ったけど」

「だけどあなたは忙しいのを理由に、わたくしにその手のことを何も教えてくれなかったわ。そこでわたくしは、少しでも自分で自分を成長させるべく、怪しげな訪問販売の人から掃除機を買ってしまった、というわけなのよ」

「なんか、だいぶ責任転嫁されてる気がするけど……」

「わたくしの面倒を一生をみてくれると言ったのは、うそだったのね」

「いや言ってないし。僕が面倒をみると言ったのは、君の社会不適合っぷりに関してだけでしょ？」

「しょせん、あなたはわたくしの身体からだだけが目当てだったんだわ」

「僕が君の身体を求めたことが、一度でもあったっけ？」

「とにかくそういうわけで、わたくしはありきたりの掃除機にまんまと大金をはたいてしまったのだけど。これを粗大ゴミに出すにはどうしたらいいのかしら」

「いやいや、ろくに使ってもいないのに粗大ゴミにするのはもったいないでしょ？　というか返品しなさいよその掃除機。そうすりゃお金も戻ってくるし」

「返品しようにも、そのやり方が分からないわ」

「……オーケー、分かった。じゃあ僕がやっとくから。その怪しい訪問販売の人の連絡先とかは分かる？」






　　　　＊







　例その三。

「秋あき人と。ちょっといいかな」

「ん？　なに？」

「しばらくこの寮の台所を使ってて思ったんだけどね。やはり築七十年という物件だけに、水回りやらガス回りやらにガタがきている。このまま使えないこともないけど、やはりリフォームを本格的に検討した方がいいだろう」

「んーそっか。やっぱダメか」

「騙だまし騙し使っていけば大丈夫だろうとは思うけど、いつどこでどんな事故が起きるか分からないしね」

「まあね。ガスなんかの事故は特に危ないもんな」

「それとこの建物は、耐震性においても疑問がある。七十年前に建てられたことを考えれば、この建物の保存状態は素晴らしいものだけど……」

「あー、まあ確かに。しばらく人が住んでなかったこともあって、けっこうあちこち傷んでるもんな。もともと取り壊しが決まっていたのだって、そういう理由もあってのことだろうし」

「うむ。僕もちょっと個人的に、この建物の土台を調べてみたんだけど。ひと昔前の耐震基準に照らし合わせてさえ微妙な状態だったからね」

「そっか。こりゃいよいよもって、いよいよかな」

「この寮をリフォームすることについては、理事会から許可が下りてるんだろう？」

「うんまあ。下りてるね」

「では具体的にどこまで話が進んでるのかな？」

「うん、まあ……あんまり」

「リフォーム業者の選定は？　予算はどの程度を考えている？　重点的にリフォームする場所と、それにかかる時間は？」

「いや、うん。ごめん。そういうのも全然」

「しっかりしてくれたまえ。君が責任者なんだろう？」

「いや、そうは言うけどさ。僕もこれでけっこう忙しい身でさ」

「僕だって忙しいさ。毎日君たちの食事を作って、授業を真面目まじめに聞いて、生徒会での仕事もこなして──それ以外にも何かとやらなきゃいけないことはある。身体からだがいくつあっても足りないくらいだよ」

「いや、そりゃまあそうなんだろうけど。ていうかその手の仕事って、そもそもは会長さんがやってくれるはずだったのにさ。なんか流れで僕に任されることになって……」

「会長さんはああみえて、君よりよほど忙しい身だからね、それも当然なんじゃないかな。二に階かい堂どう嵐あらしは確かにワンマンな生徒会長だけど、それゆえに責任は彼女ひとりに降り掛かってくるわけだし。彼女が学園内で起きる細こま々ごまとした案件に対応すべく、日々奔ほん走そうしている姿を、僕は何度も見かけているよ。それでもなお、あの余裕ある態度を崩さないあたりはさすがだと思うけどね」

「いや、そりゃまあそうなんだけどさ」

「秋あき人と、君の悪い癖だよ。君という男は、危機的な状況の時こそ獅し子し奮ふん迅じんの働きをするが、そうでない時はお腹なかいっぱい食事をして昼寝をしている猫よりも怠なまけ者ものなんだ。そして君のそういうところに僕は何度も迷惑させられてきている、ということを忘れないでもらいたいね」

「あーうん。ごめんごめん。今後は気をつけるよ」

「言い方に誠意が感じられないね。君という男はいつもそうだ。面倒なことは先送りにして、先送りにした挙げ句にそういうのが積み重なって、やがてにっちもさっちもいかなくなってしまうんだよ。そういう場面を僕は何度も見てきたし、君だってちゃんと自覚はしているはずだ。自覚をしているからには、ちゃんと自分のそういうところを改善できるよう、最善を尽くすべきだ」

「……また始まったよ、銀ぎん兵べ衛えのお説教が……君は僕のお母さんか何かなのか？　まったく……」

「秋人。何か言ったかい？」

「いいや何も。とにかく君の言い分はわかったし、僕も同じ意見だから。リフォームの件についてはなるべく早く対応させてもらうよ。そのための途中経過もなるべく報告するから、それでいいかい？」






　　　　＊







「──仕事が多すぎる、ってか？　情けないこと言ってくれるねェ」

　大げさに首を振り、これみよがしにため息までつく。

　僕の苦労話を聞いた会長さんの反応である。

「そりゃまあ確かに、お前さんの仕事は決して少ないもんじゃないだろうがね？　でもあたしゃ、できもしない仕事を誰だれかに振ったりしねェよ。あたしゃお前さんを見込んで今の仕事を任せてるんだが、そいつは見込み違いだったのかねえ？」

「はあ、どうも。面目ない限りで」

「情けねえこと言ってくれるねえ、おい」

　頭を掻かく僕を見て、会長さんは天を仰ぐようにして肩をすくめるのだった。

「確かに情けないわね」

　水菜のお浸しをもぐもぐしながら、那な須す原はらさんが会長さんに同調する。

　ちなみに今現在、僕らが集っているのは学生寮の食堂兼会議室。いつものようにみんなで夕食を摂とりつつ、歓談している最中である。

「他ほかの生徒会メンバーに比べて、あっきーの仕事がことさら多いわけでもないし。泣き言を口にするような状況とは思えないのだけど」

「いやいや、そうは言うけどさ。僕だってけっこう苦労はしてるんだぜ？　学生寮での雑用はたいてい僕に回ってくるしさ」

「あなたが責任者なのだから、それは当然じゃないかしら」

「それに生徒会の雑用もちょくちょく回ってくるし……」

「その程度で済んでいるのならぜんぜん楽な方だわ。ご存じのとおり、この生徒会は二に階かい堂どう嵐あらしのワンマン運営だから、本来ならあっきーに回ってくるはずの仕事の大半は、彼女が引き受けてくれているはずよ」

「そりゃそうだけど、でも僕の場合はさ、姫ひめの小路こうじ家の大黒柱でもあるわけで。ウチで使うお金はぜんぶ僕が稼いでるわけで」

「わたくしだって、那須原重工のいくつかの部門で仕事に携わっているわ。将来的には会社の経営を継ぐことになるから、その予行演習としてね」

　むう、そうなのか。

　日ひ頃ごろの発言が大概だからつい失念しそうになるけど。この生徒会って、やっぱめちゃくちゃレベル高いよな。

「いやでもさー、やっぱ僕ら学生の本分は勉強にあるわけで。あまりいろいろ仕事が回ってくるとさ、成績が落ちたりすることもあるんじゃないかな、と」

「自慢ではないけれどわたくし、テストの順位では学年トップを譲ったことがないわ。だけどたぶん、勉強に当てている時間はあっきーとあまり変わらないはずよ」

「いや、まあ、うーん……」

「ちなみにわたくしは、今年中に大学の単位も取るつもりでいるわ」

「え。そうなの？」

「ええ。リリアナではいわゆる飛び級制度が充実してるから、そんなに珍しいことでもないのだけど」

　さらりと言ってくれるけど、けっこうすごいことだよ、それ。

　しかも僕、彼女がそういう努力をしてるのを見たことがないんだけど……やっぱやるべきところではちゃんとやってるんだな。ううむさすが、名だたるエリート校でトップを張るだけはある。

　いやでもアレだ、掃除や炊事を始めとする家事全般が徹底してダメな彼女には、あまり言われたくないかな！　確かに僕らの本分は勉強にあるけど、人間としてもっと大切なことはたくさんあるわけだし！

「僕も那な須す原はらくんの考えに賛成だね」

　と思ったら、今度は銀ぎん兵べ衛えが口を出してきた。

　生徒会の他ほかのメンバーと比べても遜そん色しよくないスペックを誇る上、家事全般まで万能な猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみが、である。

「秋あき人とが多忙の身であることは認める。学生寮における細こま々ごまとした雑用を君に任せているのも確かだ。だけどそれを差し引いたとしてもまだ、秋人にはいくぶんの余力が残っているように見えるね」

「いやいやそんなことないよ、あらゆることで手いっぱいだよ僕は。授業のレベルについていくのも大変だし、学生寮を運営するのも大変だし」

　ついでにクラスでもいまだ浮いたままだし。

「僕は僕なりに、これ以上ないってくらい苦労してるよ。とっくにパンク寸前で、このままいくと過労で倒れちゃいそうなぐらいだよ」

「僕と君がもう何年の付き合いになると思っているんだい？　そんな言い訳で僕の目をごまかせると思ったら大間違いだ」

「言い訳じゃないって。僕って今、一日の睡眠時間が三時間とか四時間なんだぜ？」

「そんなのはここにいる全員が同じさ。みんなそれぞれ忙しくて、忙しいなりにも時間を作って、十分に充実した毎日を過ごしているじゃないか。ちがうかい？」

「そりゃまあそうだけどさー」

　正論には違いないけど、憮ぶ然ぜんとしてしまう僕である。

　朝五時に起きて一仕事して、一部の科目を除いては真面目まじめに授業を聞き、何やかやと仕事の回ってくる生徒会でそれなりに業務をこなし、何かと絡んでくる生徒会の同僚たちをあしらいつつ、夜は夜でまた仕事の時間に当てる。

　むしろ表彰されてもいいくらいに学生の鑑かがみだと思うのだけど、エリートぞろいの彼女たちはそれでもご不満らしい。

「というか妹くんを見たまえよ」

　くちびるを尖とがらせる僕に構わず、銀兵衛はさらに糾きゆう弾だんを続ける。

「彼女はよく頑張っているよ。料理以外の家事全般に関しては僕よりも多くやってくれてるし、那須原くんには及ばないながら学年での成績は僕よりも上だ。僕は役目柄、秋あき子こくんといっしょにいる時間が多いからね、そのことは間近で見ていてよく分かる」

「そりゃまあ、秋あき子こはよくできた妹だからさー」

「またそうやって後ろ向きなことを言う。君も男なら、これだけ言われたら思うところはあるだろう？　しっかりしてくれたまえ」

「いやまあ、言ってることは分かるけどさー」

「秋子くん。君はどう思う？」

　埒らちが明かないとみたのか、妹に話を振る銀ぎん兵べ衛え。

「こんな兄貴を見て、何も感じないのかい？　君も秋あき人とにはもっとしっかりしてもらいたいと思うだろう？」

「えっ？　ええと……」

　里芋とヤリイカの煮物をちまちま口に運んでいた妹が、きょとんとしながら答える。

「ええとわたしは、今のお兄ちゃんは十分すごいと思うんですけど」

「というと、どのあたりが？」

「ええとだって、お兄ちゃんはまだ学生なのにちゃんとお仕事をして、わたしを養ってくれてますし」

「それは当然だよ。秋人は自分の意思でもって、誰だれにも頼らず君とふたりで暮らす道を選んだのだから」

「あのでも、お兄ちゃんは学生寮の寮長として、わたしたちの面倒をいろいろ見てくれてますし」

「取り壊しの決まっていた学生寮を使うにあたっては、寮の運営について秋人が全面的に責任を負うという条件を課せられている、と聞く。つまりそれもまた、秋人が自ら進んで背負った仕事なわけだ。やるのが当たり前であって、ことさら褒ほめ称たたえるようなこととは言えないんじゃないかな」

「でもでも、お兄ちゃんはいざという時にはぜったい、わたしの味方をしてくれますし」

「それは秋人がすごいかどうかと関係ないよ」

「あ、それにお兄ちゃんは見た目がいいし」

「それは君の個人的な感想だろう？」

「無駄よぎんぎん。彼女には何を言っても」

　抹まつ茶ちやゼリーの和わ三さん盆ぼんソースがけにスプーンを入れながら、また那な須す原はらさんが口を開く。

「あばたもえくぼ、という言葉があるけど、姫ひめの小路こうじさんの場合はまさにそれだわ。彼女にかかれば月よりスッポンの方が上等に見えるのでしょうし、ダイヤモンドよりガラス玉の方がきれいに見えるのでしょう。姫小路秋人という人間をありのままに評価するなんて、彼女にはしょせん不可能なんだわ」

「そ、そんなことありません！　お兄ちゃんはちゃんとすごい人です！　それは妹であるわたしが保証します！」

「だったら聞かせてもらいましょう。あなたのお兄さんのどのあたりがすごいのか」

「ええと、たとえばお兄ちゃんってけっこう勉強ができます！」

「この間の実力テストの順位は、下から数えた方が早かった、と聞いてるけど」

「実はお兄ちゃんって、けっこう料理とかできたりします！」

「それはあなたやぎんぎんよりも？」

「いざという時はけっこう男らしいです！」

「いざという時しか役に立たない男よりも、普段から役に立つ男の方がずっとすごいと思うのだけど」

「あと、お兄ちゃんって何気に顔がいいです！」

「まあ不細工とは言わないけど、それだけで世の中を渡っていけるほどではないわね」

「ええと……そう、お兄ちゃんはとってもやさしいです！」

「仮にそれしか取り柄がないのであれば、ずいぶん寂しい話よね。少なくともそれを理由にすごい人だと言うのは無理があるわ」

「わたしがどれだけ誘惑しても乗ってきてくれないのは、すごいことだと思います！」

「血の繋つながった実の妹の誘惑に乗らないのは、単なる社会常識でしょう」

　次から次へと僕の長所を挙げていく妹と、それをことごとく潰つぶしていく那な須す原はらさん。

　うん。妹の方がだいぶ旗色が悪いな。

　というか、僕から見てさえあまり長所になってないポイントが多いな。

「ううう～……わたしの言うことを何でもかんでも頭ごなしに否定していくのは、よくないことだと思います！」

「それも仕方のないことだわ。だってあなたが例に挙げてくることって、どれもこれも微妙なものばかりなのだから。文句があるなら、グウの音も出ないほど素晴らしい、誰だれであろうとケチのつけようのないすごいところを今すぐ挙げることね」

「うううう
 ～っ！」

　くちびるを噛かみしめて、悔しそうに唸うなる妹だけど、

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんっ！」

「ん？　なに？」

「那須原さんがあんなこと言ってますよっ！　悔しくないんですか!?
 」

「いやまあ、ねえ？　言われていることはもっともだと思うし」

「ここはひとつ、お兄ちゃんのすごいところをみなさんに見せ付けてやってください！」

「うーんごめん。正直なところ、これといってアピールできるようなことがないかも」

「そんなことないはずです！　お兄ちゃんには誰にも負けない、秘められた何かの特殊能力があるはずです！」

「いやあ……僕にはないはずだけどね、そういう設定は」

「ちゃんと考えてみてください！　ぜったい何かありますから！　そしてお兄ちゃんのすごさを満天下に証明してみせてください！」

「んーとそうだなあ……たとえばちょっとした手品ができるとか？」

「それはスケールが小さすぎます！」

「じゃあアレだ、指を使わずに鼻の穴を閉じられるとか」

「そういう一発芸的なところから離れてくださいよっ！」

　頭を抱える妹だけど、でもしょうがないよな。

　残念ながら姫ひめの小路こうじ秋あき人とは、そこまですごい人間ではない。むしろ生徒会のこの面子めんつの中に僕が入っていることが、ちょっと心苦しいくらいなのだ。

「ったく、だらしないねェ」

　と、今度は会長さんが口を開いて、

「姫小路秋人、お前さんを生徒会に引っ張り込んだのはこのあたしだ。つまりお前さんの働きっぷりはそのままあたしの評価にもつながる、ってことになる。そのへんは分かってるよな？」

「いや、まあ、それはそうなんですけど」

　言ってることはもっともだけど、有無を言わさず引っ張り込まれた側の人間としては素直に頷うなずけない話だ。

「とはいえ、お前さんの負担が軽いわけじゃない、ってのも分かる」

　と思ったら、一転して会長さんは態度を軟化させて、

「学生寮に住んでる人間はたかだか五人だし、そこまで寮長の仕事が多いわけじゃないが、それでも何だかんだで面倒が多いのは事実だぜ。そいつァ傍はたから見てても分かるし、実際お前さんはよくやってくれてると思わァな」

「うんうん。そうでしょう、そうでしょう」

「それに元々、学生寮には専任の管理人がいたらしいしな。いま姫小路秋人がやってる仕事のほとんどは、本来その管理人のやってた仕事なわけだ」

　そのとおり。

　このあいだ神じん野のさんがやってきた時にも驚かれたんだけど、本来ならちゃんとした管理人がいてしかるべきなのである、学生寮というやつは。

　事実、いま僕が使っている２ＬＤＫは、管理人のためにあてがわれている部屋であり、他ほかの生徒会メンバーが住んでいる部屋よりもぜんぜん恵まれた造りだったりするわけで。もし新しい管理人が赴ふ任にんしてきてくれるなら、僕はいつだってあの部屋を明け渡す用意があるのだ。

「つーわけで今、学生寮の管理人を探してる」

　と。

　会長さんがけっこう重大な発言を口にした。

「もうちょっと話が纏まとまってから、お前さんたちには話そうと思ってたんだがな。そう遠くない先に、理事会の承認を得た誰だれかが、あたしらの寮の管理人として赴ふ任にんしてくることになるはずだ」

「なんと……そりゃまた急な話というか何というか」

「元からそういう話はあったんだよ。まあどういう人間がやってくるかはまだ分からんけど、できるだけいい人材が回ってくるよう、あたしと学園側で話し合ってるところだ」

　ふーむ。

　何だかんだいっても聖リリアナ学園の生徒会長、やるべきことはちゃんとやってたんだな。日々の雑用に喘あえいでいる僕にとってはまさしく朗報である。

「つーわけで、これもいい機会だ。どんな管理人に来てほしいか、お前さんたちにアンケートを取ろうと思うんだが、どうよ？」

「アンケート？　どんな管理人がいいか、ってことですか？」

「おうよ。どうせなら、できるだけお前さんたちの要望に沿った人材に来てもらいたいからな。ま、どこまで要望に応こたえられるかは微妙だけどよ」

「そういうことなら、わたしはできれば男の人は遠慮したいです」

　真っ先に手を挙げたのは秋あき子こだった。

「あの学生寮って、元はといえば女子寮だったと聞いてますし、今あそこに住んでいるのもほとんどが女子生徒なわけで。そういうところに男の人が来るのは、ちょっと抵抗がありますよね、やっぱり」

「ふむ。僕なんかはあれだ、男の管理人でもぜんぜん問題ないけどね」

「それはお兄ちゃんが男の人だからです。わたしたちは女なので、やっぱりそういうのはちょっと……って思います」

「ま、それもそうか」

　確かに言ってることは分かるというか、むしろほとんど女子寮と言っていい場所に僕が住んでることの方が、けっこう問題あると思うんだけど。そのへん理事会は突っ込んでこないんだろうか。

　というか、『妹とふたりで水入らずの生活ができる場所』という当初のコンセプトは、諸事情によってすでに崩壊しているし。この際だから、居住環境というやつを根本から見直してもいい気がするな。

「うーん……僕としてはむしろ、男一人、女四人の今の構成の方が肩身が狭いというか、男の管理人が来てくれた方が頼もしいんだけどなあ。古い建物だからセキュリティはぜんぜんしっかりしてないし、いざという時は男の頭数が多い方がいいというか。たとえば泥棒とか痴漢とかに入られた時とかさ」

「大丈夫ですよ。わたしはそこそこ合気道とかできますし、生徒会長も剣道に関しては一流ですし、那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えさんも何かしら心得はあるみたいだし。泥棒とか痴漢とかが入ってきても、あっさり返り討ちに遭うのがオチですよ」

「まあね、そりゃそうかもだけど」

「あとわたしに限って言えば、お兄ちゃんに下着泥棒されるのは大歓迎ですので。いつでも盗とりにきてくださいね？」

「待て。なぜそんなところに話が飛ぶ」

「いつお兄ちゃんが来てもいいように、とっておきの下着はいちばん見えやすいところに置いてるんです」

「そんな情報は求めてません」

「あと、いつお兄ちゃんに痴漢されても大丈夫なように、身につける下着にはいつでも気を使っています」

「もっと他ほかのところに気を使おうね」

「何を言ってるんですか。わたしはお兄ちゃんに見てもらうためだけに、いつもがんばって下着を選んでるんです。お兄ちゃんに見てもらえないのであれば、下着なんて何の意味もないじゃないですか。お兄ちゃんのせいで活躍の機会に恵まれない、哀れな勝負下着たちの気持ちにもなってあげてください」

「分かった分かった。とにかく秋あき子こはアレだな、男の人の管理人は嫌だ、ってことなんだな？　よし了解、そのことは会長さんから理事会に伝えてもらおう」

　このまま話に付き合ってたらいつまで続くか分からない。強引に切り上げて話を先に進めることにする。

「ええとじゃあ那須原さんは？　新しく管理人が来るとしたらどんな人がいいと思う？」

「そうね……」

　いつもの無表情でしばし空を見つめてから、

「わたくしは可愛かわいい人がいいわ」

「いや、可愛い人って……新しい管理人の話だよ？」

　そりゃ彼女が可愛いもの好きなのは知ってるけど、こんなところにまでその趣味を持ち出されても困る。

「大丈夫よ、わたくしは姫ひめの小路こうじさんとちがってワガママは言わないわ。可愛い人でさえあれば男の人でもオーケーよ」

「いや、それはワガママを言ってないことにはならないんじゃないかな？」

「身長は百五十センチ以下、体重は四十キロ以下であることが最低ラインね」

「うん。そうやって条件をつけるのはまさにワガママだよね？」

「大丈夫よ。見た目さえ可愛かわいければ年齢は問わないわ」

「その程度の譲歩でドヤ顔されてもなあ……」

「じゃあ人種は問わないことにしましょう」

「いやだから……いや、まあいいや」

　それ以上の抗弁を諦あきらめ、首を振る僕。那な須す原はらさんの話にまともに付き合ってたら、それこそいつ終わるか知れたものじゃない。

　にしても、那須原さんの要望が通る見込みはないだろうなあ……要するに可愛くて小さい子供がいい、ってことだろ？　学生寮の管理人という仕事から最も程遠い存在だよ、それって。

「じゃ、銀ぎん兵べ衛えはどうなの？　何か意見とかある？」

「そうだね、これといって意見はないけれど」

　食後のお茶を魔法瓶から注ぎつつ、彼女は笑って、

「真面目まじめでよく働いて、ちゃんと信頼できる、それでいてひとつ屋根の下にいても不愉快な気分にならない、そんな人物がいいね。それとその管理人を採用するに際しては、ぜひ僕も面接官のひとりに加えてもらいたい。ついでに試用期間もちゃんと設けておいて、その人の働きぶりもきちんとチェックできればありがたいかな」

「……これといって意見はない、とか言っておきながら、けっこう注文が多い気がするんだけど」

「何を言ってるんだい、このくらいは当然じゃないか。仮にも生活の大部分を共にする相手を選ぶんだよ？　むしろ僕がこの程度しか注文をつけないのは、極めて控えめとさえ言えるね」

　まあそうかもしれない。

　猿さ渡わたり家は商売人の家系だし、雇用というものについては人一倍うるさいのだ。

「でもあれだ、銀兵衛の望み通りの人材ってなると、これはなかなか探すのが大変そうだな。ちょっとやそっとの求人募集を出しただけじゃ、とても見つけられそうにないけど」

「ちなみに給料は高くないぜ？」

　と横から会長さん。

「これは学生寮の管理人に限った話じゃねえけどな。リリアナ学園ってのは金こそ持ってるけど、その使い方はけっこう慎つつましいんだわ。私立の名門校にしちゃ、教職員の報酬は安い。まあそれでもやりたい、って言ってくれる人材が後を絶たないってのは、いわばリリアナのブランド力だわな。就職先としての人気の高さは、そんじょそこらの一流企業じゃ太刀打ちできねえらしいぜ？」

「はあ。そんなすごいんですか、うちの学校って」

「おうよ。リリアナで教きよう鞭べんを執っていた、ってことになりゃ、そいつのキャリアは安泰、その後の人生にも箔はくがつくってもんよ。まあもっとも、しがない学生寮の管理人にそんな箔がつくかどうかは怪しいけどな」

「……だそうだよ、銀ぎん兵べ衛え」

「探しもしないうちから諦あきらめのムードで僕を見ないでくれたまえ。見つかりそうにないからといって初めから適当な人材で妥協するのは、負け犬の考え方だよ。僕はそういうのは好まない」

「ま、そりゃそうだけどさ」

「いずれにせよ僕は、新しい管理人を歓迎するよ。学生寮の今の体制が望ましい状態じゃないことは明らかなんだ。よほど駄目な人材でなければ、僕たちの生活環境を今より良くしてくれるだろう。そのあたりは理事会を、ひいては僕らの生徒会長を、信じてあげてもいいんじゃないかな？」

「おう、よく言ってくれたぜぎんぎん。さすがはあたしの愛人候補ナンバーワン、話が分かるってもんだ」

「……いつの間に僕のランキングはそんなに高くなってたんだい？」

「ま、とりあえずはそういうわけだ」

　銀兵衛の控えめな苦情を聞き流しつつ、会長さんは『ぱん』と手を叩たたき、

「改めて言っておくが、あたしらの学生寮に管理人がやってくる。こいつは理事会における決定事項だし、常識的に考えても強いて反対する理由はない。まあ人材を選ぶについてはあたしもある程度は口を出せることになってるからよ、優秀な人材を引っ張ってくることは約束するぜ？　あたしだって、どうせなら使えるヤツに来てもらいたいからな」

　確認を取るように僕らを見渡す。

　会長さんの言い分はごくごく真っ当で、妹も那な須す原はらさんも銀兵衛も、これといって異を唱える気配はない。むろん僕も同じである。

「うっし、じゃあそういうことでよろしく頼むぜ。なんせお前さんたちの要求がレベル高いもんだから、そうそう簡単に見つかるとは思えねえけど。仲良くやれる管理人さんが来てくれることを祈ろうや」





　……というわけで、未成年者ばかりで運営されていた学生寮は、いずれ新しく管理人を迎えることになりそうである。

　楽しみでもあり、不安でもあり。





五月十日（ＰＭ０：30
 ）（学生寮・管理人室）









　で、その翌日。

　僕はぶっ倒れた。





「初期の風邪。それと過労からくる貧血」

　というのが、寮まで往診に来てくれた医者の明めい瞭りよう簡潔な診断だった。

「栄養をたっぷり摂とってじっくり休む。それ以外に治療の方法はありません。三～四日は布団から離れず、ひたすら静養にあてるのがよろしいでしょう」

　などと言いつつ、いくつかの薬を処方しただけで帰っていった。

　いやはや面目次第もない。身体からだの頑丈さはそれなりに僕の自慢であって、ここ数年というものは医者の手を煩わせることもなかったんだけど。転校やら引っ越しやら原稿の締め切りやらが短期間に重なって、さすがに身体が悲鳴を上げた、ってことなんだろう。

　ま、こうなった以上はしょうがない。

　仕事も学業もいったんストップして、健康状態の回復に努めよう。

　布団に横たわる退屈な日が数日は続くことになるだろうけど、それもまた甘んじて受け入れるしかない。肺炎とかになる前に休む時間が取れたことを感謝しつつ、しばしのあいだ養生暮らしの始まりだ。






　　　　＊







　……とまあそんな感じで、僕としては今回のことをさして重くは受け止とめていなかったのだけど。僕以外のみんなの受け止め方は、また違ったようである。

「やっちまったな。あたしとしたことが不覚の極みだぜ」

　いつもは鬱うつ陶とうしいほど快活な会長さんが、長々とため息をついて、

「部下の健康管理もできないたァ、二に階かい堂どう嵐あらしもまだまだ甘ちゃんだ、ってこったな。いい教訓になったよまったく」

「会長だけのせいではないわ。わたくしにも責任のあることよ」

　と、那な須す原はらさんも珍しく神妙な顔である。

「今にして思えば、確かにここ最近のあっきーは元気がなかったもの。当人は何も言わないし、些さ細さいな違いしかなかったから、ついうっかり見逃していたけれど……」

「それを言ったら僕も同じさ」

　銀ぎん兵べ衛えもまた、僕の不摂生を責めたりはせず、しょんぼりした様子で、

「日ひ頃ごろから長年の付き合いであることを標ひよう榜ぼうしている僕が、秋あき人との体調の変化に気づけないなんて。これで親友を名乗るなどおこがましいよ、まったく」

「…………
 」

　そして妹の秋あき子こはといえば、消沈しきった顔をうつむけて無言のまま。自分の不ふ甲が斐いなさを責めているのか、やつれた顔で枕まくら元もとにじっと座り、握った僕の手を離そうとしない。

「いやいや。ちょっと待ってよみんな」

　僕は布団に横たわったまま苦笑いして、

「僕が自分で勝手に風邪ひいて寝込んでるのに、なんでみんながそんな暗い顔しなきゃいけないわけ？　もっとこう、ほら、いつもみたいに騒がしくさ。風邪なんてひいてマヌケだなあ、ぐらいのことを言ってくれた方が、僕としても気が楽だよ？」

「お前さんはそう言ってくれるけどねぇ」

　と、会長さんが頭を振って、

「あたしらやっぱ、責任を感じないってわけにはいかねえのよ。学生寮のあれこれはぜんぶお前さんに任せっきりだったし……大げさに言や、あたしらがお前さんをこういう目に遭わせてる、って言えなくもないわけだしよ」

「まさしく大げさですよそれは。そもそも会長さんもそうだし、那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも秋子もそうだけど……みんな僕よりよっぽど忙しくしてるでしょ？　それなのに僕だけこんなザマになったのは、やっぱ僕自身のせいですよ。みんなが責任を感じることなんて何もない」

「そう言ってくれるのはありがてえが、やっぱりねえ……知らないうちにお前さんに頼りきっていたっつーか、なんだかんだでしっかりやってくれるもんだから、ついお前さんにいろいろ投げちまったつーか……」

「たまたまいろんなことが重なっちゃったんですよ、きっと。なんせ僕自身、きついきついとは言ってましたけど、こんな風に倒れるとは思ってなかったんですから。しょうがないですよ」

「しかしよ、現に今のお前さんは、声もかすれて小さくなっちまってるし」

「そりゃまあ風邪ひいてますし、寝転んでますからね。声を出しにくいのは当たり前ですって」

「顔色も悪くて、まるっきり死んでる人間と変わらないように見えるし」

「そりゃまあ、熱もあるし咳せきも出ますからね、これで顔色が良かったら単なる仮病だろ、ってもんですけど。ていうか病人の前で不吉なこと言わないでくださいよ、死んでるとかなんとか」

「す、すまねえ。つい口が滑っちまった。堪忍してくんな」

「あ、いや。そんな恐縮されると、それはそれで困るんですけど」

　長身を丸めて縮こまってしまう会長さんを、あわててフォローする僕。ちょっとした軽口のつもりだったんだけど、今の彼女にはそれも通じないらしい。

「しかしお前さんよ」

　会長さんは再び顔を上げて、

「やっぱり病院に行った方がいいんじゃないのかい？　お前さんがどうしても嫌だって言うから、簡単な往診だけで済ませちまったけど」

「行きませんよ病院なんか。単なる風邪ぐらいで」

「単なる、ってこたねえだろ、派手にぶっ倒れておいてさ。医者も過労だとか言ってたし、下へ手たすりゃ合併症で肺炎コースもあったわけじゃねえか。本来なら手足を縄で縛ってでも病院に連れていって、そのまま入院させてるところだぜ？」

「だから大げさなんですって。ほんとにヤバかったら、今こうしてしゃべることだってできないでしょ？　ちょっとした過労と風邪ぐらいで入院なんて、恥ずかしいったらないですよ。ましてそんなことが鷹たかノの宮みやの家に知られたらどうなります？　絶対ろくなことにならないのは目に見えてるじゃないですか」

「そりゃまあ、そうかもしれんけどよ」

「あ、なので絶対このことは内緒にしといてくださいね？　このまま学校を休んだとしても、何か適当に理由をでっちあげてごまかしておいてください」

「その点に関しちゃ了解した。二に階かい堂どう嵐あらしの名において保証する。んでもなあ……」

「秋あき人との医者嫌いは徹底してるからね」

　と、横から銀ぎん兵べ衛えのため息。

「昔からそうだったよ。風邪なんて数えるほどしかひいたことがないし、怪け我がもめったにしないから、病院に通う機会なんてそもそもなかったんだけど……それでも毎年ある健康診断すら、断固として受けなかったからね。どうしてそこまで極端に医者にかかるのを嫌がるのやら」

「なぜと言われてもなあ。嫌いなものは嫌いなんだからしょうがないよ」

　僕は寝転んだまま肩をすくめ、

「だいたい医者ってやつは、他人の身体からだをいじくりすぎっていうかさ。聴診器を胸に当てるのだって勘弁してもらいたいのに、そのうえ注射とか手術とか……あーもう、想像してるだけでぞわぞわしてきた。とにかく本当に命に関かかわる状況とかじゃない限り、僕は医者とはなるべく関わり合いたくない。人間ってやつは頑丈にできてるんだからさ、ちょっとしたことで薬やら入院やら言い出さなくてもいいんだよ。自然治癒力ってやつをもっと信用してあげようよ」

「……とまあ、この通りなわけだ」

　銀兵衛はお返しとばかりに肩をすくめ、

「この男の医者嫌いは、それこそちょっとした病気だよ。まあでも当人がこう言っている以上、できるだけその意志は尊重してあげたい。もちろん病状がこれ以上進むようなら、それこそ殴ってでも病院に連れていくだろうけどね」

　銀ぎん兵べ衛えの意見に、みんな納得の様子である。いやまあ、本当にやばい状態になったら、僕だって強情は言わないけどさ。妹をひとり残して死ぬわけにはいかないし。

　ちなみに僕が医者を嫌う理由は、さっき言った理由とは実は違って。血液検査やら何やらをしてるうちに、妹と血縁関係がないことがバレてしまうんじゃないか──という不安があるからである。

　実際問題としては、そう簡単にバレるものじゃないというか、治療をしている際にＤＮＡ検査なんかいちいちするとも思えないけど。それでもこう、本能的にそういうのを嫌っちゃうんだよな、つい。

「ともあれ、だ」

　会長さんが話をまとめるように、

「こうなった以上、姫ひめの小路こうじ秋あき人とには全力で休んでもらう。ひたすら休んでもらって、回復に向かって真まっ直すぐ突き進んでもらうとしようや。でもってこいつの回復を手助けするためには──」

「献身的な介護！　それしかありません！」

　と。

　それまで魂が抜けたみたいに呆ぼう然ぜんとしていた秋あき子こが、決然と顔を上げて、

「お兄ちゃんの体調不良に気づけなかった不ふ甲が斐いなさについては、今は忘れることにしましょう！　反省はいつでも、そしていくらでもできます！　大切なのはいかにして現状を改善できるかです！」

　不安げに握っていた僕の手にぎゅっと力を入れて、

「お任せくださいお兄ちゃん、可愛かわいい妹であるこのわたしが、責任をもってお兄ちゃんの病気を治せるよう、誠心誠意、一心不乱に看病します！　大船に乗った気持ちでわたしにすべてを委ゆだねてくださ──」

「ちょっと待ってもらえるかしら」

　そこで口を挟んだのは那な須す原はらさん。

　いつもの無表情に、しかしハッキリそれと分かる不快感をにじませて、

「あなたの言い方を聞いていると、まるであなたひとりに責任があり、あなたひとりで看病を担当するべきだ、という風に聞こえるのだけど。あっきーに様々なことを頼って彼の体力を消耗させたのも、彼の体調の変化に今日まで気づかなかったのも、すべてここにいる全員の責任ではないかしら」

「そうだね。僕も同感だ」

　さらに銀ぎん兵べ衛えも援護射撃。

「僕らはひとつ屋根の下に暮らす仲間であり、同じ生徒会に籍を置く同志でもあり、いわば一いち蓮れん托たく生しようの関係だ。秋あき人とが体調を崩して倒れ、たとえそれが幸いにして大事に至らなかったといって、ハイそうですかそれではご勝手に、というわけにはいかないよ。秋人の看病は僕らも請け負わさせてもらおうじゃないか」

「いいえ。それには及びません」

　がしかし、秋あき子こは断固として首を振り、

「わたしはお兄ちゃんの妹であり、この世でたった二人きりの家族です。また常つね日ひ頃ごろからお兄ちゃんに対する愛情の深さを公言しているにもかかわらず、この体ていたらくを晒さらしてしまったことは、ちょっとやそっとのことで許されるものじゃないんです。せめてわたしがここで精一杯の看病をして名誉を挽ばん回かいしなければ、お兄ちゃんに対してあまりにも申し訳なさすぎます」

「それはあなたの個人的な事情でしょう。子供じゃないのだから、自分の都合だけを主張して押し通そうとするのはやめてもらいたいわね」

「那な須す原はらくんの言うとおりだね。秋子くん、君だけが責任を感じ、君だけが秋人の看病をしたいと思っているのなら、それは了見がせまいというものだ。そもそも君の論法で言えば、この六年というものずっと秋人の親友を自負してきた僕の方こそ、君より何倍も責任を感じるべきじゃないか。むしろここは、僕ひとりが秋人の看病の役を請け負ってもいい、とさえ思うところだよ」

「ちょっと待ってもらえるかしらぎんぎん。そういう言い方をするのであれば、わたくしの方こそあっきーをひとりで看病する責任があることになるわ。なぜならわたくしとあっきーは、これから新しいお笑いコンビを結成して、お笑い界で伝説を作る予定があるのだから。コンビの絆きずなは家族よりも友情よりも強いというのは常識だし、ここはやはりわたくしがひとりであっきーの看病をするべきよ」

「そんな事情は知らないよ、というか初めて聞いたよそんな話。秋人がお笑い界に殴り込みをかけるなんて、冗談を通り越してもはや悪夢だよ。適材適所の正反対、マラソンランナーが百メートル走でオリンピックを目指すようなものだ。むしろ僕としては、秋人にはいずれ僕のビジネスパートナーになってもらって、世界を股またにかける仕事をしていければいいと思っている。彼にはそれだけの才能が十分にあるからね」

「才能があるという点はわたしも同じ意見ですけど、ふたりとも勝手なことを言わないでください。何よりもまず、これは姫ひめの小路こうじ家の問題であることを忘れてもらっては困ります。他よ所そ様さまの手を借りては面子めんつが立たないし、ここはやっぱりわたしがひとりで」

「横暴だわ。ここはやはりわたくしが」

「何を言ってるんだい。ふさわしいのはどうみても僕だろう」

「いえいえ、ここはやっぱり妹のわたしが──」

「いい加減にしねえかお前さんたち」

　紛糾する場を制したのは、会長さんの呆あきれ顔だった。

「姫ひめの小路こうじ秋あき人との回復が最優先だって言ってんのに、当の本人を前にして何を言い争ってんだ。そもそも病人が寝てる傍そばでするような話じゃねえ。自重しな」

　静かな、しかし有無を言わさない声である。

　そこには怒りの色こそないけど、聞く者を問答無用で従わせるだけの力があった。窘たしなめられた三人は返す言葉もないという態たいでうなだれ、先生に怒られた子供みたいにしゅんとしている。

　あく
 の強さでは他ほかの追随を許さないあの三人が、である。

　このあたりはさすが二に階かい堂どう嵐あらし、見事な貫かん禄ろくだった。伊だ達てに名門校で生徒会長の役を張ってはいない。

「……オーケー。だったらこういうことにしようや」

　沈黙の満ちた場を、つとめて明るい声で仕切りなおす会長さん。

「看病なんてもんは本来、やる気と能力のあるヤツが協力し合ってやればいいもんだろうが──お前さんたちのこった、一緒にやらせたらまたあーだこーだと揉もめかねん。だったらいっそ時間を決めて、代わる代わるで看病を担当することにしよう」

「時間を決めて代わる代わる？」

　バツが悪そうに黙っている三人の代わりに僕が反応すると、会長さんは「おうよ」と頷うなずいて、

「身の回りの世話やらなんやらを一切合財ひとりでやる。担当した時間帯に関しては他のやつに手も口も出させない──ってことでどうよ？　なんせ自分こそが看病をするのにふさわしい、って主張してるやつらばっかだしな。このやり方なら白黒もつけられて一石二鳥だと思うんだがよ」

「なるほど、それもそうかもですね」

　とは答えたものの、そもそもちょっとした風邪と過労ぐらいで看病なんか必要ないと思うんだけど……まあ今さらそんなこと言っても通じないよな。

「それじゃジャンケンでも何でもいいや、お前さんたち三人で順番を決めな。それで姫小路秋人の健康が回復した暁に、誰だれの看病がいちばん良かったのか決めてもらうとしようや。そういうことなら文句はねえだろ？」





同日（ＰＭ１：00
 ）（学生寮・管理人室）（那な須す原はらさんのターン）









　看病の時間は三時間交代、と定められた。

　ジャンケンの結果で決められたローテーションは、那須原さん、銀ぎん兵べ衛え、秋あき子この順。

　この三人が、僕の体調が回復するまでノンストップで、昼夜の別なく、就寝・睡眠の時間も例外なく、つきっきりで僕の看病を担当する。

　ま、ありがたい話ではある。

　看病なんていう、本来なら他人に押しつけあってもおかしくない面倒な作業を、進んでやってくれる人間が三人もいるというのだ。孤独死やら何やらが社会問題になる昨今、心から天に感謝したい幸運ではある。そもそも看病が必要なのかという疑問は別にして、身の回りの世話を細こま々ごまとやってくれるのは楽には違いないし、その方が治りが早いであろうことも自明の理だし。

　問題は、だ。

『担当した時間帯に関しては他ほかのやつに手も口も出させない』ということは、僕が寝込んでいる管理人室に入るのもまたひとりきりであり、僕と看護担当の人は必然的に、狭い密室でふたりきりにならざるを得ず、密室においては何が起こるか分からないのが世の常である、ということだ。






　　　　＊







「さあ、あっきー。わたくしがあなたの看護をするからにはもう安心よ。あなたの病気なんてたちどころに治してみせるわ」

「……いや、君はお医者さんでもなければ看護師さんでもないんだからさ。たちどころに治すのは無理じゃない？」

　トップバッターは那須原アナスタシア。

　ご存じ、不変の鉄面皮を誇る才女であり、作り物じみた美び貌ぼうの持ち主であり──そして何より家事全般の能力値が壊滅的に低い、家庭運営者としての適性が致命的に欠けている、おそらくはもっとも看護には向かないタイプである。

「というか素朴な疑問なんだけど」

「何かしら」

「君ってそもそも、誰だれかの看病をしたこととかあるの？」

「失礼ね」

　那須原さんは表情を変えないまま鼻を鳴らし、

「看病ぐらいちゃんとできるわ。仮にも現代社会で十六歳まで生きていれば、多かれ少なかれそういうことは経験しているものでしょう」

「いや、そりゃそうだけどさ。ほら、君って料理とか洗濯とかはぜんぜんダメって聞いてたから、ちょっと不安でさ」

「それはそれ、これはこれよ。確かにわたくしは家事全般について奇跡的なほどに無能だけど、こと看病に限っては話が別だわ。無能どころか、むしろ神様に愛されてるんじゃないか、というくらいに才能に恵まれているのよ」

「へえ、そりゃ意外だな。家事と看病って基本、同じジャンルだと思うんだけど。そういう例外もあるってことなのか」

　掛け算も割り算もできないのに、連立方程式だけは得意、と言ってるようなものだけど。まあ時にはそういうこともあるのだろう。事実は小説よりも奇なり、という言葉もあることだし。

「まあどちらにしても頼もしいよ。お手間を掛けて申し訳ないけど、今日はよろしくお願いするね」

「承ったわ。わたくしの医療技術の高さにせいぜい恐おそれ戦おののいて頂ちよう戴だい」

「それはそれとして、ちょっと訊ききたいんだけど」

「なにかしら」

「君って、具体的には誰だれの看病をしたことがあるの？　普通に考えればお父さんとかお母さんだろうけど……」

「いいえ。くまのぬいぐるみのジョナサンの看病よ」

「そうきたかー！」

　寝床に横たわったまま頭を抱える僕だった。

　那な須す原はらさんのことだから、看病ができるといっても何か裏があるだろうとは思ってたけど……まさか人外の無機物を看護の対象にして、それを経験として勘定していたとは。

「あっきー、いけないわ。大声を出すと身体からだに毒よ」

「大声を出させた張本人が何を言うか！」

「大丈夫よ。確かにジョナサンはくまのぬいぐるみだけど、ちゃんと魂を持っているわたくしの友達だから。彼を看病する時は、人間を看病する時と同じだけの経験値を積み上げることが可能なのよ」

「んなわけあるか！　生きている本物の熊くまを看病するとかならまだしも！」

「ちなみに看病するだけじゃなくて、わたくしは手術の腕前も確かなのよ。ジョナサンが犬に噛かまれて瀕ひん死しの重傷を負った際も、わたくしの的確で迅じん速そくな外科手術によって彼は九死に一生を得たわ」

「それは手術じゃなくてお裁縫っていうんだよ！　でも正直、家事全般がからっきしの君が、曲がりなりにもお裁縫の技術を持ってることにちょっと驚いた！」

「ちなみにジョナサンは今、縫ったお腹なかから中身が飛び出している状態よ。あと、右手と右脚を間違えてくっつけてしまってるわね」

「と思ったら失敗してるし手術！」

「大丈夫。それでもちゃんと彼は生きてるから」

「そもそも生き物じゃねえ！」

「彼の命を救うには必要な処置だったのよ。たとえこのことで彼から恨まれようとも、わたくしは甘んじて受け止とめるつもりだわ」

「だーから！　……いや、まあこれ以上突っ込んでも不毛だからやめとくけどさ！」

「お水、飲む？」

「……いただくよ」

　那な須す原はらさんの差し出したコップを、布団から起き上がって受け取る僕。

　ええい、ついつい派手に突っ込んで息切れしてしまった。これじゃ治る風邪も治らないよな。むしろ看病の逆になってるよ、これ。

「ええと那須原さん」

「何かしら」

「お水ありがとう。それから僕は、ちょっと目を閉じて休んでみるから」

「そう、分かったわ。では思う存分に休息を取りなさい。そして死んだように眠り、呼吸すら忘れて眠るといいわ。あたかもギリシャ神話における冥めい府ふの神、ハーデスの腕に抱かれるかのように」

「何でそんなわざわざ不吉な言い回しを選ぶかな……まあいいや、とにかく寝るよ。おやすみなさい」

「ええ。お休みなさい」

　いつもの無表情で傍かたわらに座る那須原さんの姿を確認しつつ、僕はまぶたを閉じた。

　身体からだ全体がだるく、節々が微妙に痛み、頭がボンヤリする。

　先ほど計った体温は三十七・八度。

　典型的な風邪の症状に加え、やはり身体の芯がズッシリ重い感じというか、僕という人間から活力そのものが失われている感じというか……なるほどこれが過労というものなのか、と実感させられる。

　でもそのくせ、頭の片隅が妙に冴さえてしまっているというか、眠ってしまおうにも思うようにいかない。我ながらこう、身体の自由が思うようになってないよな。これも体調を崩したことの弊害か……いやはや、病気になるって面倒だなあホント。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

「あっきー。何かしてもらいたいことはあるかしら」

　まぶたを閉じてからおよそ五分後。

　不意に那な須す原はらさんが声を掛けてきた。

「わたくしはこの時間帯、手段を選ばず、ありとあらゆる方法であなたの看病をする役目を負っているわ。あなたの望むことは何でもしてあげるから、遠慮なく言って頂ちよう戴だい」

「ありがとう。でも大丈夫だよ、今は特に何もないから」

「遠慮は無用よ。そうね、たとえば汗を拭ふいてあげるというのはどうかしら」

「いやいいよ。今はそんなに汗もかいてないし」

「お腹なかは空すいていないかしら」

「うん、今のところはね」

「お薬は足りているかしら」

「うん、それも大丈夫。でもありがとね、気を使ってくれて。とりあえずはまあ、もういちど眠ってみることにするよ」

「分かったわ。おやすみなさい」

　那須原さんが頷うなずくのを見届けてから、僕はふたたびまぶたを閉じる。

　それにしても既に述べた通り、僕は身体からだの頑丈さには自信があったんだけど、まさかその僕がこんな風に寝込むことになるなんてなあ。やっぱここ最近のあれこれは、自分で考えてたよりも効いてたんだろうな。鷹たかノの宮みやや有あり栖す川がわとのやり取りをはじめ、引っ越しやら転入の手続きやら……今にして思えば、一生分の労力を払ったんじゃないかってくらいにいろいろ働いたし。

　ま、いいや。

　いちばん忙しい時には倒れなかったんだから、むしろ運が良かったんだろう。この機会にじっくり休んで回復に努め、また百パーセントの状態で仕事なり勉学なりに勤いそしむ。それでいいよな、うん。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

「あっきー。何かしてもらいたいことはあるかしら」

　そしてまた五分ほどの後。

　ちょっとウトウトしかけてたところに、ふたたび那須原さんが声を掛けてきた。

「……いや。特にこれといって」

　まぶたをしぱしぱさせつつ、僕はちょっと寝ぼけ眼で、

「そうだね、それでもあえて言うなら、ちょっと眠っておきたいかなー、とは思うよ」

「気兼ねすることはないのよ。たとえば汗を拭ふいてあげるとか」

「いや、大丈夫。汗はかいてないから」

「じゃあ、下半身を拭いてあげるというのはどうかしら」

「……なぜ全身ではなく下半身に狙ねらいを絞るの？」

「では、今は特に何も必要がないということね」

「うん、そんな感じかな。ありがとね、いろいろ心配してくれて」

「礼には及ばないわ。それじゃおやすみなさい」

　相も変わらぬ那な須す原はらさんの鉄面皮に笑いかけてから、僕は布団をかぶり直す。

　しかしアレだな。

　ほんの一ヶか月げつ前までは、まさか那須原アナスタシアからこんな風につきっきりの看病を受けることになるとは、想像だにしなかった。それも僕と妹がふたりきりで暮らすはずだった、この学生寮の管理人室において、である。

　まさに縁は異なもの味なもの。この先もきっと生きている限り、合あい縁えん奇き縁えんという言葉を折に触れては意識させられる日々が続いていくんだろう。良くも悪くもそれが人生の醍だい醐ご味みってやつであり、自分の身に降り掛かってくる様々な縁と上手に付き合っていくことが、きっと賢い生き方なのだ。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

「あっきー。何かしてもらいたいことはあるかしら」

　そして三度かけられる同じセリフ。

「……えーと。いや、特にしてほしいことは何もないけど」

「控えめなのは日本人の美徳だけど、こういう時ぐらいはどんどん人に頼ればいいと思うわ。汗を拭くぐらいなら、わたくしにだっていつでもできるのだから」

「……ていうか、君にとっての看病ってそれしかないの？」

「そんなことはないわ」

　と、表情を変えずに否定する那須原さん。

　そして『そんなことない』と言いつつも、次のリアクションはない。布団の傍かたわらで正座した姿勢を崩さず、焦点が合っているのかいないのかよく分からない目で、どこかあらぬ虚空を見つめている。

（…………
 ？）

　これまでも繰り返し述べたとおり、那須原アナスタシアは顔の筋肉がほとんど動かないタイプの人間である。

　雄弁ではあるものの常に泰然自若とした彼女の風情は、学園において氷の女神のように評されていて、その美び貌ぼうとも相まって周囲の人間からはちょっとした神格化さえされているのだけど……何か今日は、おかしい。

　ここまでの流れとかも、彼女特有のいつものネタ振りかと勘ぐってみたけど、それにしてはボケの畳みかけも甘いし。

　クールな見かけとは裏腹に、意外に沈黙が苦手──なのだろうか？　まあよく舌の回る子だし、その線で納得できなくもないけど。でも彼女の舌が存分に回るのって、生徒会の人間といっしょの時か、学生寮にいる時か、そのどっちかなんだよな。

　…………
 。

　ん？

　ひょっとしてひょっとすると、だけど。

「ねえ那な須す原はらさん」

「なにかしら」

「君、パッと見はいつもどおりだけど……もしかして今、めちゃくちゃテンパってる？」

「なに言ってんのよバーカ」

　那須原さんは大げさなアクションで肩をすくめ、

「そんなわけないでしょ、なんであたしがこの程度のことでテンパらなくちゃいけないわけ？　ほんとウザいしそういう勘違い。というかむしろぜんぜん余裕だし。いつも通り超普通で、緊張もぜんぜんしてないし」

「うん。やっぱテンパってるね」

　テンパってるどころか、動揺のあまりキャラが変わってるよ。

「そんなことはないわ。わたくしはあくまでもいつも通り、まったくの通常運転よ」

「そうかなあ？　そうは見えないけど」

「いいえそうなのよ。そのことは地球の自転速度と同じレベルで永久不変のこと。あたかも正確無比に組み込まれたプログラムがバグとは無縁であるのと同じように、あたしはあたしという人格であり続けるのだわ。わたくしがテンパっているなどというのは、裁判なしで銃殺刑にされても文句の言えない暴言であることを自覚しなさい」

「うん、そっか。ごめんね。……ところで君、しゃべり方は直ったけどまだ一人称が直りきってないよ？」

「空耳でしょう。わたくしは一人称を間違えてなどいないわ」

「いやー。さすがにその言い訳は通らないと思うけど」

「どうあっても事実をねじ曲げたいというのであれば、証拠を見せて頂ちよう戴だい。それは何年何月に起きた話？　何時何分何秒に、わたくしはそんな失敗をしたのかしら？」

「あーうん。分かった。とりあえずごめん」

　とりあえず謝っておく僕だけど、むしろこんな態度を取られたら白状しているも同然だと思う次第である。

　しかし意外だな。

　ネタでやってる時を除けば、表情も変わらなければ声のトーンも変わらないのが那な須す原はらアナスタシアという人だったはずだけど。こういう状況では彼女の本来の姿が出せなかったりするのか。

　まあ看病なんてのは、家事全般が苦手な彼女にしてみれば小学生が微分積分をやらされるようなものかもしれないし。おまけに話の流れ的に僕とふたりきりになって、ひとりで看病しなくちゃならないもんな。誰だれかに頼って教えてもらうわけにもいかないし、本とかネットとかで調べることもできない……これだけアウェーな状況であれば、普段の彼女らしさが発揮できないのも無理はないか。

　でも、そんな状況にもかかわらず。

　彼女は今ここにいてくれている、というわけで。

「ねえ那須原さん」

「なにかしら。わたくしのキャラの不一致についてこれ以上追及しようというのであれば、この問題は法廷まで持ち込むことになるわよ」

「いや。その話はもういいよ」

「ふ、その手には乗らないわ。口ではそんなことを言いつつわたくしの油断を誘って、裁判で有利になる証言を引きだそうという魂胆ね」

「いやいや。この程度の問題で弁護士を雇う気はないから僕は」

「ふ、そんな浅はかな嘘うそでわたくしを騙だまそうとしてもそうはいかないわ。むしろ甘言をもって誘導しようとするあなたの態度に対し、わたくしは断固たる態度をもって──」

「ありがとう那須原さん」

　とことん疑うたぐり深ぶかい生徒会副会長へ、僕は布団の中から笑いかける。

「苦手なことだらけでテンパってるし、病人の看護なんて得意じゃないだろうに、それでも僕のために何か手助けしようとしてくれてること……とても嬉うれしいよ。実際、君がそばに居てくれるだけでもぜんぜん違うというか、心強いというか。とにかくありがとね」

「…………
 」

「それとたぶんあれだよね？　変にふさぎ込んだり、重い空気になったりするのも良くないと思って、それでなるたけいつも通りに振る舞ってくれてるんでしょ？　病は気からという言葉もある通り──って、君ならそんなセリフも言いそうだもんね」

「…………
 」

　僕の言葉をどう受け取ったものか。

　那須原さんは先ほどの姿勢のまま──つまり正座の格かつ好こうで、どこを見ているとも知れない瞳ひとみを明後日あさつての方角に向けたまま、無反応を維持している。

　あ。

　かと思いきや、正座のままくるりと反転して背を向けてしまったぞ？

「那な須す原はらさん？」

「今日は日差しが強いわね」

　後ろを向いたまま、那須原さんは手のひらで首のあたりを扇あおぎつつ、

「こう日差しが強いと、暑くて眩まぶしくてどうにもならないわね」

「そうかなあ？　まだ五月だし、むしろちょうどいいくらいの天気だけど」

「わたくしのように目の色が薄くて肌が白いと、そういうわけにはいかないのよ。せめてサングラスでもつけていれば問題ないのだけど……というわけで申し訳ないけれど、ちょっと座る位置を変えさせてもらったわ」

「そっか。そりゃまあ大変だね。……ところで那須原さん」

「なにかしら」

「なんかさっきから、耳の辺りが真っ赤になってるけど」

「……目の錯覚でしょう。もしくは光の加減でそう見えるだけよ」

　あくまでも反はん骨こつ心しん旺おう盛せいな生徒会副会長だった。

　せっかく褒ほめてるんだし、素直に受け取ってくれればいいのに。

　でもまあいいか。

　今しがた口にもした通り、僕は彼女が傍そばにいてくれることを心強く感じている。

　何もしてくれなくたって──あるいは看護とは程遠いケアしかしてくれず、むしろ病状にはマイナスの影響しかなかったとしても、それでも僕は、彼女に傍にいてほしいと思っている。

　那須原アナスタシアと出会ってからまだ二ヶか月げつだし、客観的にみれば彼女との間で交わしたコミュニケーションは大概なものばかりとも思うけど。だけど僕の脳みそは、すでに彼女をその程度には近しい人間として認識しているみたいで。

　うん。いいことだ。

　聖リリアナ学園に転入してわずかの期間でこういう知己に巡り会えたというのは、望外の幸運と言っていいだろう。妹が通っている学園だから、という理由で、ちょっと無理をして名門校に籍を移した僕だけど、結果としてその判断は間違ってなかったようである。

「──ねえ、あっきー」

　と。

　後ろを向いたままの那須原さんが、不意に言葉を発した。

「ひとつ思いついたわ。汗を拭ふく以外の看病のやり方を」

「お？　そうなんだ？」

　そいつは朗報だ。

　僕は一刻も早く風邪を治したいし、今の時間は那な須す原はらさんにすべてが委ゆだねられている。彼女が彼女自身の技術で僕の回復に貢献してくれるのであれば、これほど嬉うれしいことはない。

「そりゃいいね。ぜひお願いしたいな」

「分かったわ。お願いされましょう」

「で？　具体的に何をどうするわけ？」

　定番だとまあ、冷やしたタオルをおでこに乗せたりとか？　あとは膝ひざ枕まくらをしてもらって子守唄うたを歌ってもらうとか……いや、こういうのが許されるのは子供の時だけか。あとはまあ、おかゆとかを作って食べさせたりとか、薬を飲ませたりとか。

　うん。

　こうして考えてみると意外に数は少ないんだよな、風邪の看病の種類って。基本的に栄養を摂とってひたすら休む以外にどうしようもないんだから、当たり前と言えば当たり前なんだけど──

「そうね。まずは目を閉じてもらえるかしら」

　とか思っていたら、那須原さんの口から出たのは想定外の言葉だった。

「え？　目を閉じる？　なんで？」

「なんで、と言われても、それが必要だからとしか答えようがないわ」

「……四の五の言わず寝てろ、ってこと？　そりゃまあ確かに、最終的には寝てる以外にどうしようもないんだけどさ、風邪ひいてる時ってのは」

「そうじゃないわ。必要なのは目を閉じていることであって、眠っていてもそうでなくてもどちらでもいいのよ。……いえ、でもどちらかと言えば眠っていてもらった方が都合がいいかしらね」

　よく分からないオーダーだった。

　眠っていても問題ないなら、最初からそう言ってくれてもいい気がするんだけど……そもそもさっきから、僕はそうしようとして四苦八苦してたんだし。

「いわばおまじないのようなものよ」

　那須原さんは重ねて言う。

「おまじないは信じていないと効果がないものだし、時に合理的とは言えない手順を要求するものでもあるわ。おまじないの効果を得たいのであれば、大人しく従っておくのがいいでしょう」

　なるほどそういう方向もあったか。

　科学の進んだ現代においてはすっかり廃すたれてしまったけど、スピリチュアルでシャーマニックなやり方による風邪の治療法というのも、確かに存在するのだった。僕自身はお世辞にもそういうのを信じてないんだけど、那須原さんからのせっかくの申し出である。ありがたくお願いするとしよう。

「分かった。じゃあよろしく頼むよ」

「よろしく頼まれたわ。それじゃあ目を瞑つぶって頂ちよう戴だい。決して目を開けてはだめよ」

　言われるままに僕はまぶたを下ろす。

　もとよりこうして休息をとるのは僕が望んでいたことだ。理由さえ分かれば否やはない。

　さて。

　いったい那な須す原はらさんはどんなおまじないをしてくれるのだろう？


「……すーはー……すーはー……」


　耳を澄ませていると、かすかに深呼吸を繰り返しているような音がする。精神を集中させるために必要なのかな？　だとすればいやに本格的だなあ。


「……すーはー……すーはー……」


　さらに続く深呼吸の音。

　時に大きく深く、時に小さく浅く。

　こうしてじっと聞いてると、緊張と緩和を繰り返してるようにもみえる……精神統一を図っているというより、単に決断を下せずに右往左往しているようにも受け取れるのだけど、風邪のおまじないをするのにそこまでためらう理由もなかろうと思うわけで。いやほんと那須原さん、何しようとしてるんだろうね？

　で、そのまま数分が経過。

　さすがにちょっと痺しびれが切れてきた。

　さっきから不規則な深呼吸を繰り返してるだけで何の進展もない……これは一声かけた方が良くないかな、さすがに。

「……あの」

「黙って」

　即応で返ってくる拒絶の声。

「目を閉じてるだけではなくて、口を開くのもだめよ。でないと、わたくしのなけなしの勇気が──もとい、わたくしがせっかく研ぎ澄まそうとしている集中力が途切れてしまうわ。聞き分けのいいお人形さんみたいにじっとしていて頂戴」

「あーうん、まあ。そうしろって言うならそうするけどさ」

「動くのもだめよ」

「動くのもか」

「でも息をするのはＯＫよ」

「そりゃそうだろ」

　なんてやり取りをしつつ、言われたとおりに口を閉じ、身体からだも固定する。

　しかしホント、ここまで回りくどいことをして、一体どんなおまじないが飛び出すんだろうね？

　霊れい験げんあらたかで、真剣きわまるおまじないなんだろうか？

　それともおちゃらけたコメディ寸前のおまじない？

　うーん、どっちも有りえそうな気がするなあ。那な須す原はらさんって基本的に行動の読めない人で、たとえるならびっくり箱とか玉手箱みたいな人だからなあ。ていうか、この体勢でいるのはどうかと思うんだよな。だって目を閉じて、身体からだを動かさずに、息をしているだけってのは、要するに人間が睡眠をとる時の体勢なわけだよね？　そんなのってさ、過労気味で風邪ひいてる僕にとっては、もう眠ってしまう以外に選択肢がないってことなわけだよ。そりゃまあ、那須原さんも『眠っていた方が都合がいい』みたいなこと言ってたし、睡眠をとるのは病人の仕事みたいなもんだけど、それにしたってこの状況で寝ちゃうのはどうかと思うわけだ。せっかく那須原さんが僕のためにおまじないをしてくれるんだし、何をどうするのか見届けなけりゃ失礼に当たる。僕の両親は割と破天荒な人たちだったけど、それでも最低限の礼節は教えてくれたし、僕は少なくともその限りにおいては折り目正しい人間でありたいと思ってるし、姫ひめの小路こうじ家の嫡ちやく男なんとして恥じることのないよう、日々の研けん鑽さんを怠おこたってはならず──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　はっ!?


　いかんいかん。言ってるそばからウトウトしてしまった。これじゃあ那須原さんに申し訳が立たない。わざわざ彼女が精神統一までしておまじないをしてくれるというのに、僕が寝こけていたら失礼にもほどがある。いかにも寝てくださいと言わんばかりのこの状況であっても、礼儀は礼儀としてきっちり守らないと。

　──みたいなことを思いながら、僕は重たいまぶたを開けて。

　そこに那須原さんの姿を発見したのだった。

　ついさっきまでみたいに、背中を向けてちょっと離れた位置に居たわけじゃない。

　目の前である。

　布団で仰あお向むけに寝ている僕の、まさに目と鼻の先。睫まつ毛げの数が軽々と数えられそうな、くちびるから漏れる息が肌に触れそうな距離に那須原さんは居て。ぎゅっと目を閉じ、心なしかわずかに肩を震わせつつ、そこに居るのだった。

　おまけにいったい何がしたいのか、至近距離で目を閉じたまま、上下左右にふわふわとポジションを動かしていて──それも僕のおでこのあたりから、次にほっぺたのあたり、さらにはくちびるのあたりまで移動してきて、かと思えばまたおでこのあたりに戻っていく、みたいな謎なぞの動きで。まるでダウジングで宝探しでもしているような、あるいは晩ごはんの席で次に食べるおかずを何にしようか迷っているような、そんな按配である。

　実に、まったくもって謎なぞの動きだった。

　でもって疑問に思う以上に不意をつかれた僕は、特に深く考えることなく、思ったことをそのまま口にしていた。

「え？　何してるん？」

「────
 !?
 」

　驚きに目を見開き、びくっと肩を震わせて動きを止とめる那な須す原はらさん。いや、驚きたいのは僕の方なんだけどな……。

　そのまま見つめ合うことしばし。

　盗み食いを見み咎とがめられた猫みたいに硬直していた那須原さんに、ゆっくりといつもの無表情＆クールさが戻ってきて。

「……何をしているのかしら、あっきー」

「えっ？　何をって、それはむしろ僕が言うべきセリフなんじゃ……」

「目を閉じて口をつぐんでじっとしていて頂ちよう戴だいと言ったのに、なぜ目を開けて口を開いて身動きを取っているのかしら」

「あー、いやそれはまあ、なんというか。ほらよくあるでしょ？　ウトウトしてたらつい『びくっ』ってなっちゃうこと。目を閉じてからだいぶ時間があったからさ、ついつい居眠りしちゃって、それで」

[image: ]


「それはつまりあれかしら。わたくしの行動が遅かったことについて、暗に批判しているということかしら。わたくしがもっと早く行動していればこんなことにはならなかったと、逆ギレして責任転嫁しているのかしら」

「いやいやいや。そういうわけじゃないよ。訊きかれたことに正直に答えただけで、別にそれ以上のことは──」

「あまりわたくしの言うことが聞けないようだと、今度から息をするのもＮＧにするわよ」

「待て。殺人はよくない」

「ふう。これではせっかくのおまじないが台無しだわ」

　と言って僕から離れ、しきりに髪をかき上げる仕草をする那な須す原はらさん。

　ちなみに彼女は短めのツインテールに髪を纏まとめているので、手でかき上げるような位置に髪はないのだけど。あと、無表情＆クールさは戻ってきているけど、さっきからずっと顔が真っ赤なままだ。

「わたくしのなけなしの勇気がすっかり消し飛んでしまった──もとい、おまじないに必要な宇宙エネルギー的な何かが、きれいさっぱりおじゃんになってしまったわ。これではこの先を続けることは不可能ね」

「そっかあ……いやごめんね、僕が不用意なことしちゃったばかりに」

「まったくだわ。大いに反省することを要求するわ」

「ごめんごめん、反省するよ。……で、結局なにをしようとしていたの？　わざわざ僕に目を閉じさせて、僕に顔を近づけてさ。それもなんだか奇妙な動きをしてたけど」

「それは……そんなのは、今となってはどうでもいいことだわ。失われた可能性について論じることは、こぼれたミルクを嘆くのと同じくらい不毛なことよ。過ぎ去った出来事にこだわらない、おおらかな性格のわたくしとしては、常に未来に目を向ける前向きな人間でありたいと思っているのだから」

　とか言いつつ、ぷいっとそっぽを向いてしまう那須原さんだった。

「ちなみにいちおう確認しておくけれど」

　と、後ろを向いたままさらに後を続けて、

「言うまでもなくわたくしは、あくまでもあなたの風邪を治すためのおまじないをしようとしていたのであって、あなたが目を閉じている隙すきにキスをしてしまおう、などと企たくらんでいたわけではないわ。まして直前になってためらいを覚えてしまった上に、おでこにキスするべきか、ほっぺたにキスするべきか、くちびるにキスするべきか、迷ってしまったなんてことはないし、あなたにいろいろ図星を衝つかれてしまったことに対する腹いせの意味も兼ねてそういうことをしようと思ったわけでもないから。そのあたりは勘違いしないで頂ちよう戴だい」

「……なんか、妙にピンポイントなところを弁解してくるよね」

「仕方のないことだわ。そういうピンポイントな勘違いをする人だって、ごく稀にいなくもなくもないのだから」

「ええと、てことはつまり？　キスしようとしてたように見えたのは、あくまでもおまじないのための行動がそう見えてしまっただけ、ってことでＯＫ？」

「その通りよ。そして一応これも弁明しておくけれど、キスしたあとに『これが風邪の治るおまじない』などという気障ったらしいセリフを吐くつもりなんて、これっぽちもなかったから。その点も承知していてもらいたいわね」

　そっか。

　まあ彼女がそこまで言うならそうなんだろう、と信じるしかない。信じなければ信じないで、何をされるか知れたものではないし。

　いや、しかし残念だな。

　となると僕は、せっかくの那な須す原はらさんの看病＝おまじないを受けるチャンスを逃してしまったわけだ。今さらもう一度お願いしたいと言ったところで、完全にタイミングを逸してしまった感があるし、もう後の祭りだろうな……ふたたびチャンスを掴つかみたければ、いずれまた風邪をひいて寝込んでみるしかない。

　もっとも僕は、もう二度と風邪なんかひくつもりはないので、ひょっとしたら二度とそんな機会はやってこないかもしれないけど。

　……うん、でもまあ。

　これはあくまでも僕のカンなのだけど、那須原さんの看病には何やら危険な香りがしないでもない。だからまあ、今回はこのあたりで満足しておくのがいろんな人のためになりそうな気がするので、むしろこれでよかったのだと思うことにしようかな。うん。





同日（ＰＭ４：00
 ）（学生寮・管理人室）（銀ぎん兵べ衛えのターン）









　傍そばにいてくれるだけでも安心、というのは、確かに看護のひとつの形であると思う。

　孤独と孤立に患者を溺おぼれさせることこそ、彼もしくは彼女の心を蝕むしばみ、身体からだの回復にとって最も大切な『治ろうとする気力』をじわじわ奪っていく。ことさら実証や説明などするまでもなく、誰だれから見ても明らかな、それは確固たる経験則であろう。

　しかしながら行動力に長たけた僕の親友は、そんな受け身の姿勢を用いることを良しとしなかったようである。

「さあ秋あき人と。僕が来たからにはもう安心だ」

　那な須す原はらさんと交代で看護の任についた銀兵衛は、何年もベンチを温めてきた補欠の選手に一世一代の出番が回ってきた時みたいに鼻息荒く、

「安心してこの僕にすべてを委ゆだねてくれたまえ。猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみが知りうる限りのあらゆる手段でもって、君に巣くった病魔を取り除いてあげようじゃないか」

「あーうん、ありがと。……ていうか」

　僕は苦笑いしつつ、親友が持ち込んできた荷物に目をやる。

　これからエベレストの登頂にでも挑もうとしているかのような、でっかい登山用バックパック──そこへこぼれんばかりに中身を満載し、彼女は僕の看病に臨もうとしているらしいのだけど。

「ちょっとこう、大げさすぎない？」

「三時間の猶予があったからね。方々を駆け回って、それなりの準備は整えることができたよ」

「いや、それはありがたいんだけど……たかが風邪の看病をするにしては、ねえ？」

「風邪は万病の元だよ。そしてそれ以上に、風邪というものはとても恐ろしい病気なんだ。おそらくは君の言う『たかが風邪』こそが、神かみ代よの昔よりもっとも多くの人類の命を奪ってきた病だと僕は思うね。その発症率の高さ、撲滅の困難さでいえば、あらゆる難病や疫病をはるかに上回る。たかが風邪だと甘く見て高をくくって、それでもし君に万一のことがあったら、それは悔やんでも悔やみきれない失態として、僕の人生にとっての重大な汚点となってしまう」

　まさしく大げさだなあ、とは思うけど、これも親友の気遣いだ。突っ込むのは野や暮ぼというものだろう。

　でも、それでも、である。

　バックパックの隙すき間まから、鍋なべとか包丁とかの調理器具が見えるのはともかくとして、御ご幣へいや御お札ふだらしきものが見え隠れするのはいったい何なのだろう？

「古来より、神頼みも立派な看護のひとつさ」

　僕の視線に気づいたのか、銀ぎん兵べ衛えがしたり顔で解説してくれる。

「どれだけ現代科学が進歩して、どれだけ医療技術が高度になろうとも、複雑怪奇きわまる人の心を完全にはケアしきれない。そこで登場するのが、シャーマニズムをはじめとするスピリチュアルな治療法というわけだ。猿さ渡わたり家伝来のまじないは、君の気力を補強・促進するのに、十分な役に立ってくれるだろう」

「いやー、そう言ってくれるのはありがたいけど。『神頼み』って口で言っちゃったら身も蓋ふたもないというか、ぶっちゃけあまり効く気がしないんだけど」

「大丈夫。猿渡家のまじないは、それでもなお効く
 」

　自信満々の銀兵衛だった。

　確かにまあ、そこまで断言されればちょっとは信じてみてもいいかな、って思えてくるよな。無神論の信奉者であることに関しては、ちょっとした自負のある僕でさえも。

「まあ安心してくれたまえよ。まじないはあくまでも選択肢のひとつにすぎない。言っただろう？『猿渡銀兵衛春はる臣おみが知りうる限りのあらゆる手段でもって』ってさ。僕は少なくとも今回に限っては──いや今回に限らずいつだって、君の病気を治すためにできることは何だってするんだよ」

「そっか。うん。そこまで言ってくれると、確かに頼たより甲が斐いがあるよな。そのバックパックの膨らみは、いわゆる論より証拠ってやつなんだろうね」

「そういうことさ。……さあ、それでは始めるとしよう」

　鼻息も荒く宣言し、銀兵衛は腕まくりをする。

　まるでこれから生死に関かかわる大手術でも始めるような、大層な気合の入れ方だ。





　そうして始まった彼女の『看病』は、なるほど実に彼女らしいものであった。

「古今東西あらゆる戦争において、勝利を得るためにもっとも重要であり、なおかつ基本中の基本であったのは、補給線の確保だ。『腹が減っては戦はできぬ』という言葉は、実に単純明快な、子供にでも理解できる至言だろうね。むろん、健康を勝ち取るための戦いである風邪において、栄養補給こそが肝心要であることは言うまでもないだろう」

　……なんてことを銀兵衛は力説していたけど。なるほど、彼女が持ち込んだバックパックの中身の多くは食料品で占められていた。

「そうだね、最初はやっぱりこれかな」

　と言って彼女がまず作ってくれたのはお粥かゆである。

　神しん仙せん粥がゆという、香ほん港こんでよく食べられるお粥だそうで。風邪の治療に効こう果か覿てき面めんとか何とか。

　効果の真しん偽ぎはともかく、ネギと生姜しようががたっぷり入った鶏とりがらベースの柔らかいお粥は、まさしく五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡る美う味まさだった。風邪なんかひいていなくたって毎日食べたい絶品である。

「気に入ってもらえて嬉うれしいよ。じゃ、お次はこれなんかどうかな」

　続いて登場したのは、こういう時の定番である玉子酒。

　卵と砂糖に日本酒を加え、とろ火でゆっくり混ぜるだけ。材料は身近なものばかりだし、作り方もいたって簡単──ではあるのだけど、実際に飲むのはこれが初めてである。

　普段はあまり口にしないタイプの食材の組み合わせだけに、ちょっとおっかなびっくり口をつけてみたのだけど、これが意外にも美う味まい。

　たぶんこういうカクテルとかあるんじゃないか、という味で、牛乳とバニラエッセンスを足したらプリンと間違えちゃいそうな……そんな感じ。

「美お味いしいだろう？　わざわざ熱あつ燗かんに適した日本酒を知り合いに選んでもらったからね。もちろん卵も砂糖もこだわりの品だよ」

　と言って銀ぎん兵べ衛えは胸を張った。

　とはいえ僕は未成年だし、別に酒飲みでもなんでもないから、そこまでこだわらなくても……とは思うけど。これも気遣いのひとつの形なのだろう。実際問題、風邪でちょっと弱り気味のメンタルにとって、こういう真心は素直にありがたい。

　その後も銀兵衛のバックパックからは様々な物資が登場した。

　黒焼きにしたにんにく。

　ごぼうを乾燥させたもの。

　カミツレの花を煎せんじたもの。

　みかんの皮を粉末にしたもの。

　キンカンを砂糖で煮付けたもの。

　その他もろもろの、なにやら薬効ありそうな食材を、様々な手法で調理し、食べさせてもらった。

　まさしく総動員の総力戦。むしろここまでちゃんぽん
 にしちゃっていいのか、ってくらいのフルコースである。料理が得意な銀兵衛ならではの、怒ど涛とうの栄養補給だった。

「うえっぷ……さすがにもうお腹なかいっぱいかな」

「おや、もういいのかい？　まだまだ奥の手がいっぱいあるのだけど」

「これ以上食べたら風邪以外の何かで身体からだを壊しちゃうよ。……いや、でもほんとありがとね銀兵衛。この手の民間療法的な食べ物って、あんまり美味しいイメージはなかったんだけど、今日出してくれたのはぜんぶ美味しかった。さすがだね」

「ふふ、そう言ってもらえて嬉しいよ。それじゃあぼちぼち第二段階に移行しようか」

「第二段階？」

「この程度で僕の看病が終るとでも思ったのかい？　栄養素や薬効成分の摂取なんて、まだまだ序の口さ」

　そう言って銀ぎん兵べ衛えは片目をつむり、さらなるケアを試みてくれた。

　梅干を潰つぶしておでこに貼はる。

　お酒をしみこませた布を喉のどに貼る。

　薬草から採ったオイルを焚たいて、その香りを嗅かがせる。

　……などなど。

　どの程度の効果が見込めるのか、そもそもどこの文化圏の治療法なのかも不明な、民間療法的なもののオンパレード。さらには先ほど垣かい間ま見みた御お札ふだや御ご幣へいなどを用いておまじないらしきものをしてくれたりと、さながら風邪の治療法の万国博覧会のような様相を呈してきた。

「いや、しかしすごいな。よくこれだけ色んなやり方を用意してきたね」

「僕の持てる知識や人脈を総動員したからね。短い時間しかなかったけど、最大限やれるだけの用意はしてきたつもりだよ」

「というか、さすがにいろいろやりすぎじゃない？　やれることはすべてやるにしても、ちょっと見境がなさすぎるというか」

「構わないさ。よほど相反するものでない限りはどんどん積み重ねていった方がいい、というのが猿さ渡わたり家の考え方でね」

「それにしたってねえ……なんか僕、自分が実験動物にでもなったみたいな気分になってきたんだけど」

「患者なんてもとよりそういうものじゃないか。薬漬けにされたりメスを入れられたり」

「その言い方はさすがにぶっちゃけすぎだよ……」

　とはいえ、たかが風邪のひき始めやちょっとした過労程度でここまで徹底したケアをされることなんて、普通はない。効果のほどはともかくとしても、この親友が僕に対して親身にしてくれてることは十分に伝わった。

「銀兵衛」

「うん？　なんだい？」

「ありがとね。三時間やそこらでここまで用意するのは大変だっただろ？　嬉うれしいよ本当に。恩に着る」

「うむ。そう言ってもらえれば重ちよう畳じようだ」

　にっこり、満足げに笑う親友だったけど、

「……あー。ところで秋あき人と」

「ん？　なに？」

「体調の方はどうだい？　少しは良くなったかい？」

「もちろん良くなったよ──って言いたいところだけど。僕が倒れたのはついさっきだし、銀兵衛のやってくれたあれこれもたった今の話だし。さすがにまだ、ねえ？」

「うん、それはそうか。うんそうだよね」

　なにやら焦ったように、こくこくひとりで頷うなずく銀ぎん兵べ衛え。

　……なんだろ？　ちょっと彼女の様子がおかしいような？

「ええとだね秋あき人と」

　銀兵衛はこほんこほんと咳せき払ばらいしながら、

「君も知っての通り、僕の実家は商売人の家系だ」

「うん。そうだね」

「そして商売人というのは人脈を大切にする。どんな大金よりも、どんな価値のある商品よりも、人と人との繋つながりこそが大きな利益を生み出すからね」

「うん。そりゃそうだ」

「とはいえ困ったことに、人脈というものはお金や商品を扱うよりもはるかに難しい。まあお金や商品よりプライオリティの高いものなんだから、当たり前といえば当たり前だけど、それにしたって人脈をケアするリスクは相当なものだ。現に今日も、風邪の治療法を集めるに際してはいくつもの恩義を負債として抱え込んでしまった。むろんこの場合の負債は、裏を返せばプラスの価値を持つ資産でもあるわけで、そこが人脈の面白いところではあるのだけど、しかしながら──」

「……ええとごめん銀兵衛。すっごい申し訳ないんだけど、君のビジネス論についての話は風邪が治ってからでもいいかな？　せっかくいろんなケアもしてもらったことだし、しばらくゆっくり休んだ方がいいかな、と思うんだけど」

「あっ、ご、ごめん！　僕としたことがつい」

　恐縮して肩をすぼめ、しきりに銀兵衛は咳払いを繰り返す。

　うん。やっぱなんかおかしいな。

　泰然自若とした態度こそが、彼女の基本スタイルのはずなんだけど。目の焦点がふらふらさまよっているし、言葉尻じりもなんだか上ずり気味。

　これはあれか、緊張の表れなのか？　だとすれば銀兵衛にしてはめずらしい──というより、かつて僕が一度も目にしたことのないレベルの緊張なんだけど。

　なんだろう。なにか重要なことでも口にしようとしているのだろうか？　それも、彼女をここまで硬くさせるような何かを？

「ええと、つまりだね秋人。なるべく手短に言うとだね」

「うん」

「これまで僕は君に対して、様々なケアを試みてきたけど。まだ試していない、とっておきの方法が残っていたりする」

「あ、そうなんだ？」

「うむ。その方法はね、猿さ渡わたり家に代々伝わる治療法でね。風邪だけでなくあらゆる病に対して効果があるという、大変に素晴らしいものなんだ」

「あらゆる病に？　そんなすごい治療があるの？」

「うむ、あるのだ。実を言えば僕も半信半疑ではあるんだけど、今回の件に際して様々な筋から情報を集めてみたところ、確かにその方法が有効であるという証言を得ることができた。ちなみにその情報は、僕と秋あき人との関係をよく知る人物からもたらされたものだったのだが……」

　しどろもどろに説明する銀ぎん兵べ衛えである。

　というかアレだ。

　ここで突っ込むのは野や暮ぼだと承知の上で、それでもあえて言うけど。彼女の説明ってあんまり手短じゃないよなあ。もう既にして十分なケアを施ほどこしてもらったことだし、ここから先に必要なのは新たなケアじゃなくて、ひたすら休養することだと思うんだけど。

　ふむ。

　あれだな、ここは親友の親切を無駄にしないためにも、とっておきの治療とやらを遠慮しておいた方がいいかもしれない。

「あのさ銀兵衛」

「ん？　なんだい？」

「ありがたい話ではあるんだけど、君の家に代々伝わる治療法ってやつはまた今度お願いするよ。そのうち機会もあるだろうし」

「ば、何を言うんだい！」

　目をまん丸にして、親友はいよいよ焦った様子を見せつつ、

「これまでやってきた治療は、料理で言えばあくまでもオードブルに過ぎないんだよ？　メインディッシュを食べずに席を立つ客がどこにいると？」

「そりゃまあそうだけどさ……でも銀兵衛のフルコースって、前菜だけでお腹なかいっぱいになっちゃうというか何というか」

「だめだよ秋人。このまま治療を終えてしまったら、僕がせっかく苦労した前フリも無駄に──じゃなかった、せっかく周到に用意した布石が水泡と帰してしまう。それはたとえて言うなら、じゃがいもの入っていないカレーを作るのと同じくらいに悲しいことだ」

「いや、僕は元々カレーにじゃがいもを入れない派なんだけど」

「君の好みはこの際どうでもいい。とにかくだね、この機会を逃しては次のチャンスがいつ来るか──もとい、とにかく物事にはタイミングというものがあるんだ。わがままを言わず聞き分けてくれたまえ」

「妙に頑固だなあ……まあいいや、分かったよ。じゃあ早速そいつをお願いするよ。で、具体的に何をするつもりなわけ？」

「う、うむ」

　こほんこほん。

　もう何度目になるか分からない咳せき払ばらいをして、

「あーつまりだね」

「うん」

「ええとその、要するにだ」

「うん」

「すなわち僕の言わんとするところはだね、親友である秋あき人とのためであればどんな助力も惜しまないということであり、それを言葉だけでなく行動によって示すという意味においても、今回のことは必須の──」

「……さすがに引っ張りすぎじゃない？」

「うぐっ。つ、つまりだね！」

　ほっぺたを赤くして、ぎゅっと目を閉じ、半ば裏返った声で、

「君の風邪を治すために、僕が添い寝をしてあげようと、そう言ってるんだ！」

「……は？」

　今度は僕の目がまん丸になる番である。

「え、添い寝って、え？　銀ぎん兵べ衛えが？」

「そうだよ！」

「あー……ええと確認だけど。添い寝ってのはアレだよね？　つまり君が僕の布団に入ってきて、いっしょに寝ると。そういうことだよね？」

「ああそうだとも、まさに秋人が口にしたその行為だよ！　第一にまず、添い寝という行為は体温の維持に役立つというし──それよりなにより、風邪をひいた時というのは少なからず不安になるもので、その不安を少しでも和やわらげることができるなら絶対やるべきなのだと！　僕はそう聞いた！」

　おいおいおい──内心で冷や汗をかく僕である。

「いや。ちょっと待ってくれ銀兵衛。さすがにそれはやりすぎだよ」

「やりすぎなんてことは今回に限っては存在しない。僕は君の風邪を治すためにプラスになることはなんでもやる。そう言ったはずだ」

「いやいやいや。もっと常識で考えてくれよ常識で。そう、とにかくまずは冷静になろうじゃないか、冷静にさ」

「悪いけど僕はこの上なく冷静だ」

　断言しつつ、銀兵衛は腹の据わった目で僕を見る。

　そこには先ほどまでの狼ろう狽ばいはない。出撃前夜の特攻隊みたいに己のやるべきことをしっかりと見据えた、あたかも『覚悟完了』の四文字がくっきり虹こう彩さいに刻まれているような、そんな目だ。

　これはアレだな、ぜったいにもう考えを曲げる気はないな──そう直感して、僕はごくりと息を呑のむ。こうなってしまった以上、説得は極めて困難だろう。

「よし分かった。じゃあお願いするよ銀ぎん兵べ衛え」

「えっ!?
 　ほ、本当に!?
 」

「せっかくの君からの申し出だしね、ありがたく受けておくのが筋ってもんだ。毒を食らわば皿まで──って言うと言い方が悪いけど、でもせっかく君があれこれ看病してくれて、でもって添い寝してくれることがフルコースのメインディッシュなんだろ？　だったらやってもらうさ、喜んでね」

「む、ぐ。そ、そうかい。うむ、そうだよね」

「さあ、そうと決まればさっそくやってくれ。あ、僕から風邪をうつされないようにね？　添い寝が終わったらしっかり手を洗ってうがいをして、しっかり栄養を摂とってゆっくり休んでくれ。それができないなら君の厚意は受けられないよ」

「……何だかまるっきり立場が逆転しているね」

　銀兵衛はちょっと不満げにほっぺたを膨らませて、

「昔からそうだけど……君というやつはいったん開き直ると、とことん腹が据わるというか、図太くなるというか、やけに決断力と行動力が豊富になるよね。妹くんを取り戻した時なんかはその典型だったよ」

「まあね、そうかもね。普段は割と優柔不断な方なんで、いざという時ぐらいはね。ていうか銀兵衛、そんなことより早く添い寝を頼むよ」

「……本当にやるのかい？」

「本当にも何も、君から言い出したことじゃないか」

「それはそうなんだけど、君からそんなイケイケの態度を取られると、ちょっとこう、逆に引いてしまうというか……ほら、分かるだろう？」

「分かるけど、それこそ今さらな話だよ」

「むう」

「それともまあ、めちゃくちゃ今さらな話ではあるけど、やっぱりやめておく？　それならそれでぜんぜんいいよ、僕は構わない。僕はどちらでもいい、というかそもそも僕は選ぶ立場にないわけだし、銀兵衛にぜんぶ任せるよ」

「むむむ……」

　いよいよ耳まで真っ赤にして、しきりに唸うなる銀兵衛だけど。僕は一切の容赦なしである。

　彼女のセリフじゃないけど、事がここに至ったからにはもはや開き直るしかないのだ。そして僕の場合、開き直るからにはとことんなのである。

「……分かった。やるよ」

　でもって決して短くないためらいの後。

　蚊の泣くような声でそう絞り出すのが聞こえた。

「そっか。よし、それじゃさっそくお願いするよ」

「う、うむ。それでは秋あき人と、ちょっと目を閉じていてくれたまえ。それと僕に背中を向けて横になってもらいたい」

「目を閉じて横に？　何で？」

「は、恥ずかしいからに決まってるだろ馬ば鹿か！」

「ああそっか。ごめんごめん」

　どやされて僕は言われたとおりにする。

　ただし慌ててではなく、あくまでマイペースに、のんびりと、である。

　我ながら感心するけど、こういう時の僕はちょっとやそっとでは動じないのだ。

「どう？　こんな感じの体勢でいい？」

「う、うむ。結構だよ」

「じゃ、あとは任せた。お願いするね」

「……うむ」

　と、そこで銀ぎん兵べ衛えの声のトーンが変わって、

「君のセリフではないけど、毒を食らわば皿までというやつだ。ここまで来て尻しり込ごみしていては猿さ渡わたり家の沽こ券けんにも関かかわる。よし分かった。やろう。やってやろうじゃないか」

　ぱんっ、ぱんっ、という乾いた音が響く。

　たぶん、銀兵衛が自分のほっぺたを叩たたいて気合を入れた音だろう。

「じゃ、いくよ」

　そこからはノンストップだった。

　歩み寄る気配。

　布団をめくる感触。

　そして侵入してくる小柄な身体からだ。

「よし。添い寝したよ」

「うん。そうだね」

「ではしばしの間、このままで居させてもらう。ふつつか者ながら、よろしくお願いする」

「うん。分かった」

　答えて、そして沈黙の帳とばりが下りる。

　……うん。

　ちょっとやそっとでは動じない、とか嘯うそぶいてた僕だけど。

　これはけっこう、いやかなり、いやめちゃくちゃ、くる
 ものがあるな。

　長い付き合いだし、もとより親友として付き合ってきたし、最初のころに至っては彼女のことを男の子だと勘違いしてたから、そこまで心理的な圧迫は感じないだろう──と高をくくっていたのだけど。どうやら完全に見込み違いだったようだ。

　今の僕、めちゃくちゃ緊張してます。

　ぶっちゃけ心臓ばくばくです。

　背中にぴったりくっついてくる身体からだは、細いくせにとても柔らかいし。寝巻きの背中をぎゅっと掴つかんでくる小さな手は小刻みに震えていて、やけに保護欲をかき立てられるし。僕のものとは違うシャンプーとセッケンの香りが、否いや応おうなく僕以外の誰だれかが傍そばにいることを意識させてくれるし。

　いやあ。

　女の子なんだな、銀ぎん兵べ衛え。

　思えば転校してきてからこっち、彼女の女性らしさはぐっと増してきてるような気がする。生徒会のきれいどころにいつも囲まれてるから、その影響なのかな？　京都にいたころはぜんぜんそういう意識はなかったのだけど、このところ急に、その、なんだ。下へ手たすれば小学生にも間違えられそうなボディサイズなのに、やたらと色っぽいところが出てきたというか、でも考えてみれば彼女って、成長の速度さえ度外視すれば素材は抜群によくて……いやいや、そんなことはどうでもいいじゃないか、うん。

「なんか懐かしいね、銀兵衛」
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　そんな内心を悟られないように、僕は努めていつもどおりの声で、

「僕と君が出会った最初のころだけどさ。一度こういうことがなかった？」

「……何の話だい？」

「ほら、こんな風にいっしょに寝たことがあっただろ？　今みたいに添い寝する形じゃなかったけどさ」

「……その話か。ああ、もちろん覚えているともさ」

　一方、銀ぎん兵べ衛えの声はひどくぼそぼそしていて聞き取りづらい。背中に顔をうずめるようにしてるから、というのもあるだろうけど……たぶんそれだけじゃないはずだ。

「あの時も秋あき人とは、今みたいに平然とした顔をしていたものだ……まったくもって腹立たしいといったらないよ」

「いやいや、平然としてたなんてことはないよ、まったくこれっぽちも。ただ単に見み栄えを張ってただけだよ僕は。あのころは今よりもっと若かったし」

「ふん、どうだかね。僕はこう見えて、人を見る目だけは確かだと自負しているけど、君はいつだってそうなんだよ。君はいつだってひとりだけ別の場所に立ってて、僕が四苦八苦してるのをニヤニヤ見下ろしてるんだ。あたかも膝ひざの上に猫を乗せて、ブランデーグラスを傾けるがごとき余裕っぷりでね。……ふん、まったくやってられないよ。今も昔も、こちらはなけなしの勇気を限界まで振り絞っているというのに」

「ん？　勇気が何だって？　よく聞こえないよ」

「うるさいな。聞こえなくていいんだよそんなのは」

　と言って、それきり口を閉じてしまう銀兵衛だった。

「ねえちょっと。銀兵衛」

「…………
 」

「何かしゃべってよ。この体勢で無口になられると、ちょっとつらいものがあるんだけど？　間がもたないというかなんというか」

「…………
 」

「銀兵衛？」

「……も、もうしゃべらないでもらえるかい？」

　ようやく返ってきた応答は、ひどくか細く、頼りなくて。

「いま現在、僕がどのくらい恥ずかしい思いを我慢しているか、察してくれてもいいじゃないか。そりゃ確かに僕から言い出したことだけど、状況が状況とはいえちょっと早まりすぎた。ここまでにっちもさっちもいかなくなるなんて想定外だった……秋人の背中の温度を感じてるだけで、こんな……ううう」

「あー……ええと」

「うるさい黙れ。これ以上はもうだめだ。これ以上なにかしゃべったら墓穴を掘る自信がある。これ以上君の存在を意識したら僕はどうにかなってしまう。口を開くのは禁止。いいね？」

「ああ、うん。まあ。それがいい、かな？」

「そう、そうだとも。そもそも病人というものは、黙ってじっと休んでおくのが仕事であって、僕はその手伝いをするためにこうしているんだ。それなのにこんなにしゃべっていたら本末転倒だ。よし黙る。もう僕は黙る。何があってもぜったい口を開かないぞ」

　と言って、それ以降は宣言どおり、彼女はひとことも口を利かなかった。

　是非もない。

　そういうことであれば、僕も僕の果たすべきことを果たすまでだ。

　血圧はさっきから上がりっぱなしで、ぶっちゃけそう簡単には寝付けそうにもないけど、それでもせっかく銀ぎん兵べ衛えのしてくれた『看病』なのだ。ありがたく頂ちよう戴だいして、少しでも早く風邪を治さないとね、うん。





同日（ＰＭ７：00
 ）（学生寮・管理人室）（秋あき子このターン）









　まだ父と母が健在で、姫ひめの小路こうじ家と僕との間に何の血縁もないことも知らず、少なくとも家族という枠組みについては何も気に掛ける必要がなかったころ。幼児と子供の中間ぐらいの年齢だった僕は身体からだが弱く、年に二～三度は風邪をひいた。

　たぶん、甘えだったんだと思う。

　なにしろあのころは衣食住のすべてを、さらには姫小路という血筋に絡むあれこれの問題を、両親が一手に引き受けてくれていたから。僕は何の気兼ねもなく風邪にかかり、暖かい布団の中で惰眠を貪むさぼる権利を、さも当然のように享受していたというわけだ。

　現に両親が他界してから今日に至るまで、僕は健康そのものであり、人類にとってもっとも平凡で普遍的な体調不良＝風邪とは、まったくもって無縁でいられた。『病は気から』という言葉の、僕はまさに生きた見本と言っていいだろう。

　実際問題、妹とふたりで暮らす権利をもぎ取るための六年間というものは、風邪なんかひいてる場合ではない期間だった。風邪をひいて寝込んでいる期間がすなわち、妹と離れ離れに暮らさなきゃいけない期間とイコールであると思えば、ウイルスなんぞが体内で暗躍する余裕など与あたえようはずもない、というわけだ。

　僕の身体からだの弱さが甘えに起因していた傍証は他ほかにもある。

　なぜならそのころの両親はまだ、席を温めるヒマもないほど世界中を飛び回っていた全盛期とは異なり、せいぜい『多忙を極めるビジネスマン』程度の忙しさでしかなくて。僕が風邪をひこうものなら、仕事をほっぽり出して家に舞い戻り、献身的に僕の看病をしてくれたのである。

　子供だったんだなあ、とつくづく思う。

　本当、ずいぶんお気楽に迷惑をかけたものだ。そりゃもちろん、僕だってわざと風邪をひいたことは一度もないんだけど、それでも風邪をひいたとたんに『父さんと母さんに看病してもらえる！』と無邪気に喜んだのも確かなわけで。

　幸いにして、両親はそのあたりよくできた人だったから、僕の身体の弱さが仕事の差し支えになっていることなど微み塵じんも表に出さず、むしろ子供といっしょにいる時間が作れてラッキーぐらいの態ていで、楽しげに看病をしてくれたものである。大抵のケースで野放図のやり放題だった両親を、それでも僕が敬愛している理由のひとつはそこにある。

　そして僕は、両親のしてくれる看病が大好きだった。

　つきっきりで傍そばにいてくれて、美お味いしいおかゆを作ってくれて、それを手ずから食べさせてくれて。冷たいタオルで身体を拭ふいてくれて、シャツもパンツも着替えさせてくれて、さらには好きなオモチャを買ってもらったり、遊びに連れていってもらう約束を取り付けたり。

　まさしく至れり尽くせりの甘えたい放題。どんなおねだりも思うがままで、ちょっとした全能感を味わえて、その時の僕はまさしく神様になることができた。

　ほんとにまあ、大概な子供だったと思う。

　僕が親だったらビンタのひとつも食らわせているところだけど──父と母は決して手など上げず、僕が甘えたいままに甘えさせてくれた。

　わけても僕のお気に入りだったのは、母に膝ひざ枕まくらをしてもらい、頭を撫なでてもらいながらお話を聞かせてもらうことだった。

　それはいわば、僕が受ける看病の中でもメインディッシュにあたり、映画で言えばクライマックスシーンに相当するもので。柔らかい膝と手のひらの感触にすべてを委ゆだねつつ眠りに沈んでいくのは、この上ない至福を僕にもたらしてくれて……そう、少なくとも僕にとって、家族の良い思い出トップ５には必ず入る、それは素敵な体験で──






　　　　＊







　とても寝付けそうにない、とか思ってたものの、僕は自分で思ってるよりもさらに図太い性格をしていたらしい。あるいは銀ぎん兵べ衛えの施ほどこしてくれた様々な処置が、思いのほかしっかり効果を現してくれたのだろうか。

　僕は自分でまったく気づかないうちに、意識を手放していたようである。

「あ。起きちゃいました？」

　薄ぼんやりした視界を開くと、そこには懐かしい母の笑顔があった。

　……いや違う。確かに美人で評判だった母には似ているけど、

「なんだ。秋あき子こか」

「なんだとは何ですか。可愛かわいい妹がせっかく手厚い看病を施ほどこしているというのに」

　ぷくうっ、とほっぺたを膨らませる妹に苦笑しつつ、そこで僕はようやく気づく。

　妹の膨れっ面の後ろにある、見慣れた天井。

　後頭部の柔らかい感触と、前頭部の優しい感触。そのふたつに挟まれた、心の底から温かくなるようなこの感じ。

「……秋子」

「はい。なんでしょう」

「僕の許可なしに僕を膝ひざ枕まくらして、あまつさえ頭まで撫なでるなんて。これはとんでもない重罪だよな？」

「いえいえ何を言うんですか」

　妹は涼しい顔で、

「お兄ちゃんは病気で伏せっていて、わたしはその看病をしなければいけない立場で、しかもお兄ちゃんはぐっすり眠っていて、なおかつ具合が悪そうでした。この状況において、わたしはわたしにできる限りの看病を施す必要があり、あくまでそれを実行したまでのことです。むしろここでわたしが変な遠慮をしていては、あとで那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛えさんから何を言われるか知れたものではありません」

「むう」

「そう、これはあくまでも緊急避難的な措置。わたしが悪いことなんてひとつもなくて、あえて言うなら隙すきを見せたお兄ちゃんが悪い、ということになります。仮に後でお兄ちゃんから怒られるようなことがあっても、わたしは気にせず最善を尽くしていたと思います」

　まあ正論である。

　今回ばかりはさすがに咎とがめようがない。

　それにちょっと熱が出てきたのか、それとも寝起きのせいなのか、頭がボーッとしていて反論の気力が湧わかないというか。ぶっちゃけ膝枕と頭撫でがひどく気持ちよくて、抵抗するのは馬ば鹿からしくなるというか。

　くそ。秋子のやつ、僕の弱点を熟知してやがる。

　母さんからこうやって看病してもらうのが大好きだったことを、この妹はちゃんと覚えていたんだな。その気になれば僕が全力で甘え人間になれることも、しかもその状態を僕が決して嫌いじゃないことも、間近に見て知ってるだろうし……要するにまあ、僕が妹の扱い方を熟知しているということは、その逆もまた真なり、というわけで。

　いやはや。生まれた時からほとんどずっといっしょにいることが、こういう時ばかりは疎ましく思えて──

「もっとわたしに甘えてください」

　人知れず歯がみしていた僕へ、不意に妹が声を掛ける。

「わたしは生まれてこの方、お兄ちゃんに甘えてばかりで。しかもお兄ちゃんは、わたしがどれだけ甘えてもそれに応こたえてくれるから。だからわたしも、ついお兄ちゃんにばかり負担を掛けてしまって」

「……秋あき子こ？」

「わたしにできることはこのぐらいで、しかもこういう時ぐらいしか、わたしはあなたの力になることができません。だから、どうか」

　笑顔で秋子はそんなことを言う。

「それと、どうかご自分のお身体からだをもっと大切に。もし仮に、あなたがわたしのために身を削って苦労をして、その結果こうして伏せってしまわれるのであれば──わたしは、姫ひめの小路こうじ秋子は、あまりに立つ瀬がありません。もちろんあなたは、そんな苦労は苦労のうちに入らない、とおっしゃるのでしょうけど」
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　だけどその笑顔をよく見れば、くちびるの端がわずかに震えているのが分かる。精いっぱいに感情をコントロールしようとしている表れだ。表向きは明るく振る舞いつつも、内心では様々な思いが嵐あらしのように渦巻いているにちがいない。

「だからなんとおっしゃろうと、今日ばかりは徹底的に甘えていただきます。お父さんやお母さんが昔そうしていたように、わたしはお兄ちゃんを甘えさせ、お兄ちゃんの手となり足となって働きます。可能であるなら息を吸うことさえ代わってあげましょう。嫌だと言っても聞きません。今日ばかりはお兄ちゃんの言うことを聞かない、悪い子になると、わたしはそう決めました」

「うーん……いや、でもなあ」

「もし仮にわたしとお兄ちゃんが逆の立場だったとしても、きっと同じことをするはずですよね？」

「そりゃそうだけど、でもそれとこれとは話が違──」

「それでも抵抗するというなら、手足を縛って身体からだの自由を奪いつつ、謎なぞのお薬を使って、お兄ちゃんを甘えること以外に何も考えられない状態にします」

「あーもー分かった。分かったよ」

　やむをえず僕は折れた。まさか言葉どおりにするとは思えないけど、妹に余計な心配をかけてしまったのは事実だ。ここはそのお詫わびも兼ねて、大人しくされるがままになっておくとしよう。

「ふむ。どうやら納得してもらえたようですね」

　不安げな表情を解いて、今度こそ妹は心からの笑みを見せる。

「ではお兄ちゃん、ここから先は心置きなく甘えてください。お兄ちゃんのどんな要求にも、秋あき子こはしっかり応こたえてみせます」

「うん、そっか。ありがとう。遠慮なくそうさせてもらうよ」

　頷うなずきつつ、膝ひざ枕まくらに頭を撫なでてもらう体勢のまま、僕は目を閉じる。

　うん。

　実に気持ちがいいね。

　被保護者である妹からこんなことをしてもらうのは、彼女の保護者をもって任ずる僕にとって、かなり忸じく怩じたるものがある展開だけど。なんせ状況が状況である。病人に看病が必要なのは紛まごうかたなき事実であり、僕としてはなんら気に病むようなことではないはず。むしろ心置きなく甘えてほしいという妹の願いを叶かなえることこそ、いま僕が兄としてしてやれる最良のことではあるまいか。

　よし決めた。

　ここはもう本当に、心置きなく甘えてしまおう。病人であることの特権を最大限に生かしていく方向で、普段は口にできない色々なことを、妹に頼んでしまおうじゃないか。

「秋あき子こ」

「はい。なんでしょう」

「確認するけど。本当にどんなことでもやってくれるのかい？」

「もちろんです。姫ひめの小路こうじ秋子に二言はありません」

「そっか。それじゃあ──」

　ひと呼吸の間をおいて、

「しばらく寝てたから、けっこう汗をかいちゃったと思うんだよね。できれば僕の服を脱がせて、身体からだを拭ふいてもらいたいんだけど」

　最後の方はにやけ顔になるのを堪こらえつつ、僕は最初のお願いをした。

　ふふ、さてどう出るかな？

　極度のブラコンであり、僕をひとりの異性として認識している彼女であれば、こんなお願いはお茶の子さいさい、というより嬉き々きとしてこなしてくれるはず──と考えるのは早計だ。この妹は攻める時こそ強いけど、いったん守りに入るとたちまち脆もろくなる。ましてや僕からこんなお願いをされては平常心でいられるはずもなく、さぞかしうろたえて右往左往してくれることだろう。『えっ、ちょ、なに言ってるんですかお兄ちゃんそんないきなり！　わたしまだ心の準備が！』とかなんとか、そんな感じで。

　そうしてひと悶もん着ちやくした末、ぎくしゃくしながら要求を呑のんでくれるのもよし。

　断るなら断るで、そこをいじってからかうこともできるから、それはそれでよし。

　どう転んだって僕が損をすることはない。

　さあどうする秋子？

　なんでもする、なんて軽々しく口にしたのが運の尽きだぜ？　この僕を調子に乗らせたらどんなことになるか、その身に刻み込んで──

「あ。身体ならもう拭きましたよ？」

「……え？」

「拭きましたよ身体。お兄ちゃんが眠っている間に」

　けろりと口にする妹である。

「かなり汗をかいていて、放っておくと身体を冷やしてしまいそうだったので……失礼させてもらいました。いけなかったでしょうか？」

「え？　いやいや、そんなことないよ。ありがとね」

「いえいえ、どういたしまして」

　にっこり微笑ほほえんでくれる妹だけど、僕としては肩透かしを食らった気分である。

　でも言われてみると、確かに熱を出して寝込んでいたにしては、お肌がサッパリしているような……そっか、言われるまでもなくやってくれていたのか。ぶっ倒れて以降はお風ふ呂ろもシャワーも使ってないし、まあ当然の処置だよね。

　でもここまであっさりやられてしまうと、なんだかつまらないな。もっとこう、秋あき子こにはたくさん照れてもらいたいというか、僕の肌に触れることに対していろんなリアクションがあってほしいところなんだけど。

「ん？　というかいま気づいたんだけど」

「はい。なんでしょう？」

「確かに身体からだ中じゆうがサッパリしてるし、僕が眠っている間にお前が身体を拭ふいてくれたんだろうな、ってことは分かった。全力で看病するというからには、当然そういう流れにもなるわけだし」

「はい。その通りです」

「で、訊ききたいんだけど」

「はい」

「ひょっとして、本当に全身を拭いてくれたの
 ？」

　僕の問いかけに、秋子はまったく平常どおりの顔で、

「はい、全身の汗を拭ぬぐわせてもらいました。身体の隅々をくまなく」

　おおう……マジか。

　いや、でも当然そうなるよな。

　腕とか顔とか、そういう箇所ばかり拭いていたって、大して汗は拭い取れないもんな。身体全体を拭かなきゃ意味ないよな。

　いやでもさすが僕の妹だ、細やかな気配りをしてくれてるよ。たぶんタオルにミントか何かのフレーバーをかけてくれたんだろうな。よくよく感じてみると、全身がほのかにスースーして気持ちいいんだ……股こ間かんのあたりなんか特に。

　……うわ。なにこれ。

　なんかむしろ、僕の顔の方が赤くなってきたんだけど？

「大丈夫ですかお兄ちゃん？　なんだか顔が赤くなってきましたけど」

「え？　あーいや、うん。もちろん大丈夫。問題ないよ何も」

　あわてて弁明するけど、これは実によくない展開だ。

　妹を赤面させるのは僕の得意技であり、特権であり、断じて僕が妹から赤面させられていいものではない。ここはひとつ、兄の威厳というやつをきちんと知らしめておくべきだろう。

「秋子。お願いがあるんだけど」

「はい。なんでしょう」

「実はちょっとお腹なかが減ってきちゃってさ。おかゆでも果物でもなんでもいいから、なにかお腹に入れておきたいな、みたいな」

「お安い御用です。食欲があるうちは、どんどん食べた方が治りも早いですもんね。じゃあ早速なにか食べ物の用意を──」

「あ。それでもうひとつお願いがあるんだけどさ」

「はい。なんでしょう」

「うん。まあ見ての通り、僕は風邪をひいてて寝込んでるからさ、ごはんを食べるだけの作業をするだけでも億おつ劫くうでね。……なので、僕にいわゆる『あーん』をして、ごはんを食べさせてもらいたいんだけど。お願いできるかな？」

「もちろんです。最初からそのつもりでした」

　……あるぇー？

「お兄ちゃんの手足となって、お兄ちゃんの代わりにできることはなんでもする。看病をするからにはそんなの当然ですよね。それじゃわたし、すぐに食事の用意をしてきますので──」

「あ。待って。ちょっと待って。よく考えたらさっきいろいろ食べちゃって、ちょっと胃もたれしてるかなー、って思ってたんだ。食べるのは無しの方向で」

　あわてて止とめる僕だった。

　こんなあっさり頷うなずかれてしまっては作戦失敗もいいところだ。ここは秋あき子こがテンパって赤面してくれないと、ちっとも楽しくない場面なわけで。というか秋子が拒否ってくれないと、実際に『あーん』が行われてしまうわけで、そうなったら僕の方こそ赤面確実なわけで、それだと兄の威厳というものが台無しになってしまう。

　ええい、まだ僕の見通しは甘かったのか。

　こんなやり方ではまだ手ぬるいというのか。

　よろしい。だったらこっちも本気だ。もはや容赦など不要、最大戦力でもって攻略対象を即座に陥落せしめてやる！

「ねえ秋子。そんなことよりもっと別のお願いがあるんだけど」

「はい。なんでしょう」

「うん。悪いんだけど、ちょっと僕にキスしてくれないか」

「あ、キスならお兄ちゃんが寝ている間にしちゃいました」

「まじでー!?
 」

　その発想はなかった。

　いやだって、確かに日ごろから『お兄ちゃんの寝込みを襲いたい』的な言動の多い秋子だけど、それらは結局のところ未遂に終っているわけで、秋子の口ほどにもなさっぷりが改めて証明されるだけのはずで、え、いやでもほんとに？　僕、気づかないうちにくちびるを奪われちゃってたの……？

「いえ。冗談です」

「あ。冗談か。よかった……」

「でもお兄ちゃんが望むのであれば、もちろん喜んでキスさせていただきます。看病にはあまり関係なさそうですけど」

「あ、いや。いいんだ。確かに看病には関係なさそうだしね、うん」

「？　変なお兄ちゃんですね。とにかく秋あき子こは、お兄ちゃんの風邪を治すためにプラスになることであれば、何だってやりますから。やってほしいことがあったらどんどん言ってください。遠慮なんかぜんぜん要りませんから」

　そう言ってくれる妹の目は、どこまでも真しん摯しで真剣で、言葉どおり僕の健康回復以外には何の興味もない、とでもいうような──とにかく一心不乱で不退転の決意が顕あらわになっていて、ちょっと体調を崩しただけの僕に対する態度としては、そこまでされるとむしろ申し訳ない気持ちというか。あとはまあ、いつもみたいに妹が僕の甘いセリフでうろたえる姿が見たかったなあ、なんて考えてたのはいかにも不純な動機だった気がしてお恥ずかしい限りというか。

「……母は強し、ってのはよく言われるけど。妹は強し、ってのもまた真なりだよな」

「はい？　何か言いましたかお兄ちゃん？」

「いや。何でもないよ」

　苦笑いしてから僕は妹に頷うなずきかけて、

「ともあれ大丈夫だよ秋子。こんな風邪はぜんぜん大したことないし、おまけにお前が僕を看病してくれるんだから──お前だけじゃなくて那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも看病してくれるし、だから大丈夫。こんな風邪はすぐに治る。いや、すぐに治してみせる」

「はい、もちろんです。そうでなくては困ります」

　花が綻ほころぶような妹の笑顔を確認して、僕は目を閉じる。

　言葉どおりに風邪を治すべく、風邪にとってもっとも効果的な対処法である『睡眠』をたっぷり取るべく、真剣に意識を閉じにかかる。

　なあに問題ないさ。今回の件をともかくとすれば、僕は身体からだの頑丈さだけを取り柄にして人生やってきたんだ。その気になればこんな風邪、一日で退治してみせる。

　医者も『三～四日は安静に』とか言ってたし、僕としてもこの際だからじっくり静養して、この先さらに忙しくなるであろう学園生活に備えよう、とか思わなくもなかったんだけど、その方針も撤回だ。だらだら寝こけてなんかいられない。

　なぜなら今は、そうしなきゃいけない確固たる理由ができてしまったから。

　早く風邪を治して、妹に通常モードに戻ってもらうこと──いつもみたいに僕にべったりで、図ずう々ずうしいくらいにアプローチがきつくて、それでいていざという時にはヘタレ全開な、僕の姫ひめの小路こうじ秋子を復活させるという、何にもまして最優先されるべき理由がね。でないと僕も、兄としての威厳を保ってはいられなくなりそうだしさ。





五月十一日（ＰＭ１：00
 ）（学生寮・管理人室）（会長さんのターン）









　で、結論から言ってしまうと。

　僕の風邪は宣言どおり、一日で治ってしまった。

　いや、我ながら大したもんだと思う。確かに風邪の症状としては軽度の部類に入ったと思うし、百パーセント完全にウイルスを撃退したわけじゃなくてまだ身体からだのあちこちが重かったりするし、今も布団に入って横になってはいるんだけど。それでも熱はおおむね引き、喉のどの腫はれもほとんど収まっている。

　いやはや、まったくもって『病は気から』だよな。看病してくれたみんなに、そして僕に治る気力を与あたえてくれたみんなに、感謝感謝の大感謝である。

「まったくだぜ。お前さん大した身体してやがんよ」

　と大笑したのは、お見舞いに来てくれた会長さんである。

「医者の見立てでは三～四日は安静にしとけ、ってことだったのに。ありゃァひょっとしてヤブだったのかねえ？　一応、ここいらじゃ評判のいい医者を選んで連れてきたつもりなんだがよ」

「ま、身体の頑丈さだけは取り柄なんで」

「いやいや。いくら頑丈だからって、ぶっ倒れるくらいに身体を壊してたのが一日やそこらで治るもんじゃねえだろうに。それともなんだ、まさかとは思うがお前さん、仮病を使う天才か何かだったりするのかい？　いつでも扁へん桃とう腺せんを腫らしたり体温を上げ下げできるようなさ」

「そんなスキル持ってませんよ僕は」

　山やま田だ風ふう太た郎ろうの小説に出てくる忍者ぐらいのもんだろう、そんな芸当ができるのは。

「ま、ともあれ良かった。今回の件についちゃ、あたしにも責任はあると思ってるからよ。大事に至らなくてホッとしてるぜ」

「なに言ってるんですか。前にも言いましたけど、僕が倒れたのは僕の体調管理がマズかったからです。会長さんのせいなんかじゃありませんよ」

「そいつァお前さんから見た事実であって、あたしから見たそれは違う。この件についての落とし前は、近々あたしなりのやり方で付けさせてもらうからよ、それで堪忍しておくんな」

　と、あくまでも譲らない会長さんだった。

　このあたり、思いのほか頑固で一本気な人であるらしい。

「ところでよ姫ひめの小路こうじ秋あき人と。勝負の判定はどうするんでえ？」

「？　勝負ってのは？」

「お前さんを看病してくれたやつらの中で、誰だれをＭＶＰにするか、って話さ」

　あ。

　そういえばそうだった。すっかり忘れていた。

「もとより勝ち負けをつけるようなもんじゃねえし、熱くなったあの三人の頭を冷やす意味で言い出したことだったけどよ。それでも一応はケジメってもんがあらァな。あいつらも白黒ついた方がスッキリするだろうしな」

「いやー、それはそうかもですけど。え、決めるんですか？　僕が？」

「お前さん以外に誰が決めるんでえ」

「そりゃまあ、たとえば会長さんとか」

「アホ言うんじゃねえ、あたしがそんな口を出せる立場かよ。何よりあいつらだって、誰よりもお前さんに判断を下してもらいたがってるだろうさ」

「まあ、そうかもしれませんけど……」

「当人たちにとっちゃ、これも沽こ券けんに関かかわる一大事だ。ここはひとつ、男らしくビシッと決めな。お前さんの独断と偏見で構わねえから」

　そう言われて、やむなく僕は考える。

　那な須す原はらさんの看病は──まあほとんど看病と言えるものじゃなかったけど、それでも彼女の心意気は十分に伝わってきたよな。いつもと変わらぬ漫才を繰り広げたのも、不器用な彼女なりの知恵だったのだろうし、実際問題、ありのままの彼女が傍そばにいてくれたことは僕にとって何よりも心強いことだった。

　銀ぎん兵べ衛えの看病は──うん、料理で言えば満まん漢かん全ぜん席せきみたいなものだったよな。何もそこまで、っていうくらいありとあらゆる栄養補給や民間療法を持ち出してきて、効果のほどは別にするとしても手厚い看病だったのは確かだ。添い寝までしてくれたのは正直面食らったけど、でもそれは、僕と彼女との間に結ばれた強い絆きずなを再認識させてくれるものであり、物心両面から僕の回復に貢献してくれたことは疑いない。

　そして秋あき子この看病は──うん、これはある意味最強だよな。僕のしてほしいことを正確に理解した上での看病は、彼女と僕が紛れもない家族であることを実感させるに十分なパフォーマンスだった。加えて普段のキャラまでかなぐり捨てた、まるで菩ぼ薩さつか観音のように僕のすべてを受け入れようとしてくれた意気込みも感じ取ることができて、まさに渾こん身しんの看病だった、と言っていい。

　いずれも僕にとってこの上なくありがたいものだった。

　甲乙をつけるなんて、まったくもっておこがましいことである。

　誰かひとりを選べば角が立つ、というのもあるけど……そもそも論としてまったくのイーブンだろう、これは。０対０のノースコア、引き分けの判定がもっとも妥当な落としどころのはずである。それでもなお勝敗を決する必要があるとなれば、サッカーのＰＫ戦みたいなものを実施するしかない、ってところだけど──

「分かりました。じゃあ決めさせてもらいます」

「おうよ。どんと来な」

「その前にひとつ確認ですけど。僕の独断と偏見で構わないんですね
 ？」

「おうよ、そりゃ当然さ。ジャッジはお前さんひとりだし、フィギュアスケートみたいな採点制でもねえ。お前さんが、お前さんの責任において、好き勝手に判断を下す。それで構わねえさ」

「了解です。それじゃ僕の結論を言いますけど」

　別に答えを出し渋ったわけじゃないけど、そこで僕は一呼吸おいて。

　そして言われたとおり、僕の独断と偏見で答えを出した。

「今回のＭＶＰは会長さんです」

「……ああん？」

「あなたですよ会長さん。二に階かい堂どう嵐あらし、あなたがチャンピオンであり、最優秀賞の受賞者です。おめでとうございます」

「いやいや。なに言ってんでえ」

　キョトン顔から復活して、呆あきれたように僕を見下ろす会長さん。

「お前さん人の話を聞いてたのかい？　お前さんの看病をいちばん上う手まくできたやつを選びな、って言ったんだぜ？」

「ええ。だから会長さんを選んだんですけど」

「……いや、だからよー。今回お前さんの看病を担当したのは、金髪と銀髪と黒髪の三人だろ？　あたしゃお前さんに薬のひとつも飲ませてないし、食い物だって何も食べさせてないぜ？　濡ぬれたタオルをおでこに乗せてもいなけりゃ、体温のひとつも測っちゃいねえんだ。そりゃまあ、医者を選んでここへ連れてきたのはあたしだが……」

「何もしないことだって看病のうちです」

　笑いながら僕は説明する。

「そりゃ確かに、大した前触れもなくいきなり倒れた僕も悪いですけど。でも、ゆってもただの風邪ですよ？　お医者さんだってそう言ってたし、しかも結果論にせよ一日と少しでほとんど治ってるわけです。その程度の症状に対して、三人がかりで付きっきりで看病されるとか、僕はどこのお坊ちゃまだよ、ってなもんで」

「まあ……それはそうだけどよ」

「でもって、これは暴言を承知で言いますけど。心配してくれるのも身の回りの世話をしてくれるのも、めちゃくちゃ嬉うれしいし、感謝してるけど──でもたかが風邪でそこまで大げさにされても、っていうのが正直なところでもあるわけです」

『褒ほめ殺し』って言葉があるけど、『看病殺し』みたいな言葉もあっていいんじゃないか、と僕は思うのだ。

　遠慮せずになんでも言いつけてくれ、みたいなこと言われたって、本当になんの遠慮もせず王様気取りでいられるはずもないし。手厚い看病自体は真実ありがたいけど、放っておいても治るであろう症状に対しては、紙を切るのにハサミじゃなくて日本刀を持ちだすようなものだと思うわけで。

「会長さんもそう思ったからこそ、あえて何もしなかったんでしょう？　看病について何も口出しせず、四人がかりで寄ってたかって看病する、みたいな状況になるのを避けてくれたんですよね？」

「ん……まあそりゃそうだが」

「少なくとも看病のいちばん最初の段階で、僕に対していちばん気を使ってくれたのは会長さんだったと、僕はそう思います。誰だれより冷静に状況を判断してたのも、やっぱり会長さんだ。だから──那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛えや秋あき子こが看病してくれたことは嬉うれしかったし頼もしかったけど、それとは別として。陰のＭＶＰ、みたいなポジションにいたのは会長さんです。これは揺るぎません」

　言って、僕は赤い髪のトリックスターに笑いかける。

「だからちゃんと認めて、名誉を受け取ってください。二に階かい堂どう嵐あらしさん、今回の優勝者はあなたです。おめでとうございます」

「……やれやれ」

　苦い顔であごをさすりつつ、会長さんはため息をついて、

「よく気のつく部下ってのも考えもんだな。知らぬが花、って言葉も世の中にはあるだろうに」

「いやまあ、ええ。すいません」

「分かったよ。じゃ、表向きには今回の勝負はノーコンテストの引き分け、ってことにしとこう。仮にそれであいつらがゴネるようなことがあれば、その時はお前さんが何とかする。それでいいな？」

「了解です」

　さすが会長さん、このあたりは以心伝心というか魚心水心というか。どういう結末にすればもっとも丸く収まるのかは、こちらが何も言わずとも心得てくれてる。部下に花を持たせる、ってのも、上に立つ人間にとって大事な仕事なんだよな。

「……おいこら。姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「え？　なんです？」

「なんですじゃねえよ、さっきからニヤニヤしやがって気持ち悪わりィ。いったい何が楽しいんだこら」

「いえ、別に。ただまあ、バレてないつもりでやってたことがバレていた、って知った時の会長さんの顔が、わりと可愛かわいらしかったもんで」

「てめー調子に乗んな。軽々しくそんなセリフ言ってると、病み上がりだろうと遠慮せずに食っちまうぞ？」

　と言って凄すごんでみせてから、会長さんは『この話題はこれで終しまいだ』とでも言いたげに、両手をぱたぱたと振る。その顔が少しばかり赤いのは、もちろん熱とか風邪のせいではないだろう。こういうシチュエーションには思いのほか弱い人であるらしい。

「ま、こんなことで借りを返せたとは思ってねえよ」

　めずらしく優位に立てて僕が内心ご満悦でいると、不意に会長さんはそんなことを言った。

「借り？　ってなんです？」

「お前さんの健康管理を怠おこたった、あたしの責任問題だよ。まさかこのまま無かったことにはできねえわな」

「いやいや。なに言ってんですか」

　僕は半ば呆あきれつつ、

「僕が風邪を引いたのは他ほかの誰だれでもない、僕自身の責任ですよ。そりゃまあ確かに、ここんところ色んな仕事が立て込んでましたけど……それを言い訳にはできません。ましてあなたが責任を感じることなんて何もないでしょ」

「そいつはお前さん個人の事情だ。それはそれとして、あたしはお前さんの上司としての責任を果たさなきゃならん」

　意外なほど責任感の強い会長さんは、頑として主張する。

「今後またこういうことのないよう、あたしは生徒会あるいは学生寮の運営を見直す必要があるだろうな。それがあたしなりのケジメのつけかただと思ってるよ」

「はあ、まあそういうことならそれはそれで構いませんけど……だとしても、じゃあどうやってその見直しってやつを？」

「人を増やす」

　会長さんの返答は単純明快だった。

「具体的にはあれだ、かねてから話してたように、学生寮の管理人を新たに迎え入れる。今回の件は極論すれば、お前さんについつい何でもかんでも仕事を押しつけて、頼りきっちまったのがきっかけだったんだ。それを解決するための手っ取り早い方法は、当初の予定どおり新しくこの学生寮の管理人を招いて、そいつにお前さんの作業を分担してもらうことだろう。それをもって、今回のあたしのケジメってことにさせてくれや」

　そういうことであれば否やはない。

　確かに新たな管理人の登場は、ここしばらくの忙しさで目を回していた僕にとって、まさに待ち望んだ展開と言っていいだろう。

「安心しな。人材については、既にとびっきりのヤツに目星をつけてるからよ。ちょっと交渉は難航しそうなんだが……なあに心配ねえ。二に階かい堂どう嵐あらしの名にかけて、最高に有能な管理人を連れてくるからよ」

　そう言って親指を立てる会長さんの姿には、どんな契約書や証文よりも頼りになる説得力があった。まだ完全回復とはいかないこの時の僕にとって、それはどれほど頼りになる誓約であったことか。






　　　　＊







　……とまあ、そんなわけで。

　何年かぶりに僕が体調を崩した一件は、こんな感じで一件落着となったのだった。

　全力を尽くした看病勝負に決着が付かなかったことについては、予想どおり参戦者各位から猛烈な抗議があり、それを宥なだめるのにまた四苦八苦する羽目になるのだけど──それはまた別の話、ということで。





五月十四日（ＰＭ７：00
 ）（学生寮・食堂兼会議室）









　そんなこんながあった三日後のこと。

「おう、みんな聞いてくれ。新しい管理人が決まったぜ」

　例によって学生寮、食堂兼会議室。

　寮生がそろって夕食を摂とっている最中に、これまた例によっていきなり、会長さんがそんな風に話を切り出した。

「前々から話のあった新しい寮管の話な。理事会からの通達によれば、明日の朝一番でこっちに顔出すそうだから。まあぼちぼち歓迎してやろうや」

「……え。マジですか？」

　きょとん顔をしている寮生を代表して、寮長の僕が応答する。

「いや、確かにそういう話はしてましたけど、にしてもまた急な……というか何の準備もしてないですよ？　その管理人さんが住むべき部屋は僕が使ってるわけだし。具体的にどういう仕事をお任せすればいいのかも、よく分かってないというか……」

「なあに、あちらさんもとりあえずは挨拶しにくるだけらしいからよ、そこまで気を使う必要もねえだろうさ。引っ越しやら何やらもまだ先だし、実際に仕事を始めるのはもうちょい先のことになるだろうし」

「はあ」

「ま、何はともあれ顔合わせしておきたい、ってことなんだろうさ。親しん睦ぼくを深めるなら早いに越したことはないし、あちらさんもそれを望んでるみたいだし」

　そう言われると、それはそれで納得の気分である。急な話には違いないが、そもそもこの寮の運営自体がなし崩しの行き当たりばったりなわけだし。

「どんな人が来るんですか？」

　と手を挙げたのは秋あき子こである。

「前に新しい管理人さんについて話し合った時、できれば女の人の方がいいな、ってお願いしたと思うんですけど……」

「おうよ、ちゃんとお前さんの意見は聞き入れてもらったぜ。今度の管理人は男じゃなくて女性の方だよ」

　むう、そうなのか。

　僕としては、女性ばかりに囲まれて肩身の狭いこの状況を少しでも改善できればと思ったんだけど……ま、しょうがないか。今さら男がひとり増えたぐらいじゃ、この寮の女尊男卑の傾向は変わりそうにないし。

「優秀な人材は確保してもらえたのかな？」

　と、今度は銀ぎん兵べ衛えが質問する。

「真面目まじめでよく働いて、ちゃんと信頼できる、それでいてひとつ屋根の下にいても不愉快な気分にならない、そんな人物がいい──というリクエストを僕は出させてもらったけど。それがどのくらい受け入れてもらえたのかは、やはり気になるところだよ」

「安心しなぎんぎん、新しい管理人はバッチリその希望に適かなってるぜ。能力についてはすでにテストして十分に確かめてある。ぎんぎんを面接官にするってのはさすがに無理だったが、試用期間については要望が通ったからよ。働きぶりが気に食わなけりゃクビにすることもできらあな」

「ふむ、それは重ちよう畳じようだね。僕のリクエストは最大限に受け入れてもらったと言っていいだろう。大変満足だよ」

　大いに頷うなずく銀兵衛であった。

　リクエスト通りになった上に優秀な人材まで確保できたとなれば、確かに大勝利だろう。これは理事会と会長さんに感謝しなきゃいけないかな。

「わたくしの希望は通ったのかしら」

　最後は那な須す原はらさんも口を挟んできて、

「男の人でもいいし人種も問わない、そのかわり可愛かわいい人にしてもらいたいと、わたくしは言っておいたはずだけど」

「くくく。お前さん、あたしを誰だれだと思ってんだい？　二に階かい堂どう嵐あらしが『任せときな』と言ったからには大抵その通りになるんだ──お前さんの望み通り、ちゃんと可愛かわいい人を用意しておいたぜ」

　場末のキャバクラの客引きみたいに笑いつつ、会長さんがでっかい胸を張る。

　いや、でも学生寮の管理人の話だよ？　可愛い人なんて見つかるものなの？

「まあ見た目の好みってやつは人それぞれだからよ、副会長のお眼鏡めがねに適かなうかどうかまでは分かんねえが……世間一般の基準からみて十分に可愛い人なのは間違いねえ。あの人を可愛いと思えないヤツとは一生友達になれねえだろ、ってくらいのレベルだから、まあ安心してくれていいだろうぜ」

「そう、分かったわ。ところで身長は百五十センチ以下、体重は四十キロ以下、という条件は満たしているのかしら」

「キャバクラの面接じゃねえんだから、正確なスリーサイズまでは分かんねえけどよ」

　会長さんはそう言いつつもニヤリと笑って、「安心しな。あたしの目利きによればその条件は余裕で満たしてるっぽいぜ」

「そう、それはよかったわ。どうやら生徒会長にしてはずいぶんまともな、いい仕事をしてくれたようね」

　無表情ながら、めずらしく絶賛の言葉を口にする那な須す原はらさんであった。

「いやでも会長さん」僕は首をひねりながら、「それにしてもよくそんな人材が見つかりましたね。正直なところ、みんな『言うだけ言ってみた』的な要望が多かったし、実現するとは思ってなかったんですけど」

「居るところには居るもんなんだよ、人材ってやつァ」

　会長さんはしたり顔であごを撫なでながら、

「しかもお前さんたちのリクエストに添っている、ってだけじゃねえぜ？　まずその人は学歴がすげえ。名前ぐらいは誰でも聞いたことのある海外の名門大学で単位を取ってるらしいし、そこで書いた論文が専門誌に掲載されたりもしてるっていうぜ？」

「そりゃすごい。なんか僕らの想像以上の人みたいですね」

「おまけに論文を書いたのは、その人がまだ十歳かそこらの時の話だとよ」

「おお、それはいわゆる天才ってやつじゃないですか？　すごいなあ」

「おまけにその人、日本じゃ指折りの名門の出身なんだとさ。頭がよくて見た目もよくて、しかも生まれた環境にまで恵まれてる──言ってみりゃ完全無欠のお姫さま、ってやつよ。いやホント、いい人材が見つかってよかったぜ」

「……ていうかその人、学生寮の管理人なんてやってていいんですか？」

「さあ？　本人がやりたいって言ってるからいいんじゃないのかね」

　そりゃその人が自分で望んでるなら、僕らが口を挟むことじゃないかもだけど。それにしたってそういう人を適材適所しないのはどうなのだろうか。レオナルド・ダ・ビンチをコンビニの店員に回すようなものだと思うのだけど。

「ま、とりあえずそういうわけだ」

　会長さんが話をまとめにかかる。

「あたしら寮生と管理人、立場は違えどひとつ屋根の下で暮らすことになる仲間同士だ。あちらさんも慣れない場所、慣れない相手で緊張してることだろうし、くれぐれも粗相のないようによろしく頼むぜ」

　そう言われればこちらとしても否やはない。

　どんな就職先からも引く手あまたであろう人材が、わざわざボロい学生寮に住み込みで働きに来てくれるというのだ。感謝しつつ歓迎するのが筋というものだろう。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　うん、そうなんだけどさ。

　なーんかこれ、僕的にいろいろ引っ掛かるポイントがある気がしてならないんだけど。気のせいかな？






　　　　＊







　気のせいではなかった。

「は、初めましてみなさんっ」

　翌朝の学生寮、玄関前。

　ウワサの管理人を出迎えた僕らは、みんなして言葉を失うこととなった。

「ふつつか者ですが、今日から精いっぱいお仕事を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い致します！」

　ぺこり。

　丁寧にお辞儀をしてから、彼女はふたたび緊張の面持ちを上げる。

　目の大きな童顔に、ふっくらしたほっぺたと桜色のくちびる。ゆるやかな天然のウェーブの掛った栗くり色いろの髪が、ほっそりした撫なで肩がたの上に乗っかっている。

　利発そうな眼まな差ざしは、いかにも仕事のできそうな雰囲気だし。身長は銀ぎん兵べ衛えよりもさらに低いから百五十センチ以下は確定だし、体つきも銀兵衛よりさらに細っこいから体重四十キロ以下もこれまた確定だろう。可愛かわいらしさという点においても、今すぐアイドルなりモデルなりが務まるだけの逸いつ材ざいと言っていい。

　なるほど、会長さんが胸を張るだけの女性には違いない。ただし僕は、ウチの会長が二に階かい堂どう嵐あらしであるということを、二階堂嵐がどんな人なのかということを、ここに至ってもつい失念していたようだ。

　那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛え、そして秋あき子こが言葉を失ったまま棒立ちしている理由──それは新たに赴ふ任にんした管理人が、年齢わずか十二歳の少女だったからに他ほかならない。

　なんで十二歳だと分かるのか、だって？

　そんなの決まってる。彼女が僕のよく知ってる人物だからであり、僕の人生において極めて近しい存在であるからだ。

「紹介するぜ」

　ただひとり上機嫌な会長さんが、新たな管理人の肩にポンと手を置いて、

「鷹たかノの宮みやありさだ。今日からここの管理人をやってくれる。……ちなみに姫ひめの小路こうじ秋あき人とにとってはよく知ってるはずの人だよな？」

　そう、よく知っている。

　当然だ。知らないはずはない。

「……えへ。よろしくお願いしますね、秋人にいさま」

　ちょっとぎこちなく、だけど精一杯に笑いかけてきてくれる彼女の名は、鷹ノ宮ありさ。

　僕がついこの間までお世話になっていた鷹ノ宮家の息そく女じよであり──

　そしてこの僕、姫小路秋人の婚約者である。
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あとがき











　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の四巻をお届けいたします。





　さて三巻のあとがきにおきましては、僕の仕事用スペースについてお話ししましたので、今回はその続きを書きたいと思います（何の話か分からない方は、三巻のあとがきをご覧ください）。

　というわけで、なぜ僕の机の上に、どこかのキッチンみたいに様々な食料品や調味料が並んでいるのか、ということのネタ明かしですが──答えは単純で、僕は何か物を食べながらでないと原稿が書けないからです。

　これは同業者の間においてもけっこうレアな癖であるようで、『メシ食いながらどうやって原稿書くの？　両手が塞ふさがったらキーボード打てないでしょ？』『ていうかメシ食うか書くかどっちかにしろよ』などとよく突っ込まれるのですが、まったくもって真っ当な指摘であり、普通に考えたらちょっとした曲芸にも似た行為かもしれません。でもまあ慣れというのは偉大なもので、今では『キーボードを打つ→箸はしを握る→咀そ嚼しやくする→再びキーボードを打つ→以下エンドレス』という流れがすっかり板に付いていて、特に不自由は感じていなかったり。むしろ逆に言うと『食事中は必ず原稿を書く』という条件付けが出来上がっているわけであり、さらに言えば食事中以外は原稿のことを忘れていられるわけで、日々の生活に思いのほかメリハリがつく、というメリットがあります。それにしたって行儀が悪いだろ、と言われれば反論できないのですが。

　さて、次の五巻のあとがきでは、なぜそんな妙な癖がつくに至ったのかについてお話したいと思います。特に書くネタもないので、まだまだ引っ張ります。





　なお毎度のことながら、本作の制作にあたりましては担当の岩いわ浅あささん、イラストの閏うるう月げつ戈かさんを初め、多くの方々にご尽力いただきました。心より御礼申し上げます。

　それと十月発売のメディアファクトリー発行『月刊コミックアライブ』より、おにあいのマンガ版の連載が始まります。作画担当は緑ろく青しよう黒こく羽うさん。本編ともども宜しくしていただければ幸いです。手て前まえ味み噌そながら、非常にいい出来に仕上がってますよ！





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１１年10
 月吉日　鈴木大輔
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